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◆章前：‥語かたり部べの言葉



◆2010-??-??T??:??:??　"???"



　はい！　というわけでお待たせしました、前回の続きですよ！

　もう待ちきれない～、といった顔ですね？　あれですか？　やっぱり貴方あなたもご多分にもれず『妹大好きー、萌もえー』という方ですか？　いやあ、実際の妹はそんなにいいモンじゃない、って聞きますけどどうなんでしょうね。ま、私のように愛らしくて元気で美少女な妹でしたら、ふしだらな気持ちを抱いてしまってもおかしくありませんが！

　っと、どうしてそこで『はいはい』みたいな顔をするんですか。いませんよ？　ここまで物知りで、色んなことを教えてくれる妹なんて。まあ、私は残念ながらそういう妹属性とか持ち合わせていないので、全く関係ありませんけどね。

　ちなみに、今回の妹さんも実際の妹ではなくて『従姉妹いとこ』ですけどね。民俗学的にはイトコってカタカナ表記になるらしいですが『血も繋つながっていて結婚も出来る』というその手の属性が大好きな人にとっては大変美お味いしい存在、それが『従姉妹』だったりします。

　おや。大好きそうなのに可愛かわいい妹も従姉妹いとこもいないって顔ですね、残念でした！



　さて、前回はそんな可愛い妹が実はかなりの強敵で、なおかつ宣戦布告までされてしまったー！　というとこで終わりましたね。せっかく『主人公』として戦う力にも目覚めたというのに、いきなり色んな意味で勝てそうもない相手が名乗り出てしまったわけです。

　そりゃ、可愛がっていた妹に対して暴力を振るったりなんてまず出来ませんよね。

　いえ、世の中には『お前が敵対するなら仕方ない、キリッ』とか言いながら容赦なく切った張ったをするような物語もあったりするんですが、あれって戦っているうちになんでか分かり合ったりして、しかも最終的に説得出来たりしますよね。私がその妹キャラだったら、絶対殴られたりしたことは根に持ちますし、そもそも戦う前に『仕方ない』とか言ってる段階で妹のこと大事にしてませんよね。そういう物語を見ると私はついつい『なんでやねーん！』と明るくツッコミを入れることにしています。まあ、バトルしちゃって、殴って言い聞かせる方が早いってモンなんでしょうね。もう一度言いますが、私なら根に持って、一生恨みます。はい。



　おっと、失礼。ついつい私の中で盛り上がってしまいました。この物語の主人公さんは、当然のように妹を殴ったりは出来ません。今までの話を思い出して貰もらえば解わかると思いますが、ほら。女性には暴力的なことはなんにもしてないでしょう？　彼は、そういうトコがフェミニスト過ぎるわけで。

　――だからこそ、妹は彼では戦えないって言い切ったんですけどね。



　おや、こんなにピンチなのに、随分余裕な顔をされていますね？　ははーん、さては私が最初に『この物語の主人公はハーレムを作った』ってオチを話したから、どうせなんとかなるんだろ？　と思っていますね。

　うん、何なに気げにその通りなのですが、しかし私は語かたり部べとしてひとつだけ語っていないことがあります。もっと言うと、彼はハーレムを作る前に、とても大事な何かを失うのです。



　ふふ、ちょっとシリアス顔になりましたね？　ええ。私の話す物語は、意図的に語っていない部分もあったりするわけです。なので、このまま最後まできちんとお付き合い下さい。さもないと、貴方あなた自身も『物語』に食べられてしまうかもしれませんよ……？



　などと、脅したところで、早速続きを――。



　百物語のエピソード４を語るとしましょうか。



    

  
    
      

◆第十一話：‥“〝千夜一夜シエラザード”〟のロア　前編





◆2010-06-19T06:00:00　"Yagasumi City Street"





「私の物語になりなさい、兄さん」





　そんな言葉を、妹のように可愛かわいがっている従姉妹いとこから聞かされた俺おれは。あまりの衝撃に、動揺を隠せないでいた。どうしてこんなことになってしまったんだろう？

　混乱する頭は冷静な思考を奪い去り、ただひたすらに『どうして』と『なんで』ばかりを脳の中でぐるぐると巡らせる。何がいけなくて、どこで間違えたからこんな道になってしまったのかが解わからない。





　一ヶ月ほど前に親友の仁に藤とうキリカと『都市伝説トーク』に花を咲かせていたのが全すべての始まりで。そこから都市伝説のオバケである『ロア』と、それらをなんとかする『主人公』の戦いに巻き込まれた俺こと、一いち文もん字じ疾風はやて。みんなにはモンジと親しみを込めて呼ばれているが、本当は名前で呼んで欲しいと願っている高校二年生だ。

　そんな俺が転入生である一いち之の江え瑞みず江えに『メリーさんの人形』として殺されそうになったり、実はキリカが『魔女』で、やっぱり殺されそうになったり、中学校時代からの腐れ縁である六むつ実み音ね央おが『妖精』でやっぱり殺されそうになったりと、ハードな月日を過ごした。彼女らみたいな存在を都市伝説が人間の形を持った存在、通称『ロア』であるわけで。その辺りの詳しい説明はここでは省かせて貰もらいたい。

　それらの結果として、一之江も、キリカも、音央も、そして『神かみ隠かくし』をしていた鳴な央おちゃんという少女も今ではすっかり仲間――『俺の物語』になったのだが。

　そんな彼女たちに向けていた言葉を今、まさか一緒に暮らしている大事な従姉妹の女の子から聞かされることになるだなんて。





「り、理り亜あ、は、話を聞いてくれっ」

　ただただ冷たい目で高い位置から俺おれを見下ろしている理り亜あ。

　なんとか。なんとか説得出来ないだろうか？

「物語になる、とか……理亜と戦うとか、俺は、絶対無理だ!!」

　大事にしてきた妹みたいな従姉妹いとこなのだ。困っていたら助けたいと常々思っているし、部屋を片付けてくれたり美お味いしいご飯を作ってくれたりするのもとても感謝している。毎年、誕生日やクリスマスには一緒にいて、プレゼントを交換したりだってしているのだ。

　誰だれから見ても仲良しな兄妹だっただろうし、実際俺もそう思っていた。

　だから、戦うとか。理亜に、攻撃を向けるとか。そんなのは……。

「絶対、無理、だっ」

　想像するだけでぞわぞわする嫌な感覚に包まれるレベル。

　理亜を殴るとか、そんな言葉を考えるだけでも嫌で嫌で仕方ないのに。

「兄さんは無理でも、私には出来ます」

　あくまで冷酷な言葉で、理亜は俺に告げた。

　今、目の前にいる女の子は本当に理亜なのだろうか？

　俺の知っている、俺の大事にしてきた妹なのだろうか？

「モンジ。しっかりしなさい」

　一いち之の江えが鋭い言葉をかけてくれる。その視線はあくまで、理亜を見つめたままだった。

「貴方あなたがのまれてしまっては、私たちはどうすることも出来ないのですよ」

　私たち。つまり、俺の物語になっている彼女たち、ということだ。俺がきちんと立ち向かう意識を持たなければ、一之江たちも立ち向かえない。俺が凹んでしまっていたら、彼女たちは動くことすら出来ないということか。

　そうだ。俺はついさっき、そんな彼女らに守られているだけの『主人公』を放棄したはずだ。今後は、一緒に戦い続けると誓ったはずだ。それに、さっき倒した『氷ひ澄ずみ』という別の『主人公』とは和解することが出来た。だったら。

　それこそ、いつも一緒に過ごしている理亜となら解わかり合えるはずだ。絶対に手を上げたりは出来ないものの。ずっと語りかけ続けることくらいなら……。

「実力行使をしてしまった方が早いのでしょうか？」

　だが、理亜はいかにも怜れい悧りな表情で、淡々と俺と、俺の物語である少女たちを見る。その態度は、話し合いが全く通じない雰囲気を醸しだしていた。視線には、いつもの優しさや温かみが存在していない。俺のキモを冷やしまくるレベルの冷ややかな殺気しか込められていないような気すらする。

　まだ中学二年生だというのに、あまりにも威厳のある大人おとなびた態度。

　これが『主人公』という分類の中でも、特に危険視されている――。

「これが『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』ですか」

　俺おれの隣で一いち之の江えが呟つぶやいた。

　そう。俺が『百物語』を集める主人公だとすれば、理り亜あは『千の物語』を語る存在。

　物語のスケールが違うのだ。

「マスター。メリーズドールはわたしがやっつけようか？」

　そんな理亜の隣に立つ少女。理亜の『物語』のひとつである『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』のスナオちゃんが強気な視線で一之江を見ていた。『赤マント』のロアの子だ。

　前回、一之江とスナオちゃんが戦った時はある意味『引き分け』だった。一之江は『最強』と名高いロアらしいので、最強を目指したいスナオちゃんにしてみればなんとか乗り越えたい壁なのだろう。だが当の一之江は、今も理亜を見つめたまま。

　スナオちゃんよりも、理亜のことを警戒しているのだ。まるで、臨戦態勢に入れば、スナオちゃんよりも理亜をやっつけようとしているかのように。一之江と理亜が戦うかもしれない、なんて想像するだけで目の前が真っ暗になるが、そもそも今の一之江には戦うような力は残っていないはずだ。

『ロア』の状態が解除されているので体には傷ひとつ見えないが、その体は昨日の度重なるバトルのせいで疲れきっている。それなのに背筋を伸ばして凛りんと立っており、全く隙すきを見せないように理亜の一挙一動を見逃さないようにしている。一之江がただひたすらに注目し続けなければならないほど、俺の妹は『強い』ということなのだろうか？

「必要ありません、スナオさん。兄さんの物語たちは、全すべて私が倒しますので」

　理亜は冷たい視線で一之江、音ね央お、鳴な央おちゃんを見回す。

　おいおい、一之江は最強と詠うたわれるほどの『月つき隠がくれのメリーズドール』だし。

　音央は『神かみ隠かくしの妖精』、鳴央ちゃんはそのまま『神隠し』だ。

　噂うわさが広まっていたり、有名であればあるほどロアとしては強くなるというのに。そんなの全く関係なく、理亜は『全て私が倒す』と言い切ったのか？

　もし、それが――俺に対する怒りで我を忘れて、感情的になっている言葉だとしたら慌てて止めなければならないのだが。今の理亜はひどく落ち着いて見えた。それこそ、単なる事実を口にしているだけ、当たり前のことを告げているだけ、とでも言うかのように。

「兄さん、私は貴方あなたの物語を倒す『千の夜や話わ』を持っています。ですから、降参して私の物語になってください」

「やわ？」

　俺が口にすると、すぐ後ろで鳴央ちゃんがビクッと体を震わせた。

「そ、そんな……そんなことが出来るロアが、本当にいた、だなんて……っ」

「え、ちょっと、鳴央、どうしたの!?」

　ガクガクと震えている鳴央ちゃんを、音央が戸惑いながら抱き寄せる。一之江を見るとその頬ほおを汗がひとつ流れていて、俺は驚いた。こいつがこんなにも緊張しているなんて。

　それほどまでに恐ろしいのか？　この『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』という『主人公』は。

　そんなにまで格が違うのか？　俺おれと理り亜あは。

「あら、そっちのツインテールボインとおにーさんは知らないみたいねっ」

　スナオちゃんが腕を組んで得意げに語る。ツインテールボインこと音ね央おと俺は顔を見合わせて、スナオちゃんを見た。

「どういうことだ？」

「んー、つまり相性ってヤツよ」

　昨日、その相性のせいで一いち之の江えと引き分けたスナオちゃんは、まるで知った言葉をすぐに使いたがる子どもみたいに、平へい坦たんな胸を張って告げた。その言葉を引き継ぐかのように、理亜は俺を見て口を開く。

「兄さんは『対たい抗こう神しん話わ』という言葉をご存知ですか？」

「対抗神話？」

　聞いたことがある気がする。

「ええと。確か『広がった噂うわさ』を沈静化させるための噂だっけ？」

　音央が神妙な顔で鳴な央おちゃんや一之江に確認を取っていた。

「その通りよ！　例えばー、そうね。この街で流れている『口裂け女』の場合を教えてあげるとね？　その『対抗神話』はこんな感じなの！」

　あくまで得意げに話すスナオちゃん。こういう時でもなければその可愛かわいらしさに微笑ほほえんでしまうのだろう。それが出来ない、今の状況が少し悔しい。

「この街の場合、単に整形手術に失敗した女の人がいて、その人が自分の手術の痕こん跡せきを友達に見せて『あの香水臭い医者は絶対許さないんだから！』と話してただけで。実際はそういう恐ろしい都市伝説のオバケなんかいなかったんだー、って感じよっ」

「そして、今その人はどうなっているかと言えば。既に親切な別の医者に看みて貰もらい、整形手術のし直しを行い、すっかり美人顔になっている――そこまで語って、対抗神話は完成ですよ、スナオさん」

「はーい、マスターっ」

　理亜が引き継ぐのを聞いて、違和感が拭ぬぐえなかった。なんというか、理亜はそういう都市伝説にはまるで詳しくない。知っていても誰だれもが小耳に挟んだレベルでしかない、と勝手に思い込んでいた。だから、理亜が『対抗神話』なんてものに詳しいのは違和感を持ったし、何な故ぜだかそれを当たり前のように語って欲しくはなかった。

「そういうのあるのね……」

「ああ。『口裂け女』のロアを消し去る方法だ、って俺はキリカに聞いたよ」

　いつだかの放課後にレクチャーして貰ったのを思い出す。

『こういう噂が流れるとね。『口裂け女はいなかったんだ、なんだー』ってみんなの間に広がりまくって。結果『口裂け女』のロアは消えちゃうの』

　キリカがちょっぴり怖そうに、眉まゆを下げながら教えてくれたのを思い出す。純粋なロアであるキリカにしてみると、ロアが消える話はやはり恐怖を感じるのだろう。

「多少は知っているようで何よりです。さて――」

　理り亜あは俺おれの反応を見て把握すると、一いち之の江えを睨にらみつける。

「『千夜一夜シエラザード』の語る『夜や話わ』――それが全すべてのロアにとっての『対たい抗こう神しん話わ』になる、という噂うわさがあるのです」

　一之江の声はやはり、真剣そのものだった。いつだって飄ひよう々ひようとして、どんなシリアスなシーンでもおふざけを忘れないこいつ。そんな彼女が、今はただただシリアスに理亜を見つめ続けている。――まるで。

　まるで、目を逸そらした瞬間に自分が殺されるとでも言うかのように。

「はい。それが私の能力のひとつ『千の夜話アルフ・ライラ』です」

「なるほど」

　一之江は今にも飛びかかりそうだった。だが、今のこいつはさっきも言ったが、もう力を使い果たしている。昨日は『赤マント』であるスナオちゃんと戦い、氷ひ澄ずみのロアである『ターボババァ』のラインと戦い、一度負けてボロボロになってから、さっき辛からくも勝利を収めたばかり。今は『ロア』を解除した為ためになんの傷も怪け我がも残っていないように見えているが、その精神疲労やダメージはかなり残っているはずなのだ。

　今これから、仮にも引き分けたスナオちゃんと戦うことなんて出来るとは思えない。

　そればかりか、最強の『主人公』とまで言われている理亜とだなんて。

　それに、理亜と、一之江が戦うだなんて。

　そんなの、俺にとっては悪夢以外の何ものでもない。

「なあ、一之江……」

「モンジ。貴方あなたの妹さんは我々ロアにとって最も危険な存在です。そして貴方は、そんな最も危険な存在に宣戦布告をされました。ここで兄と妹の情で『あいつを殺さないでくれ』なんて私に言い出したら、その直後貴方を殺しますよ」

　一之江は全く俺の方を見ない。そりゃ、一之江と理亜が殺し合うだなんて、悪い冗談過ぎる。今の状況の全てが悪い冗談であって欲しいと願っている俺にしてみても、これほどの最悪はないだろう。

　最も信頼しているパートナーと。最も大事にしてきた妹。

　そんな二人が殺し合うなんて、悪夢以外の何ものでもないのだから。

「あ、ああ」

　俺はゴクリ、と喉のどを鳴らしてつばを飲み込む。一之江に『あいつを殺さないでくれ』なんて頼むことも出来ない。一之江からすれば、理亜は今までにいないくらい危険な敵なのだから。『最強』と名高い彼女でさえ接触を避けたりしていたくらいの相手なのだ。

「理り亜あちゃん、さっきの話を聞く限り……どんなロアでも消すことが出来るのね？」

　音ね央おが鳴な央おちゃんを支えたままの姿勢で恐る恐る尋ねる。音央と理亜は、面識があるだけではなく多少仲良しだ。俺おれをだしにしてリビングでお茶会するくらいの仲なのだ。俺の次くらいに理亜についてショックなのは、音央だろう。

「はい。そういう『ロア』としての能力を持っています」

「っ」

　だけど、理亜はいつも音央に接するような親しみのある態度は見せなかった。

『俺の物語』である以上、音央も敵だと認識しているかのような。そんな鋭さの篭こもった声音に、強気な音央もビクッとして肩を竦すくめている。

　理亜は容赦なく、音央を消し去ることも出来るということだろう。心優しい理亜はそんなことをしない。なんて言い切れない。さっき、理亜は俺にこう告げたからだ。

『いずれ仲間がもっと傷ついたり、命を落としてしまったりした日には、兄さんはぜーったいに立ち直れません』

　あの言葉は、俺の覚悟を問うものだった。その覚悟がない俺は、このまま『主人公』を続けることは不可能だと。つまり裏を返せば、理亜にはその覚悟があるという意味だ。

「で、でも、そんなの……理亜ちゃん、苦しいだけじゃないっ」

　音央の語調が強くなる。『ロア』とはいえ、誰だれかを消す力。それは、ある意味殺人をしているのと同じようなものだ。

「そうですね……当然、胸も痛みますし。泣きたくなることもあります」

　音央の真まっ直すぐな言葉にようやく、理亜は少しだけ感情を見せてくれた。前髪が少し目にかかり、長いまつ毛が濡ぬれたように揺れる。

「ですが。私はこの『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』の『主人公』としての道を歩み。いくら犠牲が出たとしても、再び立ち上がって戦うという意志があります」

「っ、理亜ちゃん……」

　音央は口元を震わせてから、苦しそうに目を細めた。今の言葉は音央への返事でありながら、俺に問い質ただしたものでもあるのだ。

『そこまでの覚悟が兄さんにはありますか？』

　それが、理亜が俺に突きつけているもの。俺が最も自信を持てないものだった。

「さて、私の説明は以上でよろしいですか？」

　あくまで淡々と。朗々と。女王が民衆に告げるように上から目線と口調で。

　理亜は俺と、一いち之の江えたちを見た。

「では兄さん。改めて言います。私の物語になりなさい」

　そのセリフをもう一度呟つぶやくと同時。

「……すみません、モンジ」

　信じられないことに、一いち之の江えの口から小さく謝罪の言葉が零こぼれた。

「え？」

　と尋ね返す間もなく、隣にいた一之江の姿が一瞬でなくなる。

　その姿が再び現れた瞬間には、彼女はナイフを持って理り亜あの前にいた。

「一之江ッ!?」

　制止する暇もなかった。一瞬で一之江はナイフを理亜の胸に突きつけようとする。

「やっ、やめ……」

　止やめろ、なんて言ってもいいのか。一之江が理亜に襲いかかるなんて、こんな絶望的な状況においてもまだ、俺おれは迷っていた。

「音ね央おちゃん、今ですっ」

　と、鳴な央おちゃんの悲痛な声が横から響いてくる。

「っぐ、ごめんね、理亜ちゃん！」

「音央、鳴央ちゃん!?」

　音央は鳴央ちゃんの声にしたがって、右手から茨いばらの蔦つたを理亜に向けて放っていた。

　まるで鞭むちのように、鋭くしなった蔦が理亜を拘束しようと迫っている。そして、鳴央ちゃんはじっと一之江と音央に合わせようと真面目まじめな顔で見つめていた。

「モンジさん、ごめんなさいっ。私たちは……！」

　………………。

　ああ、解わかっている。解っているよ鳴央ちゃん。だから、そんな目を潤ませて申し訳なさそうにしなくてもいいんだ。君たちは、俺の物語だから。俺に下せない決断を、自分たちでしてくれたんだ。俺も、みんなも生き残ることが出来る最善の方法として。

　だから珍しく一之江が「すみません」なんて言い出し、音央が半べそになってまで攻撃を繰り出し、悲痛な声で鳴央ちゃんが目を潤ませて叫んでいるのだろう。





　――俺の大事な物語たちと、大事な妹が戦いを始めてしまっている。





　それはひとつの答えだった。

　理亜の態度は一向に変化しなかったのだから、最終的にはこうなっただろう。それを引き延ばしたところでなんともならなかったのだから――。

　だけどこの焦燥感だけはどうしようもなかった。大事な物が壊れていく音を間近で聴き続けるような苦しさは、俺から考える力を奪っていた。



    

  









    
      「甘いわよー！」

　一いち之の江えと音ね央おの攻撃が届く前に、理り亜あの姿は赤いマントによって消失する。その隣にいたはずのスナオちゃんの姿もそこにはない。

　そう、彼女の能力は『少女を攫さらう』というもの。

　どんな状況下であっても、その赤いマントは理亜を攫えるのだ。

「くっ！」

　一之江は今まで二人が立っていた柵さくの上に着地すると、辺りを見回した。その目はすっかり戦士の目で、対象を倒すこと以外の余計なものを含んでいない。

　そこには理亜の姿も、スナオちゃんの姿も存在しない。一之江のターゲットはいなくなり、音央の放った茨いばらの蔦つたは空を切った。

「ど、どこに消えたの？」

「気をつけて下さいっ！」

　音央が辺りを見回し、鳴な央おちゃんが青ざめた顔で叫ぶ。

　そんなすっかり動揺している俺おれたちの耳に、理亜の静かな声が響いた。





【メリーさんの人形に襲われた人物は、その最期の瞬間に呟つぶやきました】





「っ!?」

　一之江の体がビクッと跳ねる。

　どこからともなく響くその理亜の声は、物語を朗読するかのように。

　淡々と、そして綺き麗れいなトーンで響き渡った。





【そう。もしもこの人形が探しているのが、私ではなくて『メリーさん』なのだとしたら。復ふく讐しゆうの相手はメリーさん自身なのだとしたら。彼女はそう考えて――】





「あああああっ!?」

　一之江が、今までに聞いたこともないような大声を上げて両腕で体を抱きしめた。その目は大きく見開かれ、顔面が蒼そう白はくになっている。

　まさか、これがさっき理亜の言っていた『夜や話わ』なのか!?





【だから復ふく讐しゆうにやってきた人形にこう語ったのです。「もしもし、私は――」】





「あぅ、く、ああああっ!!」

　一いち之の江えの苦しみ方が尋常ではない。胸を押さえて、目を強く閉じ、柵さくに必死にしがみついている。何が起きているのかを尋ねるまでもない。

『対たい抗こう神しん話わ』。

「や、やめろ理り亜あ!!」

　おそらく、理亜が語っている物語は『メリーさんの人形』の力を打ち消す為ための対抗神話。つまり、その続きを読まれたら……『メリーさんの人形』の物語は解決してしまうのだ。

「う、あ、ああああ！」

　一之江があんな苦しそうな声を出すなんて、今まで想像したことがあっただろうか？

　いつだって気高く、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいで、余裕を持っている一之江が。今は口から搾り出すような悲鳴を上げているのだ。

「り、理亜ぁ!!」

　俺おれの叫びもまた、悲痛な哀願になっていた。目の奥から熱いものが溢あふれそうになる。

　なんで、どうして、理亜がこんな酷ひどいことを。とっくに理由は解わかっているのに、それでもそう思わずにはいられない。先に仕掛けたのが一之江だからだろうか。だから理亜は容赦も躊ちゆう躇ちよもなく、一之江を消そうとしているのだろうか。

　襲われたから、対象を排除する。

　それは当たり前のことだけど。だけどそれでも、俺は嫌で嫌で仕方なかった。

『……ふむ』

　そんな俺の声を聞いてくれたのか、どこからともなく響いてきた理亜の声は、その続きを読むのを止めてくれた。ホッ、としたのもつかの間。

『兄さんにとって、一之江さんがどれほど大事なのかは解りました。では次は……』

「つ、次っ!?」

　なんてことだ。理亜は止めてくれたのではない。

　俺にさらなる絶望を与えるべく、対象を変えただけだったのだ。

「や、やめて、理亜ちゃん！　見せしめになるなら、ロアであるあたしがなるから!!」

　と、音ね央おが虚空に向けて叫ぶ。

「音央ちゃん!?」

　俺以上に驚いたのは鳴な央おちゃんだった。二人だってさっきの戦いで傷ついているはずなのに、それでも頑張って立っている姿が痛々しい。鳴央ちゃんも、音央も、互いに互いを支えながら辛かろうじて立てているレベルなのだ。

「元々私はいない存在だもの。こういう時は、ハーフロアのあんたたちより、あたしがそういう目に遭あうべきだと思うの」

「そ、そんなの、いけませんっ!!」

　音ね央おの決意に、鳴な央おちゃんが必死にしがみついて止めようとする。

「そうだ、音央！　ロアであるとか、ハーフロアであるとかそんなのっ！」

『いいでしょう、音央さん。次は貴女あなたです』

　俺おれが音央に言いかけたのと同時に、理り亜あの声は容赦のない一言を告げる。

　そして。





【――妖精の森に攫さらわれた少女が帰ってきた時、そこには温かな食事と、優しい両親がいました。だから、その少女は――自分が妖精であることを伏せようと思ったのです】





「ひぅっ!?」

　音央はその瞬間には、小さな悲鳴をあげていた。





【ですが、その夜ご飯を食べた時。そこにあるのが強い愛であり、そしてその愛は自分に向けられたものではないと知った彼女は、自分の正体を――自分という存在が消えてしまうことも厭いとわずに告げようとしたのです。「すみません、私は――」】





「やっ、あ、あたしの体がっ!?」

「いやあっ、音央ちゃんっ!?」

　見れば、音央の体がうっすらと……薄く、透明になり始めていた。

　隣にいる鳴央ちゃんが慌てて抱き締めるものの、その体はまるで空気に溶け込んでいくかのように、じわりじわりと色を失っていく。

「や、やめてくれ理亜!!」

『兄さん、では、私の物語になる決心をしてくれましたか？』

　理亜の声はやはりその続きを語ることはなく、俺に尋ねてきた。いいところで止めることで、その力を見せつけているのだろう。

　なんてことだ。こんな能力、反則なんじゃないか？

　理り亜あが一人いれば、どんなロアだって退治出来てしまう。そういう意味だろう？

　だったら本当に……本当に、俺おれなんて要らないんじゃ――。

「も、モンジ……のまれたら……ただじゃおきませんよ……」

　柵さくの上から、一いち之の江えの苦しげなか細い声が聞こえて、ハッとした。

　こいつに、こんな苦しい思いをさせたくないから俺は『主人公』になったというのに。

『主人公』としての格がここまで違う理亜には、まるで敵かなわないというのだろうか？

「そ、そうです、モンジさんっ！　諦あきらめないで下さいっ！　私たちは、モンジさんだから、モンジさんの物語になりたいって思ったんです！」

　鳴な央おちゃんも必死に叫んでくれていた。だが、そんな鳴央ちゃんも。





【――こういう話があるんです。境さかい山やまで発生した『神かみ隠かくし』について。新聞に載っていたんだけど、あれは家に帰っても帰ってこない親に向けて、自分がいなくなったことを心配して欲しいと願った子が流した全くのウソで――実際、その女の子は――】





「や……やあああ!?」

　そして鳴央ちゃんは大きな悲鳴を上げていた。

「なんだ、その話!?」

　全くのウソじゃないか。本当の『神隠し』は、鳴央ちゃんが音ね央おを生き延びさせたいが為ために、多くの罪を犯して頑張っていた話だったはずだ。それなのに、理亜が語った話は全くのウソだった。だが、ウソであっても、鳴央ちゃんは胸を押さえて苦しみ始めている。

　――『対たい抗こう神しん話わ』。

　より多くの人が信じるであろう、都市伝説の解決方法。理亜は、それを完かん璧ぺきに、完全に流すことが出来るというのか。

　――噂うわさを、コントロール出来るというのか!?

「頼む、やめてくれ！　この通りだ！」

　俺はすぐに、居ても立ってもいられず膝ひざをついて。そこで頭を地面にこすりつけるように土下座した。

　柵の上で苦しみ続ける一之江。姿が消えかけている音央。恐怖に悲鳴を上げ続けている鳴央ちゃん。彼女らがこんなにも苦しみ続ける姿を、俺は見ていたくない。

「お願いだ、理亜っ！　この三人を苦しめるのを、やめてくれ、頼む……！」

　どこにいるか解わからない。おそらく、スナオちゃんによって『攫さらわれた』先の空間からその『夜や話わ』を続ける理亜に声をかける。

　頭をガンガンとアスファルトに叩たたきつけ、そんなことをしても全く意味がないのを理解しながらも。ただ愚直にこうすることしか俺おれには出来なかった。

『はふぅ』

　理り亜あの、困ったような呆あきれたようなため息がどこからともなく聞こえる。

『――ご理解いただけましたか、兄さん。いかに『ロア』というものが曖あい昧まいで、儚はかなく、些さ細さいなことで消滅の危険に陥ってしまう存在であるのかを。そして、兄さんは彼女たちを守ることなんて出来ないということを』

　それを思い知らせるためだとしたら、理亜の行動は最適だった。俺は泣きそうな気持ちになりながら、ただただ実感する。敗北感でもない。諦あきらめでもない。

　理亜は、俺が彼女たちを失った時に何も出来なくなることを見越して、その事実をいち早く見せつけただけなのだ。だから、ここにあるのは現実。

　相手に対して、頭を下げることしか出来ない俺を痛感させただけなのだ。





『――『千の夜話アルフ・ライラ』――今こ宵よいはここまでにいたします』





「あぅ……」

　その言葉と共に、それまで柵さくにしがみついていた一いち之の江えが、ふらっとバランスを崩した。

　一之江の体は危なっかしくふわふわと揺らいで。

「一之江！」

　俺は正座状態から慌ててその柵の下にダイブする。

「ぐぇっ」

　その体が俺の背中にモロに落ちてきて、俺は変な声を上げていた。いくら軽い一之江とはいえ、女の子一人が全すべての力を失って無防備に落ちてくれば声くらい出る。本当は落ちた瞬間にお姫様抱っことかがいいんだろうが、そこまで格好つける余裕はなかった。

「今、夜や話わの続きを語っていれば、皆さんの中にある『ロア』は消滅していたのです」

　そんな俺の前に、理亜の足がトンっ、と降り立った。

　玄関でさっき見たばかりの靴と、几き帳ちよう面めんに白いソックス。そして白くてスラッとした細い足が俺の前にある。このまま上を見たらスカートの下が見えてしまいそうだったので、俺は２秒ほどの葛かつ藤とうを経てから視線をその位置に固定した。

「ロアが……消滅……」

「はい、兄さん。ハーフロアであるその方なら、そのまま人間に戻ることも出来るかと」

　その言葉を聞いた瞬間、俺は思わず理亜を見上げそうになってしまい。

　その白い太ももが見えた辺りで、大慌てで視線を下ろした。

「あー！　今、マスターのぱんつ見ようとしたわよこいつ！」

　スナオちゃんが告げ口しやがる。

「してねえ!?　ってか、見えそうだったから慌てて視線を下ろしただろ!!」

「兄さん、こんな時に……」

　押し殺したように低い声で呟つぶやくと、理り亜あは一歩俺おれから離れた。

「ハーフロアから、ロアを消滅させて、人間に戻す……？」

　荒らげた息を押さえながら、震える声で尋ねる鳴な央おちゃん。

「その通りです。もっとも、純粋なロアであれば先ほどの音ね央おさんのように消滅してしまいますが」

　一いち之の江えは気絶していて、音央は自分の体がもとに戻ったことに安あん堵どし、鳴央ちゃんはそんな音央を抱きしめながら迷うような表情を見せていた。

　自分の能力を当たり前のように見せた理亜は、そんな彼女らに恨まれたり嫌われたりすることなどなんとも思っていないかのように、ただ毅き然ぜんと立っている。

「私は――この力を得るために『主人公』になりましたので」

　その言葉は、俺にとって衝撃だった。理亜は自ら、その『主人公』の道を選んだというのか。俺みたいに偶然なってしまったのではなくて。『ロア』を消す力を得る為ために。

「ですから、貴女あなたから『神かみ隠かくし』だけを消し去り、普通の少女に戻すことも出来ますよ。――本物の、六むつ実み音央さん」

　鳴央ちゃんにそう呼ぶということは。彼女の犯した罪を知っているという意味だった。

「り、理亜ちゃんっ」

　理亜と面識のある音央が声を荒げる。怒ったような声だが、そこには戸惑いや動揺が明らかに含まれていた。

「音央さん。貴女の場合、その対たい抗こう神しん話わを口にすると消えてしまうのがご理解いただけたと思います。ただ、私は貴女のことは気に入ってしますし、お友達が貴女のファンなので――兄さんが私に敵対する、という展開にでもならない限り、消したりすることはありません。ご安心下さい」

「うぐっ」

　音央は何か言おうとした言葉を飲み込んで、そのまま手を強く握りしめている。

　――圧倒的。圧倒的なまでの『君臨』だった。

　この場だけではない。ロアのことを知り尽くし、その物語を熟知し、そして対抗神話を語ることでその力を消し去ることが出来る。

　不本意にハーフロアになってしまい、苦しむ人物もいるだろう。さっき倒した『ベッドの下の男』のようにロアが生まれ、それが成長すれば人々を害することもある。

　そんな全すべてを『なんとか出来る』。それを自ら望んで手に入れた。

　それが『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』、理り亜あなのだ。

　それは見事過ぎるほどに『主人公』だった。

「理亜……」

　俺おれは背中に乗っている一いち之の江えをそっと抱え直しつつ理亜を見上げる。

「ただ、私の力では兄さんから『百物語』を消し去るのは不可能なので、私の物語にするしかありません。大丈夫です、もう戦わせたり、苦しい思いをさせたりはしませんから」

「俺のは消せないのか？」

「『百物語の主人公』は特殊なので。ピンポイントに語れば消えるような物語がないんです。一番オーソドックスな対たい抗こう神しん話わは『百物語』をしても何も起きない……というものなのですが、兄さんは『１０１番目』ですしね。今までに類似した話が存在しません」

「そう、なのか」

　安心したような、残念なような、複雑な心境だった。だが『千夜一夜シエラザード』も完かん璧ぺきではない。それが解わかっただけでも充分なのかもしれない。

「さあ、兄さん。これで解ったでしょう？」

　そして、最後通告の時が迫ろうとしていた。

「ああ……痛いほど。苦しいほどによく解ったよ……」

　弱っていたとはいえ、一之江や音ね央おが同時に仕掛けたというのに、理亜には何も出来なかった。一之江が、音央が、鳴な央おちゃんがこんなに苦しんだというのに、俺にはどうすることも出来なかった。

『俺』の物語は消せないという抜け道があるということは、俺がここで『理亜と戦う』を選択すれば俺だけなら戦うことが出来るのだろう。なんせ、この中で唯一理亜の『千の夜話アルフ・ライラ』では消えない能力なのだから。

　だがその場合、理亜は俺よりも先に三人をまず完全に倒してしまうだろう。

　――つまり、誰だれかを犠牲にすることになるのだ。それだけは嫌だったし、その選択をするのは俺には到底無理だった。ましてや、大事な理亜に『攻撃』なんて出来るはずもない。俺が理亜を傷つけるかもしれないなんて、そんなの死んだって出来ないだろう。

　と、いうことは。一之江も、鳴央ちゃんも消えないということが解ったのだから。それに、音央を消すつもりはないともいっていたのだから。

　だから――俺がこのまま、理亜の物語になってしまってもいいんじゃないか？

　そんな意識が頭の中にガンガン響く。

「兄さん。もう兄さんは充分頑張りました」

　そんな俺に、理亜は優しく語りかけてくれた。ついさっきまで、冷たくて怖かった口調だったので、そのいつもの柔らかさが戻っただけで涙が出そうになってしまう。

「さあ、元の生活に戻りましょう？」

　その声は、甘くて優しい誘惑だった。

　ああ、そうか。そうすれば、一いち之の江えはもう傷つかなくて済むし、鳴な央おちゃんだって怖い目に遭あわなくて済むようになる。音ね央おも今まで通りの暮らしに戻るだけだ。

　俺おれはごく普通の生活を取り戻し、ロアに怯おびえたりすることもなく過ごせる。

　当たり前に学校に行き、久しぶりに部活に復帰し、アランとバカな話をしながら、その後は前みたいに先輩と仲良くして――。

　でも。

「……元の生活じゃ、ないだろ」

　そう。俺が幸せに日常を過ごして家に帰った時。

　そこには、理り亜あがいるのだ。

「俺が普通に過ごしているのに、理亜が苦しんで戦っているかもしれないなんて、俺は絶対にイヤだぞ……」

　いつものように扉越しに会話したとしても、その理亜は戦いで苦しんだり、悲しんだり、つらい思いをしているかもしれないのだ。普通の女の子が味わう必要のない苦しみを、まだ中学二年生の女の子が味わっているのだ。……そんなの。

「兄さん」

「そんなの、絶対にイヤだ。俺が元の生活に戻るなら、理亜も戻ってないとダメだ！」

「ん……」

　理亜は判断に迷うような、小さな吐息をこぼす。

　そうだ。理亜が最強の『主人公』なのはとてもよく解わかった。俺はまあ、まだ『駆け出し主人公』なのは確かだろう。でも、だからこそ。

　二人とも『元に戻る』道でなければ、俺は認めることが出来ない。

「兄さん、それは……」

　その顔を見ると、僅わずかに瞳ひとみが揺れている気がした。

「俺はな、理亜！　お前がそういう困った目をするのすらイヤな、ものすっごいシスコンなんだ！　そんな理亜が『主人公』として頑張ってるって言うなら、俺は全力で助けたいし、手伝いたいし、少しだけでも困ったり苦しんだりを減らしたいんだ！」

　そうなのだ。俺を止めていたのは、そんな簡単な事実。俺は結局、大事なヤツなら誰だれでも苦しんで欲しくないんだ。

「それは、ですが、甘い認識で――」

　理亜は俺を見て、その言葉を飲み込んだ。

「うぐっ……！」

　俺は我慢することが出来ずに、一滴。涙を零こぼしてしまっていたのだ。

　理り亜あが心を鬼にして冷たくしているのも解わかる。本当は、誰だれかを傷つけたり、誰かを突き放したりするのは苦手な女の子なのだ。それなのに、今は俺おれの心を折る為ためにそれをやらなければならなかった。

　そんなことをさせてしまったのは、俺だ。俺が不ふ甲が斐いないから。きちんとした覚悟を持って戦えないから。だから、理亜は自分がクールな『主人公』になることで、俺を守ろうとしてくれているのだ。

　それが悔しくて、つらくて。そんな覚悟をしてしまっているというのが切なくて。

　だから、泣いてしまっていた。

「くそっ……こんなことで泣くなよ、俺……！」

　自分の目をごしごしとこすっても、一度流れだした涙は止まらなかった。

　一いち之の江えを抱える反対側の手でなんとか目を押さえながら、それでも俺は理亜に告げる。

「ごめんな、理亜。俺、お前がそんなに苦しくなるまで、気付いてやれなくて。大事にしている妹みたいな女の子、なんてウソだよな。そういうことに気付いてやれないなんて、それだけでもう大事に出来ていないんだから」

　悔しくて仕方ない。無知な頃ころの自分を殴ってやりたい。もっと注意深く接していれば、理亜のことも気付いてやれたはずなのに。なのに俺は、自分だけが大変だと思っていた。

　不思議な事件に巻き込まれ、それをなんとかしようとしている自分だけが苦労しているのだと、思い込んでいたのだ。

　こんなにも近くに、同じように苦しんでいる大事な子がいたというのに。

「ごめんな、ほんと……」

　ダメだ。どんなに止めようと思っても、涙がまるで止まらない。こんな格好悪い姿、理亜にも、一之江にも、音ね央おにも鳴な央おちゃんにも見せたくないのに。

　なのに、胸がいっぱいで、心が苦しくて。涙は一向に止まる気配を見せなかった。

「はふぅ……」

　理亜はそんな俺を見かねたかのように、深い溜ため息いきを吐き出すと。

「スナオさん、帰りますよ」

「あれ、いいの？」

　理亜は俺をそのままに、くるりと背を向けた。

「はい。今の兄さんはまともに話が出来る状態ではないようですから。こんな兄さんが『物語になる』と言ったとしても、それは一時の感情に過ぎません」

　確かに、今の俺はまともに会話出来る状態ではない。

　理亜は、俺が理性的に同意するのを求めているのだから。

「んー……」

　スナオちゃんが俺を見ているのが解るが、しゃくりあげている俺は何も返す言葉がなかった。早く涙が収まって、まともに会話出来るようになりたいとしか思えない。

「マスターはブラコンだなあ」

「スナオさんっ」

「わっ、すみません！」

　怒ったような声の理り亜あに謝って、スナオちゃんはまだチラチラ俺おれの方を見ながらも理亜の背に着いて行く。理亜は、一度も俺を振り返ることはなかった。

　その去り行く理亜の手を見て、さらにこみ上げるものを必死に押さえながら。

　俺たちは、最強の『主人公』である『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』との――最大の恐怖との対決を、なんとか潜くぐり抜けたのだった。





◆2010-06-19T07:00:00　"Shiho's Bedroom"





　気を失っていた一いち之の江えが目を覚ましたのは、それから少し経ってのことだった。

「あ、みずみず、おはよんよん！」

「おはようございますよん」

　一之江が起きたことに嬉うれしそうに挨あい拶さつをする先輩に合わせて、一之江もそれなりに不思議な挨拶で返している。自分が寝ていた場所が、先輩の部屋のベッドの上だと気付いて色々納得したように頷うなずいていた。

「びっくりっこしちゃったよ。みずみず、みんなでコンビニに出かけた時に貧血で倒れちゃったんだって？」

「あー……どうやらそのようですね。薄幸の美女なもので、朝は低血圧なんです」

「うん、いかにも弱い子っぽいもんねみずみず。よしよし」

　先輩が一之江の頭を撫なでているのを見て、俺はようやくささくれ立っていた心が落ち着くような気がしてきた。

　先輩はこんな俺にも癒しだよな、なんて少しだけ自虐的に思ってしまうくらいには、俺はいつも以上にメンタルダメージを受けていたようだ。こんなに自虐的になったのは、後にも先にもこの時くらいなものだろう。多分。

「モンジくんなんか心配して、目を真まっ赤かにしてたんだからっ」

「モンジが？」

　一之江が俺の方をマジマジと見つめてくる。俺はと言えば、先輩の部屋のドア付近で腕を組んで立っていた。なんというか、こういうちょっと格好付けたポーズでも取っていないと、すぐに弱ってしまいそうになるのだ。

「ふむ。私はもう完かん璧ぺきに大丈夫なので、部屋を出るとしましょう」

「わっ、もう起きて平気？」

「はい。それに、貴女あなたの部屋に野獣のような男を入れておくのは良くありません。モンジが万全の状態だったら、今いま頃ごろこの部屋の空気が薄くなるくらい匂においを嗅かがれてますよ」

「どんだけ吸ってんだよ俺おれ!?」

「ふぇー。あ、でも、うーん、モンジくん。匂いは流石さすがに恥ずかしいから、ちょっぴり勘弁して欲しいかなぁ……あ、あはは……」

　先輩が照れたように頬ほおを染めて困っているのを見て、俺は無性にこの部屋の空気が薄くなるくらいに鼻で息を吸いたい気持ちになった。だが、今は体も心も疲れ果ててしまっているせいか、その照れる先輩を網膜に焼き付けるに留めておく。

「しませんから大丈夫ですよ。ともあれ、一いち之の江えが目覚めたならそろそろ帰るか」

「そうですね」

　ベッドから降りる一之江の足取りはしっかりしていた。ダメージの蓄積はなんとかなったのか、それとも気丈さを見せているのか。どちらにせよ、一之江が他人に解わかり易やすくダメージを見せるなんてことはほとんどないのだろう。

　つまり、さっきは本当に滅多にないほどのダメージを受けていたのだ。

「あれ、やっぱり帰っちゃうのん？」

　先輩がしょんぼりした顔をしたのを見て、俺は一緒に暮らしたくなった。

「いけません。あれは『ベッドの下の男』ではなく『ベッドの下のモンジ』に進化する前触れの顔ですよ」

「どんな顔だよそれ!?」

　しかも進化なのか。俺はあのペラペラの薄い人影以下って思われているのだろうか。

「ふふ、ほんとだ。モンジくんったら、鼻の下が伸びてるよんっ」

「マジでございましたか」

　うん、そんなデレデレした顔していたなら、俺はあれ以下だったかもしれないな。

　しかし、俺としても名残惜しいのは確かだ。帰ったら、理り亜あがいるかもしれないと思うと胸が重くなるし。いなかったとしたら、それはそれでもっと重くなるだろう。

　――もう、家でのんびりと安息の時間を過ごすことは出来ないのだろうか。

　そんな思いに囚とらわれそうになって、俺は自分の胸に手を当てた。掻かきむしらなかったのは、ここが先輩の部屋の中だからだ。

「うー、モンジくん？」

　と、気付けば先輩が間近で俺の顔を見ていた。

「と、うわ、なんでしょう!?」

「ううん。どこかつらいのかな、と思って。むつかしい顔してたよぅ？」

　いかん。先輩を心配なんてさせたくないのに、俺おれはよりによって先輩の部屋でそんな顔をしてしまっていたのか。

「ああ、実は……先輩の家で寝るなんてドキドキし過ぎて、一睡もしていないんですよ。昨晩はパジャマパーティーも、ドッキリハプニングもあったりしましたしね？　こう、若者としてはリビドーが大変な感じで」

「あー、なるほどねっ！　うふふ、確かに昨日の夜はわたしもモンジくんをちょっぴり誘惑しちゃったもんね？」

「うぐっ、やっぱりあれはわざとでしたか」

「あはっ☆　だって、モンジくん可愛かわいいんだもぅん」

　だもぅん、と言われたなら仕方ない。

　むしろどんどん誘惑して欲しいものだ、と元気な時の俺ならば返事していただろう。

　――していたかな。結局ドキドキして何も言えない気もしなくはない。まあいい。

　少なくとも今はそんな先輩の優しい気遣いに甘えておこう。

「ありがとうございます。でも、次は襲いかねないので、いけませんからね？」

「はぁーい」

　先輩の良い子の返事を受けて、俺はどんどん心が軽くなるのを感じていた。こうやって先輩とずっと仲良くしていけたら、どんなに幸せだろう。

　そんな日常を大事にする為ためにも。今は心配をかけるわけにはいかないよな。

「じゃあ、そろそろ帰りますね」

「うん、了解っ！」

　俺はドアの側まで来た一いち之の江えを連れて、先輩の部屋を出る。

「あ、一之江さん起きた？」

「お顔の色も良さそうで何よりです」

　ソファに座って一之江の目覚めを待っていた音ね央おと鳴な央おちゃんがニッコリ笑っていた。

　女の子は役者だなあ、なんて思ってしまう。一之江を運んだ時も、彼女が貧血で倒れてしまったと上う手まいウソをついたのは音央と鳴央ちゃんだったのだ。

　その時の俺は――思い出したくもないが、かなりダメな状態だった。一之江を抱えながら、ムリヤリ泣いた顔を擦こすって誤ご魔ま化かした後みたいになっていたはずだ。

「はい、ご心配をおかけしました。もうスーパー大丈夫なので、スーパー帰宅をするとしましょう、お二人とも」

「あははっ、スーパーなら大丈夫そうね」

「はい。スーパー安心しました」

　二人でニコやかに返事をしている。この優しい空気は、きっと俺の為にも作ってくれているに違いない。それが解わかってしまうから、感謝と申し訳なさで胸がいっぱいになった。

　こんなに素敵な女の子たちが身近にいるのだから、いつまでもへこたれたり沈んだりなんてしていられない。俺おれは彼女らの物語を預かる『主人公』として、きちんと前を見て今後のことを考えなければならないのだ。

「じゃあ、先輩。俺は男らしく彼女らを送って帰ります！」

「お、モンジくんもみずみずが目覚めて安心したのかな？　ようやくサッパリしたお顔に戻ってきたね？」

「ええ。そりゃあ、先輩の家で、しかも美少女たちと一緒なのに暗い顔なんてしていたら天罰を食らってしまいますからね」

　空から元気でもいい。俺はこうやっていつも通りちゃんと『一いち文もん字じ疾風はやて』でいよう。

　そう心に誓った。

「まあ、ここに泊まったことを知られれば、天罰どころか男子たちの憎悪がモンジを襲うでしょうけどね」

「うぐっ……それはもう、昨晩のウチに覚悟した」

　学園で最も人気のある詩し穂ほ先輩。雑誌で読者モデルもやっていて、ナイスバディで知られている音ね央お。そして美少女転校生の一いち之の江えと、音央の双子の姉である鳴な央おちゃん。そんな女の子たちと一夜を共にしたと知られれば、それはもう殺されるだろう。俺が他人なら殺す。アランが知ったらあまりの羨せん望ぼうのため悶もん絶ぜつ死ししてしまうだろうしな。

「なるほど。モンジを始末したい時はそれを噂うわさとして流せばいいのね」

　などとおっかないことを言う音央。

「でも、音央ちゃん。それはその……私たちもちょっと恥ずかしいかも、ですよ？」

「うん？　あ、そっか。モンジのヤツと変な噂が立ったりしたら嫌だものねぇ」

「あ、いえ、わ、私は別に……嫌では……ごにょごにょ」

　あくまでツンツンしたままの音央と、俺的にトップレベルの癒しである鳴央ちゃん。

　そんな二人のやりとりにも安心と強さを貰もらった気がする。

　うん、そうだな。帰るのが嫌だとか言っていないで、きちんと立ち向かおう。

「ふふっ、なんだか音央ちゃんと鳴央ちゃんも元気になったみたいで良かったよん。今度はキリカちゃんも呼んでみんなでもっとワイワイしようねー！」

　先輩が手を合わせてニャパパー、と花が咲くように笑った。

　キリカも含めて、か。今度こそ俺は自分の欲望を押さえることなど出来まい。

「その時は男子禁制ですね」

「そ、そんな……！」

　一之江の言葉に割と本気でショックを受けていると。

　他ほかの三人はそんな俺たちを見てクスクスと笑ってくれていたのだった。





◆2010-06-19T07:30:00　"Mizue's Deluxe Car"





　マンションのエントランスまで降りると、そこには見覚えのある黒くろ塗ぬりの大きな車が停車していた。以前に乗ったことがある、一いち之の江えのトコの車だ。

「皆さんもどうぞ」

　一之江はそう告げてから、自分はさっさと後部シートに乗り込んでしまった。いつの間に呼んでたんだ。それとも、一之江が来るまで待機していたんだろうか。

「わ、凄すごい車ねっ。一之江さんトコの車なの!?」

「ふええ……お、お邪魔します……」

　音ね央おと鳴な央おちゃんもすっかりビックリしながら、老紳士が開いた扉に促されるままに後部シートに乗り込んだ。あれ、そうなると俺おれが助手席かな、と思って中を覗のぞいてみたら、なんと後部シートが電車のボックス席のように向かい合っている。つまり、後ろに四人乗ることが出来るのだ。

「うへえええ……」

　こんなフォームチェンジも出来る車だったのか。っていうかやっぱり金持ちの車ってすげえ！　と妙に感動しながら、俺も促されるままに後部シートに座った。進行方向に背を向ける形で俺と一之江が隣り合って座る形だ。

　パタン、と静かにドアが閉じられても、中はやたらと広いままだった。

「ふえー、すごーい、ふええー！」

「ふわー……」

　しきりに感心しまくっている音央と鳴央ちゃん。俺も最初に乗った時はこうだったなあ、なんて懐かしい気持ちになる。あの頃ころはまだ一之江を攻略したばかりだった、なんて思い出に浸ったりもして。気がつけば、エンジン音も聞こえないまま、車は動き出していた。

　例によって一之江はコーヒーを淹いれてくれたりしている。こうして見ているとやっぱり、いいトコのお嬢様なんだよな、なんて今更思い出す。

「うわっ、おいしっ!?　何このコーヒー!?」

「ほんとだ……かなりの高級豆を使っているのですね……」

　一之江が淹れたコーヒーに感動するところまで、俺と同じ反応とは。これに乗った庶民は同じ行動を取るというジンクスでもあるんだろうか。

「しかし、この車に乗ったってことは、一之江」

「ええ。夜や霞がすみ市を出るまで『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』の会話は禁止です」

　……以前は『ロア喰ぐい』、つまりは『魔女喰いの魔女』であるキリカを警戒して街を出たのだが、今はおそらく理り亜あを警戒してのことだろう。

「どゆこと？」

　知識面はやっぱり足らない音ね央おは不思議そうに首を傾かしげる。

「ロアの有効範囲というものは、街単位なんです。例えば探査とか調査が得意な……それこそ魔女さんみたいなロアがいた場合、街の外に出ないと盗み聞きされてしまうかもしれないっていうのがあるんですよ」

　そして、やっぱり長年『神かみ隠かくし』やっていただけあって鳴な央おちゃんは詳しかった。

「ふへえー。都市伝説ってそういうものなのね」

「街単位で広がる噂うわさ、というのが基本なんです。なので『土地の名前プラス都市伝説のオバケ名』というタイプのロアが多いんですよ」

　それは知らなかったが、納得した。『月つき隠がくれ市』で広がる『メリーズドール』の噂だから一いち之の江えは『月隠のメリーズドール』なんだな。確か、氷ひ澄ずみのラインは『境さかい山やまのターボロリババァ』だったし、理亜のスナオちゃんは『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』だ。

　そういう意味だと、異世界に連れ出す系の物語である『神隠し』の音央や鳴央ちゃんは地域限定ではないタイプなのかもしれないな。

「まあ、この夜霞市に『夜霞のメリーズドール』とかがいたとしても、私にはまるっと敵かなわないでしょうけどね。私は月隠市でかなり悪名を広めまくりましたから」

　どこか得意げに語る一之江の横顔は、自信に満ちている。だというのに、その言葉にどこか苦味も混ざっていたのはおそらく、さっき理亜にコテンパンにやっつけられてしまったからだろう。

「っと『境さかい川がわ』を越えましたね。ようこそ私の街、『月隠市』へ」

　一之江は横目で窓の外を確認してから俺おれたちに告げた。

「それでは早速、『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』対策会を始めますか」

「はい、一之江さん」

　早速、音央が手を挙げて質問を開始する。

「はい、音央さん」

「さっき『終わらない千夜一夜』を警戒したって言ってたけど、理亜ちゃんにも鳴央が言ったみたいな探査とか調査とかの力があるかもしれないってこと？」

「可能性はゼロではありませんね。全すべてのロアの『対たい抗こう神しん話わ』が語れるなんて能力、破格過ぎます。そういう、多くの知識を集められるような力は所持しているかもしれません。でなければ、あらゆるロアの対抗神話を覚えるなんて、普通は出来ないと思いますから」

「あ、そっか。相手を見てから、検索出来るみたいな形かもしれないのね」

　確かに、理亜の頭がいくら普通よりいいからって、それこそ大量に存在しているロア全部の『対抗神話』を覚えていたりなんてしないだろう。となれば、一之江が警戒したみたいに『噂うわさ話ばなしのアンテナ』を広げて、そこから大事そうなものを検索しているのかもしれないわけだ。それこそ、自分の話題をしているロアを探すなどして、先に対たい抗こう神しん話わを覚えておく、みたいな。

「でも、一いち之の江えさんはそれだけを警戒しているわけではありませんね？」

　鳴な央おちゃんが神妙な顔で尋ねる。

「流石さすがに解わかりましたか」

　鳴央ちゃんの物知りっぷりは一之江も認めるところだった。

「このモンジにでさえ、かなり食えない『魔女』が付いていますからね。理り亜あさんはかなり短期間で最強の『主人公』として名を馳はせました。それこそ、モンジよりもほんのちょびっと早いくらいに『主人公』になったのに、です」

「あれ、そんなもんだったんだ？」

　つまり理亜は俺おれよりも少し早い頃ころに『主人公』になったということなのか。

「そんな短期間であそこまで『ロア』の使い方と対処に手て馴なれているということは、スナオさんの他ほかにもブレインがいるのではないかな、と。それこそ『魔女』のような」

「なるほど、な……」

　一之江が主に警戒したのはそいつなのだろう。もしそれがキリカみたいな『魔女』だったら確かに、俺たちの会話が筒抜けだった場合かなり不利になるのは否めない。

「なので、そういう人物がいると意識して今後は対応しますよ。キリカさんは自分自身がそういう食えない存在なので、言わずもがなで上う手まくやるだろうから伝えなくても平気だとは思いますが」

　一之江の言い回しからすると、こいつはまだキリカのことを警戒しているんだな。

　……無理もないか。あいつもあいつで、最悪と呼ばれるくらいに悪い魔女らしいし。

　音ね央おや鳴央ちゃんは、人の法では裁けない罪を犯していたりするが、その罪をちゃんと償おうとして生きている。だが、キリカは違う。純粋に悪いことをしてきた魔女で、純粋に人の命を弄もてあそんできて、そして純粋に食べたりしてしまっていた『ロア』なのだ。そして、そこに罪の意識などは芽生えない。よくある表現だが、人間が動物の肉を食べても罪悪感を感じないのと同じなのである。

　――普段優しくて、愛らしくて、楽しくて話し易やすいからついつい忘れそうになるけれど、本当は一番食えない存在。それが俺の親友である仁に藤とうキリカだった。

「とりあえずモンジ。これだけは先に確認しておきます」

「……ああ」

　ついにきたか。その確認は、もうずっと覚悟していたことだ。

　先輩の部屋で眠る一之江を見続けながら、何度も何度も繰り返して考えていたこと。

　それを今、一之江はちゃんと確認してくれる。

「理り亜あさんは。貴方あなたの大事な妹さんは、貴方という存在、引いては私たちの存在そのものにとってかなり危険な人物です」

「うん、解わかってる」

　一いち之の江えに言われるまでもない。それは……理亜が去ってから、ずっと考え続けていた。

「では、問います。どうしますか？」

　一之江は横から、俺おれの顔をじっと見つめて尋ねてきた。正直な話、こいつや音ね央お、鳴な央おちゃんが傷ついたり、消えたりするのは見たくない。それと同時に、俺は絶対に理亜を攻撃したり攻めたりは出来ないだろう。理亜と戦えるのは俺だけなのに、俺は絶対に理亜に手を出すことは出来ない。でも、仲間たち……俺の大事な物語たちを消させたりはさせない。絶対に。だったら、ここで宣言出来る言葉は一つだけだった。





「理亜は俺が倒して、俺の物語にする」





　決意を口にするだけで、胸の中にじわりと嫌な気持ちが広がった。

　だけど、なんとか気持ちを奮い立たせて続ける。

「だから……また苦しかったり、つらかったり、困ったりするかもしれないけれど。力を貸してくれ、みんな」

　途端に、苦しさと悲しさが込み上げてきて、胸が痛くなり。そして自然に涙が零こぼれた。

「……うん。良く出来ました」

　そんな俺の涙を見てか、一之江はいつになく優しい声で頷うなずいてくれる。

　音央と鳴央ちゃんも心配そうな顔で俺を見つめてくれていた。
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「ただいま」

　家に帰った俺は、ちょっと控えめな声で挨あい拶さつをした。理亜はもしかしたら帰っていないかもしれないし、帰っていたらいたでちょっと気まずい、なんて考えていたら。

　リビングの方から歩くスリッパの音が聞こえてくる。

「お帰りなさい」

　エプロン姿の理亜が玄関まで出迎えてくれた。その顔を見るだけで、思いっきりドキッとしてしまう。無理もない。今俺おれを悩ませているのは、正まさに理り亜あとどう接するかということなのだから。

　だけど、別に俺の中では敵認定したわけではないのだし。むしろ、こういうことになってしまったのだから、それこそずっと一緒に、今度は表も裏もなく仲良くして貰もらえれば。そう思ってしまうわけだが……。

「か、帰ってたのか」

　つい、声が上ずってしまうのくらいは許して欲しいところだ。

「はい。……兄さん」

　理亜はそんな俺をしげしげと見つめた後。

「はふぅ。いいですか、兄さん。私と兄さんは確かに、今はちょっぴり意見のすれ違いが発生しています。ですが、それはそれ、これはこれです。私たちがそれを気にして生活態度までおかしくなると、兄さんの両親や私の両親がまず心配します。それは兄さんにとっても嬉うれしくないでしょう？」

「お、おう、そうだな」

　理亜はため息の後にしっかりとした口調でそう告げて。

「朝は朝。夜の物語のことは朝の世界には持ち込みません。ですから、ちょっと最初は難しいかもしれませんが、極力いつもの生活を続けますよ。兄さんも出来れば頑張ってみて下さいね？」

「お、おう、解わかったぞ」

　理亜の考えにビックリしてしまいながらも、俺はちょっぴり嬉しかった。

　問題点はいっぱいあるが、少なくとも理亜がいつもの生活を続けようとしてくれるというのは、やっぱり嬉しいし安心する。ついさっき、倒すとみんなには約束したけれど。それでも今はその当たり前でいてくれる理亜が嬉しかった。

　ただ、理亜の方からそう言ってきたことには驚きだった。本当は俺から『出来れば、朝の間だけでも今まで通りに接してくれまいか』とお願いしようと思っていたのだ。

「それにしても、帰ってくるのが遅かったですね。もしかして宿泊先でご飯を食べてしまいましたか？」

　宿泊先と聞いてまたも俺の心臓はドキッとした。先輩の家にいたことがバレてしまったら、この仮かり初そめかもしれない『いつもの生活』すらも、俺は失ってしまうかもしれない。むしろ先に家族会議が開かれるかもしれない。

「あ、ああ、いや。ほら。色々考えなきゃいけないことがあったからさ」

「まあ、……そうですよね。それは理解出来なくもありません。ただ、作っておいたカレーが少し冷めてしまいました」

「あ、カレー作っておいてくれたんだ？」

「はい。だって、食べたかったんでしょう？」

　理り亜あにそう言って貰もらえるだけで嬉うれしくなって、俺おれはまた涙るい腺せんが緩みそうになった。

　なんだろう。さっき、あくまで冷酷な口調と態度で相手されていただけに、今のこのいつもの妹な優しい雰囲気で接して貰えると嬉しくて仕方ない。

　これがアレか。ツンデレってヤツか。今後は、ツンデレ女子に落ちる主人公の気持ちに共感しながら、あの手の恋愛ものを楽しく読むことが出来そうだ。

「じゃあ、早速食べようかな」

「その前に手を洗ってうがいをするのを忘れないで下さいね。ただでさえ徹夜して戦っていたんですから、抵抗力が弱まっているはずですので」

　さらりと「戦っていた」なんて言葉がついている以外は、本当にいつも通りの会話だった。だからこそ余計に、俺は悩みを深めることになる。

　本当に、戦ったり反発したりしない道はないものなのだろうか。理亜なら、ちゃんと話せば解わかってくれるんじゃないだろうか。そういう……兄妹が結局仲直りしたりするのも、王道な物語だよな。よし。俺も頑張ろう、全国の兄系主人公の為ためにも。

　そんな決心を胸に、俺は洗面所に向かうのだった。
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　理亜の特製カレーは、少し冷めたくらいでは味を損なったりしていなかった。

　甘口というわけでもないのに辛からさが控えめで、カレーの風味や理亜が入れる隠し味的な何かのおかげで、とても美お味いしいものなのだ。

「ご馳ち走そう様さまでした」

「はい、ありがとうございます」

『お粗末さまでした』という言葉は、粗末なものを出したみたいで許せないんです、とかつて理亜は語っていた。そんな所にもプライドを持っている辺りが面白いよな。

「それじゃあ兄さん。洗い物はお任せしますけど。今は寝てしまって、起きてからでいいですからね？」

　理亜が料理を作って、俺が食器を洗う。それは、仕事で帰りが遅かったり泊まりが多い俺の両親と暮らしている内に、俺たち二人で決めたルールみたいなものだった。食器が綺き麗れいになっていくのを見るのが好きな俺は洗い物がまるで苦ではない。理亜も料理を楽しんでいる節があるので、きちんとお互いのニーズに合った分担であろう。

「それと、兄さん。私は、やっぱり……諦あきらめませんからね」

　その言葉も、食べている時ではなく食べ終えた後に言ってくる辺り、理り亜あはやっぱり優しいな、と今なら思えた。

「ああ、解わかる。俺おれも理亜に戦って欲しくない気持ちはウソじゃないからな。大事な妹に危険な真ま似ねはして欲しくないんだよ、やっぱり」

「はい。私も大事な兄には、苦しんだり、悲しんだりして欲しく……ありませんから」

　理亜は俺をじっ、と見つめてくる。その目には折れない決意があるような気がした。

「私の物語になること、考えておいて下さいね。その……悪いようにはしませんから」

「ああ、きちんと考える。ちゃんと、理亜のこと、俺のこと、みんなのこと。考えるのを諦あきらめたりせずにガンガン頭痛になるまで考え込むさ」

　そう。今の俺に出来るのはそれだけだ。――考えることを諦めない。

「兄さん……」

「どんな難関だって、考え続ければ突破口があるはずだ。今は見えなくても、いつかそれが形になる時が来るに違いない。諦めなければ、ずっと思考を続けていれば、理亜やみんなを大事にする気持ちを捨てなければ、きっと上う手まく行く。俺はそう信じることにした」

　それを信じて、無様だろうと格好悪かろうと突き進む。それが俺の物語だ。

「……はふぅ。考えるのは構いませんが、猶予はそんなに与えるつもりはありませんよ」

　理亜は視線を逸そらして、伏し目がちになって告げた。

「だから、なるべく早く。私の物語になることにした、と結論して下さいね」

「その結論になるかどうかはともかく、答えを先延ばしにはしないようにする」

　理亜は伏し目がちになると、余計にその長いまつげが憂いを持って見えるので、なんだか見ているだけで胸が締め付けられる。あんまり見ていると結論が延びそうだな。そう思った俺は食器をキッチンに置くと、そのまま自分の部屋に戻ることにした。

「兄さん。ちゃんと歯磨きしてから寝るんですよ」

「ああ。理亜も徹夜だったんだろ？　なるべく早く寝るんだぞ」

「……はい」

　ちょっとぎこちないけれど、いつも通りの兄妹を演じる俺たち。これを早く、演技じゃなくなるようにしないといけない。俺の為ためにも、理亜の為にもだ。

　それが、いいお兄ちゃんというものだろうからな。
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　とは言うものの。歯磨きを終えた俺は、パジャマに着替えることもなく自分の部屋のベッドに寝転がって天井を見つめた。

「あんなに優しい理り亜あが……戦っている時はあんなにおっかなくなるなんてなあ……」

　思わず泣いてしまうほど、怖かった理亜を思い出す。そして、今さっきの優しい理亜も思い出す。どっちも理亜なのは確かだ。だから、俺おれはその二つを全く別に考えてはいけないんだと思う。大事な人の別の一面を知ったからって、態度を変えたりなんて出来ない。

「とは言うものの、だよなぁ……」

　ゴロゴロとベッドの上で転がっていても仕方ないのは解わかるのだが。『考えることを諦あきらめない』と格好付けたところで、いいアイデアがホイホイ出るわけでもないのは確かだった。

　だからこそ、人はすぐに考えるのを諦めて、安易な方向に走ってしまうのだろう。

「おお、なんか哲学っぽい」

　実際哲学がどんな学問なのかは知らないが、きっとそういう人の考え方とか本質とかについての学問に違いない、なんて偏見を持ちつつ。

「どの辺りまで相談すっかなあ……」

　俺はＤフォンを眺めながら、キリカにどう説明しようかに悩んでいた。あいつはまだ魔術の代償のせいで満足に動くことも出来ないでいる。一時的にせよ目が見えなくなっていたキリカには、俺もちょっとビビってしまった。あいつが万全じゃない、というのはあんまり広めない方がいいんだろうしな。

　そう思うと、電話をするのすら躊躇ためらってしまうのだが。





　ピロリロリーン！





「おわっ」

　いきなりＤフォンから軽妙な音が鳴り、俺は焦って取り落としそうになっていた。

「っとっとっとぉ」

　両手でお手玉をしつつ、なんとか落とすのは免れる。見れば『メール着信』とあった。

　どれどれ、と開いてみると……。





差出人　・管理人

タイトル・おめでとうございます！

内容　　・パンパカパーン！

　　　　　流石さすがにメールに音が鳴る機能はつけられませんでしたが。

　　　　　一いち文もん字じ疾風はやて様『百物語の主人公』化おめでとうございます！

　　　　　いやー、めでたい！

　　　　　管理人は、一文字疾風さんことモンジさんの活躍を、

　　　　　今後も超楽しみにしております！

　　　　　頑張って下さい!!





　そんな内容だった。

「う、胡う散さん臭くせぇ～！」

　久しぶりに、このＤフォンでなければ繋つながらないサイト『８番目のセカイ』の管理人からの言葉だったが、初めて聞いた時同様の胡散臭さだった。

　なんで知っているのか、というのは百歩譲って情報系サイトの管理人だから耳が速いってことにしてもいいんだが。問題はこの無駄に元気な態度だった。

「しかも、モンジってなんだ。一文字疾風のままでいいだろ！」

　そんなＤフォンをベッドに放ほうり捨てる。

「ふーっ」

　なんかドッと疲れたので、そろそろ目を閉じて寝るかな、なんて思っていたら。





　ピピピピピピピピッ





　普段使っている携帯電話の着信音が鳴っていた。

「よっ、っと」

　ベッドから手を伸ばして、携帯電話を持ってくる。

　そこに表示された名前はキリカのものだった。

「おおっ、もしもし！」

『わっ、勢いがあるねモンジ君？』

　キリカの声を聞いていると、それだけで何な故ぜだかまた目頭が熱くなった。

　俺おれはほんっと、キリカに頼ってしまっているなあ。いつもメンタルケアをしてくれているおかげもあるのだろう。病気の時に頼りになる、かかりつけのお医者さんみたいな気持ちが定着しているのかもしれない。

「あー、いや。キリカの声が聞きたかったんだ」

『わわっ、モンジ君がなんか嬉うれしいこと言ってくれてる！　デレ期だ！』

　それを嬉うれしいと思ってくれることが既に嬉しいよ。胸に広がる温かさを噛かみ締しめる。

『そういえば、さっき街の外に出てたね？　なんかあったのかなー、って。『主人公』の能力関連でおっかないことでもあった？』

「ああ、いや、そっか」

　キリカと手で交信を終えてから理り亜あが現れたんだった。つまり、キリカは俺おれが理亜こと『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』と出会い、そして悩んでいることを知らないままなのだ。

「そっち方面では問題ない。あれから特に進んでないよ」

『ふーん、なるほどね。なるほど。つまり、あの後になんかあったんだね。んでもって、多分瑞みず江えちゃんが、それについて会話する為ために街の外に出た、と』

　流石さすがの頭の回転力だった。キリカがこう気付くのだから、理亜にいるかもしれないブレインもそう思うはずだ。おいそれとこの街の中で『終わらない千夜一夜』の会話をするのは危険なんだな、と納得を強める。

『じゃあ、そっちの話は後回しにするとして。先に言っておかないと危ないかなーと思ったことを連絡しておくね？』

「うん？　ああ、頼む」

『モンジ君、さっき瑞江ちゃんの能力が使えるようになっていたけれど。もし、私の力を使いたいなー、と思った時は注意して欲しいな、と思って』

「注意か。やっぱ代償関係か？」

　キリカの『魔女の魔術』はかなり便利で、色々なことが出来る。半面、その使った力に応じて代償を支払わなければならないので、今こうして会話しているキリカは実は一時的に目が見えなくなったりしているのだ。それがずっと見えないわけじゃないとは知っているものの、やっぱり気が気でないのも確かで。

『それもあるけど、そもそも『魔女』の力は女の子用だからね。男の子が使うようには出来ていないってのもあるの。割とメンタルに直接影響が出たりするから。こう、モンジ君の理性が利かなくなっちゃったり』

「マジでか」

　理性の利かない俺というものがもし存在したら。キリカの誘惑に耐えることはまず不可能になるだろうし、先輩にもピョイーム、と飛びかかっちゃうかもしれないし、鳴な央おちゃんに甘えまくったりするかもしれない。

　……理性のせいで俺は割ともったいないことをしているのではなかろうか……？

『うん。もし理性がなくなっちゃって、瑞江ちゃんとか襲ったら大変だもんね』

「一いち之の江えを？　俺が？　襲う？」

　襲われるの間違いだろう。

『ふふっ。まあとにかく。誘惑に抵抗してくれないモンジ君はつまらないと思うので、そのままの君でいて欲しいわけですよ、親友のキリカちゃんとしては』

「小悪魔めっ」

『あははっ』

　つまり、私がどんどん誘惑しても一線を越えないさじ加減でいてね、という意味か。くそう、なんて悪女だ。それにしても次の誘惑も楽しみだ。

「とはいえ、キリカにはこれ以上代償を払って欲しくないぞ、俺おれ」

『あ……うん。モンジ君がきちんと『主人公』になってくれたおかげで、私も頼ったり出来るかもしれないの』

「お、そうなのか？」

『代償の肩代わりとかね。私の力をモンジ君を通して使う、っていうのが出来るようになったから、モンジ君が私の代わりに代償を負うっていうのも出来るようになるんだよ』

「おおっ！」

　思わず嬉うれしくなって大きな声を上げてしまう。

　っとと、いかんいかん。理り亜あに聞こえるかもしれないな。

『それで喜んじゃうんだね……私がモンジ君を利用するかもしれないのに』

「キリカには恩がいっぱいあるからな。俺にとって不本意じゃない使い方をするなら、じゃんじゃん使ってくれて構わないよ。ああ、でも、誰だれかを殺すー、とか。そういうのに使うのは勘弁な」

『流石さすがにモンジ君と一緒にいるウチは、あんまり悪いこともしないから安心してね』

「つまり俺とずっと一緒にいれば、キリカは良い魔女になるわけだな」

『お、それってプロポーズ？　くすくすっ』

「うぐっ」

　ついついキリカにはそれっぽいことを言ってしまうこの口はなんとかしたいが。キリカのウェディングドレス姿とか思い浮かべてしまって。

　――悪くない。むしろいい。いやさ見たい。

　悶もん々もんとそんな気持ちになるくらいには、俺はやっぱりキリカを結構気に入っている。

『ん、どうかした？』

「キリカってウェディングドレス似合いそうだよな」

『妄想が飛躍してたー!?』

「ははは、うん。結婚とかは流石にまだ考えられないけどさ。出来れば今後も長く一緒にいられたらいいな、とは思ってるさ」

『まだ？』

「いや、おいおい考える予定とかもまだない。すまん、先送りにさせてくれ」

『もう、モンジ君ったら。最近はちょいちょい私も口説くよね？』

　……そういえば、そうかもしれない。俺おれはなんだかんだで、キリカにしかこの手のことを口にしていない気がする。うーむ？

『ま、嬉うれしいからいいけどね。嬉しいと回復も早くなるし』

「あれ、そうなのか？」

『うん。魔女の魔力はメンタル、精神力から来るからね。嬉しい、楽しい、美お味いしい、気持ちいい、この辺りがいっぱいあると、それだけ回復も早くなるんだよ』

　嬉しい、楽しい、美味しいはいいとして。き、気持ちいい、だと……。

「ごくり」

『モンジ君のすけべっ！』

「す、すまん。なんか今の俺はやっぱり、誰だれかにすがりたがっているのかもしれん」

　理り亜あのことはやっぱり俺の精神力をガリガリ削っているような気がした。普段では言わない（言えない）ような言葉や、妄想がホイホイ出る気がする。なんというか、良くないよな。キリカが優しいからってそういう便利な対象にするっていうのは。

『あー、ふーん、なるほどね。つまり、そういう感じの出来事があったってわけだね』

　そして、キリカはそれだけで色々察してくれていた。俺にとっては本当に良く出来たメンタルケアの先生、心理カウンセラーである。しかし、先生が誘惑するっていうのはどうなんだろうか。

『うん。なんとなく解わかった。モンジ君、そろそろ寝ておいた方がいいかもしれないね』

「俺もそう思ってたところだよ。やっぱ、徹夜でこういうことがありまくるっていうのが、いまいち良くなかったのかもしれない」

　徹夜でメールとか書くとテンションが上がって余計なことまで書いてしまう、あの感覚に近いのかもしれない。感情の歯止めがかけられないくらいに余裕がない。そんな自己分析をしてみたりして。

「ちょっと興奮して眠れないかなー、なんて思ってたけどさ。でも、キリカの声を聞いてるとすぐに眠れそうな気がしてきた。サンキューな」

『ううん、モンジ君の声が落ち着いたみたいで良かった。早く元気になってモンジ君に会いたくなっちゃったよっ』

「はは、俺も元気なキリカに会いたいよ。そんじゃ、おやすみなさいだな」

『うん。おやすみ、モンジ君っ。ゆっくり寝てね？』

「おうっ」

　俺たちは、ほぼ同時に電話を切った。

　驚くほど落ち着いた自分の心に、キリカは本当に癒し系魔女なんだと実感する。

「よし、寝るかー」

　そのまま俺は毛布を自分の体に引っ張って。

　キリカとの電話の余韻に浸りながら、静かに目を閉じたのだった。
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　これが夢の中なんだな、とはっきり解わかるのはあの『神かみ隠かくし』の時以来だった。

　場所は見覚えのある和室。そう、今は鳴な央おちゃんと名乗っている彼女と出会ったのも、丁ちよう度どここだったのだ。

「なんだかここで会うのも久しぶりですね」

　そこには、和服姿の鳴央ちゃんがもじもじと頬ほおを染めながら正座していた。

「え、あれ。鳴央ちゃん？」

「はい。お待ちしていました、モンジさん。その……眠るのを」

　照れたように呟つぶやく鳴央ちゃんはやっぱり可愛かわいいなあ、なんてしみじみ思う。

　顔は音ね央おと全く一緒なはずなのに、性格がすっかり反対というのもずるさの一つだ。

「つまり、俺おれは今眠ってて、鳴央ちゃんの『ロアの世界』か何かに入ったのか？」

「はい。私の能力の一つ『異界の迷い家テイルナノーグ』という場所です」

　またなんか格好いい名前が出た。なんだかんだ、鳴央ちゃんの能力名は俺の若々しい気持ちを沸き立てる気がする。

「眠っている相手をこちらの夢の中に引き込んだり、眠っている相手の夢の中に出たり、眠っている人の夢を覗のぞいたりすることが出来る能力です」

「へえええ」

「私はこうやって、色んな人の夢に触れていたので……その、結構色々な知識があったりするんです。長年、『神隠し』をやっていましたから……」

　どこか申し訳なさそうな鳴央ちゃんの表情は、罪の意識からだろう。

　確かに、相手を連れてきたり相手の夢に出るのはまだしも、相手の夢を覗いたりするのはちょっと気が引けても仕方ないか。とはいえ、それはかなり重要な情報源にもなるだろうな、というのも解る。

「『神隠し』を退治しよう、なんてロアもいっぱいいたのか、やっぱり？」

　あまりに強敵だから手を出さない方がいいと言われていたロア、『神隠し』。

　俺がなんとか出来たのも、それが『音央』とこの『鳴央』ちゃんだったからで、全く知らない相手だったらなんとか出来たかどうか解らない。一いち之の江えやキリカのあの時の反応からすると、消えてしまった確率の方が高いのかもしれない。

「は、はい……。大抵は、詞し乃のちゃんがなんとかしてくれたんですけど」

　朱あけ井い詞し乃の。『神かみ隠かくし』と一緒に発生していた『人食い村』のロアだ。語尾上がりの口調が特徴的な、迷い込んだ人を食べまくったという『村』の化身のような子。その詞乃ちゃんと鳴な央おちゃんはある意味協力関係にあったようなので、詞乃ちゃんが守ってくれたという言葉にも納得した。

　なんかおっかなかったもんなあ、あの子。人懐っこい口調と笑顔だったのがまた、今思い出しても薄ら寒くなる。今はキリカがやっつけて『なんとか』したらしい。具体的にどうしたのかは聞けていないけど、それ以来『人食い村』は現れなくなった。

「モンジさんが、元気そうで良かった。少しだけ、心配していました」

　ホッ、と小さく吐息を零こぼし、鳴央ちゃんは胸に手を当てて安心してくれる。

「そっか、心配かけてごめん。あと、心配してくれてありがとうな」

「いえ。私はモンジさんに救われましたので、それくらい当然です。むしろ、あまりお役に立てなくて申し訳ないな、と」

「とんでもない。鳴央ちゃんには充分助けられてるよ」

『ベッドの下の男』を退治してくれたり、俺おれが氷ひ澄ずみにやられた時に『妖精庭園フエアリーガーデン』に引き込んでくれたり。鳴央ちゃんがいなかったらと思うと寒気がするほどだ。

「モンジさんにそう言って頂けるなら、嬉うれしいです」

　奥ゆかしいその言葉と態度に、俺はドキッとする。

　お淑しとやかな女の子が和服姿でいるのって色気があるよな。アランとはよく『女の子にどんな服を着て貰もらいたいか』なんて会話をしているが、メイド服やナース服、巫み女こ服なんかを挙げ連ねたあいつに教えてやりたいね。和服もいいものだぞ、と。

「まあ、会いに来てくれたのか夢に引き込んでくれたのかはさておき。夢の中で鳴央ちゃんに会えて嬉しいよ」

　眠ったら和服姿の美少女がいるなんて、なんて贅ぜい沢たくなんだ。寝る前はキリカと電話もしていたし、その前は妹と食事。これだけ並べると、俺はかなりリア充なのかもしれない。ちなみにリア充とは『リアル（現実）が充実している人』の意味だ。

「もう、モンジさんったら」

　さらに頬ほおが赤くなったのを自覚したのか、鳴央ちゃんは自分のほっぺをそっと撫なでた。

　そして熱くなっていることに気付いて、さらにはにかんでいる。

「ええと、その」

　そして、再びもじもじと何かを話そうとしているのだが、気がつけば耳まで赤くなっており、気のせいか目が潤んでいるような気がした。

　ゴクリ。全く予想もつかないが、鳴央ちゃんがとても恥ずかしがりながら何かを言おうとしてくれているというのは解わかる。ここは鳴央ちゃんの夢の中、二人っきり、誰だれも邪魔されるものはない、ということはもしかして……！

「いやいや」

　自分で自分にツッコミを入れる。

「はい？」

「ああ、いや、邪よこしまな自分にツッコミを入れていたんだ」

「よこしま……ですか？」

「鳴な央おちゃんみたいな可愛かわいい子と二人っきりだと、ほら。健全な男の子だと妄想が」

「もうそう……」

　鳴央ちゃんは何やら想像したらしく、その白い肌がもう真まっ赤かになってしまっていた。

　いかんいかん、こんな純情な子に何をやっているんだ俺おれは。

「こう……」

「うん？」

「モンジさんが、疲れてたり、苦しかったりしたら、せめて自分で何か……例えば、ご飯を作ったり、ひ、膝ひざ枕まくらとか、出来ればいいな、なんて思って、お招きしたのですが……」

　ＨＩＺＡＭＡＫＵＲＡ。俺の視線は否応なしに、その足に吸い寄せられた。

　和服に包まれた、柔らかそうな太ももの盛り上がり。そこに頭を乗せるのは、とても気持ち良くて幸福なことだろうな、うん。

「で、ですが、その……」

　鳴央ちゃんは両手でほっぺを包んで、さらに言いづらそうに続ける。

「お、男の子の妄想は、その、激しいと言いますか、もっと直接的だから、気をつけなさいよ、なんて音ね央おちゃんには言われているので……」

　あいつなんて忠告をしているのだ。正まさに色んな妄想を掻かき立てられまくっているに違いない音央からしてみると、そういうのは辟へき易えきしつつも気を付けているのだろう。そこに、自分と同じ姿形の姉みたいなものが現れたのだから、色々気にさせるのも納得出来るが。

「もっと、激しい方が……いい、です、か？」

　なんだと!?

　この時の俺の衝撃と葛かつ藤とうたるや、人生における数少ないに違いない『モテ期』をイメージさせるものでありつつ、そういう好意を鳴央ちゃんは純粋かつ真まっ直すぐに俺に向けまくってくれているのだ。

「え、あ、いや、あの、ほら」

　俺ははっきり言って、超絶迷っていた。





『いいのか俺？　ここで、鳴央ちゃんの申し出を断っていいのか、俺!?　こんなチャンス、生涯二度とないかもしれないんだぞ。しかも、向こうから言ってくれているのだ。膝枕だけでも魅力的な提案なのに、もしかしたら、もっと凄すごいこともしてくれるかもしれないんだぞ！　ここは攻めるべきだろう、一いち文もん字じ疾風はやて！』





「う、うむぅ」

　やはりここは武士として、据すえ膳ぜんを食べないと名折れになってしまうだろうか。





『やめろモンジ！　お前には一番好きな詩し穂ほ先輩がいるだろ！　確かにこんなチャンス、生涯に二度とないかもしれないし、先輩ともそんなチャンスはないと思うが、それでも一応は一途っぽいフリをちょっとは頑張れよ!!』





　悪魔の誘惑っぽい俺おれの言葉に反論する天使の俺サイドは、何な故ぜかひどく弱い気がした。なんでだろうなあ。一応は一途っぽいフリってなんだろうなあ。

　しかしここは、硬派な番長を目指す自分としては膝ひざ枕まくらに留めるべきだろうか。

　まあ、武士なわけでもなく、番長を目指したりもしていない俺はこうやって悩むのだ。

「ここは夢の中ですし、現実の体には特に何の影響も出ませんし、その……私とモンジさんが黙っていれば、誰だれにも何も解わかりませんし……」

　魅力的な提案がバンバン出まくる。俺もエッチな夢というものは見たことがあるが、確かに特に罪悪感を抱くこともなく、キリカにあっけらかんと話したこともあるくらいだ。

　そう、所しよ詮せん夢の中だしね、で話は通ってしまうのだ。だったら――。

「私は、その……モンジさん……疾風さん、なら……別に……」

　ドッキン。

　おずおずと見上げる、鳴な央おちゃん必殺の上目遣い。

　そして俺は死んだ。





「げふぁっ」





　全身の力が抜けて、そのまま畳の上にバタリと倒れる俺。

「わっ、どうしました!?」

　慌てて鳴央ちゃんが近寄ってくれたものの、俺は床で飛べるんじゃないかとばかりに両手を伸ばして、すっかり力を抜いていた。

「いや、鳴な央おちゃんの言葉が俺おれのエントロピーを凌りよう駕がしたんだ」

　よく意味の解わからない言葉だが、とにかく何か自分の中で抱え切れない想おもいを抱いて、それが爆発してしまったのは確かだった。

「ええと？」

　もちろん、俺に意味の解らない言葉を鳴央ちゃんが理解出来るはずもなく。

「うん、ええと。今の言葉と視線、それと膝ひざ枕まくらをしてくれるだけで大変満足です。というか、それ以上は今の俺にはまだハードルが高いっぽいや。ははっ」

　ちょっと笑ってしまいながら、ゴロンと仰向けになる。鳴央ちゃんはそんな俺を覗のぞき込むように見ながら、クスッと笑ってくれた。

「実は、私にもまだハードルが高いな、と思っていました」

「だよなあ。危ない所だったよ、鳴央ちゃんの魅力にメロメロになっていたし」

「そう言って貰もらえるだけで、嬉うれしいんです、今は。ありがとうございますね」

　鳴央ちゃんはそんな俺の頭を軽く撫なでると、そのまま少し上げて床との間に膝を割り込ませてくる。うん、前にもして貰った記憶があるが、あの時よりもなんだろうな。俺たちの距離は、近くなっている気がする。

「そういえばさ、鳴央ちゃん」

「はい？」

　自分の足の上に俺の頭を乗せた鳴央ちゃんは、そのまま俺の髪をやんわりと撫で続けてくれた。それだけで再び眠気に誘われそうになるが、ここは既に夢の中。寝るも寝ないも俺の自由意思なのかもしれない。

「あ、いや。気分を悪くしたらあれなんだけど。その、ほら。前にもこうやって、膝枕してくれたことあっただろ？　あれって、ええと、その……あ、いや、しまったっ」

　尋ねてから、しまったと思った。他ほかの人にもやったのか、なんて。なんでこんなところで独占欲を出したんだ俺は。鳴央ちゃんは消し去ってしまった人たちのことを後悔しているのに、その人たちを思い出させるようなことを尋ねるなんて。せっかくのこの癒しの空気が壊れるだろうに。

「ふふっ、大丈夫ですよ」

「う、うん？」

　そんな俺に気付いたのか、鳴央ちゃんは静かな口調のまま話してくれる。

「ちゃんと向き合うって決めているから、神かみ隠かくししてしまった人たちのことを尋ねられても頑張りますし。それに、膝枕をしたり、抱きついたりしたのは、疾風はやてさんだけです」

　どっちの意味でも大丈夫、だったのか。それを聞いて安心してしまう俺も現金だなあ、とは思うのだが。そっか、膝枕すら俺が初めてだったんだな。

「でも、どうしてだい？　あの時は別に……俺おれはただの被害者の一人だったろ」

「どうしてでしょうね。なんとなくなんです。貴方あなたに、ああやって優しくしたいと思ったのは。もしかしたら、貴方を消すことをとても内心は嫌がっていて。だから、せめてとても楽しく過ごして欲しい。そんな気持ちだったのかもしれません」

　その話を語る鳴な央おちゃんはやっぱり寂しそうな目をしていた。まあ、この角度からだとその顔を見る為ためには目の前にある大きくて柔らかそうなもの越しだったりするので、きちんとその目が見えているわけではないのだが。それにしても大きいよなやっぱり。

「そっか。なら、嬉うれしいなあ」

「ふふっ、嬉しいなら何よりですよ」

　鳴央ちゃんも嬉しいのか、ニコニコと楽しそうに俺の髪をくるくる指で弄いじっている。

　こんなのんびりした時間がいつまでも続けばいいな、と思ってしまうくらいには、俺はここで寛くつろいでいた。だが、寛いでばかりもいられないのだ。こうやって落ち着いた気持ちになれたからこそ、ちゃんと冷静に考えないといけないこともある。

「うん。なんか、ちゃんと考えられそうな気がする」

「妹さんのこと、ですか？」

「ああ。あいつが俺より有能な『主人公』なのは確かだけど、それでもあいつにはそういう――責任って言うのかな。覚悟もそうなんだけど。そういうの、感じさせたままでいさせるのはやっぱり嫌だ」

「うん、疾風はやてさんならそうだろうなあ、と思っていました」

　俺は鳴央ちゃんの片手をとって、そのまま指を絡める形で握った。ほのかに鳴央ちゃんの頬ほおに朱色が差し、直後嬉しそうに、ためらいがちにぎゅっと握り返してくれる。

「そして多分、心の底では理り亜あさんは……お兄さんに助けて欲しい、楽にして欲しいと願っている気がしますよ」

「え？」

　あれだけの自信と、あれだけの実力を見せた理亜が、助けて欲しがっている？

「はい。これは女の子だから解わかるというのもありますが。それとは別に、疾風さんの近くにある『夢』の気配は……とても弱くて、もがいているような。悪夢を見ている気配がするんです」

　俺の近くにある『夢の気配』ということは、俺の家辺りという意味だから。

　そうか、理亜の夢は……悪夢なのか。

「なんとか、助けてやれないかな。せめて悪夢を消してやるだけでもいいんだけど」

「これを教えたら、貴方はそうしたがるだろうと思っていました。今の疾風さんは『百物語の主人公』の力を使って、私が誘導すれば夢の中に入ることも出来ます。ただ、もしかしたらその悪夢の内容によっては、戻って来られないかもしれません」

　夢から戻さなかった『神かみ隠かくし』である鳴な央おちゃんが言うのだから、その可能性もあるということなのか。だけど、今の俺おれは彼女のおかげで落ち着いている。だったら――。

「もし俺が起きなかったら、みんなで叩たたき起こしに来てくれるか？」

「ふふっ、音ね央おちゃんや一いち之の江えさんは率先して酷ひどい起こし方を実行しそうです」

　あいつらは本当に容赦ない方法を試しそうだと思いながら、俺はもう一度鳴央ちゃんの手を握った。鳴央ちゃんも、今度はすぐにしっかり握り返してくれる。

「それはおっかないから極力自分で起きる」

「はい。お待ちしていますね」

　鳴央ちゃんの手が俺の目を覆う。視界が暗くら闇やみに包まれる中、俺は――青くて、冷たい『夢の気配』を近くに感じる。そうか、これが『理り亜あ』の夢か。

　そう思った俺は、意を決すると。

　その夢に向かって意識を集中したのだった――。



    

  
    
      


◆第十二話：‥“〝千夜一夜シエラザード”〟のロア　後編





◆2010-??-??T??:??:??　"Yagasumi City"





「お前さん、もうすぐ死ぬぜ」





　理亜の夢に入り込んだ途端、銀髪の長い髪をこれでもかとばかりに伸ばした綺き麗れいな青い目の女の子が、いきなり理亜に告げていた。お洒落しやれな帽子を片手で押さえながら、もう片手でこちら……理亜の顔を指差している。

　表情は口の端が釣り上がっていて、いかにも『不敵』といった雰囲気なのだが、顔立ちがとても愛らしい部類であるせいか、憎めない印象を持っている。口調の『だぜ』が似合わないようで似合うというバランスなのも面白いな。ヤンチャなお金持ちのお嬢様とか、男勝りな愛らしい妹キャラみたいな感じだろうか。

　時間は夕方くらい、場所は俺おれの家から数分といった所。彼女も理り亜あと同じ制服を着ていることから、我が母校である十じゆう二にの宮みや中学の生徒のようだが。それにしたって、いきなり我が妹に向けて『もうすぐ死ぬぜ』はないと思う。そんな彼女に注意をしようと近寄ろうとしたが、俺は自分の体が存在していないことにその時初めて気が付いた。

　どうやら、俺の体……というか視点は理亜のものになっているようだ。理亜の見ているものを俺も見ている、そういうことらしい。これが他人の夢に入るということなのか。悪夢を見ているらしい理亜を助けたい一心でやってきたが、これは立派なノゾキなのではなかろうか。などと今更思ってもどうにもならないことに胸を痛めたりする。

「私ですか？」

　言われた方の理亜はクールなものだった。俺がこんな可愛かわいい子に『死ぬぜ』なんて言われた日には、ビックリして戸惑ったりするものだが。

「そ。お前さんさ」

　きっぱりと頷うなずきながら、今度は人懐っこい笑みを浮かべて腕を組む少女。まるで悪気がないように見えて、悪気しかないような。とにかく色々なものがアンバランスなのに、バランスが取れている不思議な女の子だった。多分、からかっているニュアンスがほとんどなく、当人の口調はいたって気さくだからだろう。

「私ですか？」

「そ、お前さんだってば」

　全く同じ質問をしてみている理亜。二度目は質問というよりも確認のようだ。

「私はもうすぐ死んでしまうんですか」

　実感が湧わかない、と言いたげな理亜だったが。こんな不ぶ躾しつけな言葉を投げかけた女の子に対しても、ちゃんと丁寧に対応している辺りは流石さすがクールな妹だと感心する。

「ま、実感なんて湧かないのは当たり前だと思うがな。どんな人間だって、いつ自分が死ぬかなんて解わからないから気楽に生きていられるんだし。生存率なんて、場所や環境での確率でしかないからな」

　人が生きるか死ぬかは確率でしかないと言い切る彼女はどこか……見た目だけでなく、心の在り方すらも人とは違う印象を持った。同時に頭の片隅で、チリッと何かが反応する。

　もしかして、この少女が理亜のブレインなのでは？

「つまり、私の死亡率が高まっている、と」

「話が解るじゃないか。それにしてもお前さん、落ち着いてるな？」

「実はパターンに悩みました。怒って問い質ただす、焦って問い質す、怖がりながら問い質す、の三択で」

「で、結局どれを選んだんだ？」

「どれをしても結果は一緒なら、普通に問い質ただそうかな、と」

「ははは！　面白いな、お前！　三択まで用意しておいて結局どれも選ばないのかよ！」

　少女はケラケラと楽しそうに笑うと、ニヤリと顔を覗のぞき込んできた。

　うん、理り亜あはおっかない一言を投げかけられても、いつも通り淡々としているようで何よりだ。こんな落ち着いた性格の理亜が悪夢を見ているというのが信じられないのだが、理亜だって女の子。色々思い悩むこともあるのかもしれない。

「うん、素質があるのかもしれないな、お前さん」

「素質、ですか」

「ああ。私が探していた女かもしれない」

　少女はそう告げると、おもむろに理亜に手を伸ばした。

　理亜は自然な仕草で、サッとその手を体ごと回避する。

「一体、何を……」

　と理亜が言いかけた瞬間、俺おれの視界が一瞬でぐるりと変化した。

　理亜の体が、大きく横に回転したのだ。

「へえ、やっぱりな」

　カツン、と地面に小石が落ちる音がする。

「自身が認めた者でなければ触れることすら許さない。人であろうと物であろうと。そんな才能、聖女か女神くらいしか持ってないものだぜ？」

「咄とつ嗟さに、体が逃げてしまうだけです。多分、潔癖症なもので」

「そう、最初はきっと『触られたら嫌だ』くらいだったんだろうな。だけど、それが次第に自分の才能として昇華され、やがては『どんな不浄なものも触れること能あたわない』のレベルにまで達した。立派に聖女か女神だよ」

　聖女、女神。そんないかにもファンタジックな言葉も、この少女の口から聞けば信しん憑ぴよう性せいがあるように思えてしまうのは、その外見のせいだろうか。

「ますます、私のパートナーに相応ふさわしい」

　ニヤッ、と笑うその少女を見て、俺は理解した。この子が、理亜のブレインだと。

「……死にそうな人で、そういう才能がある人を探していたのですか？」

「わはは！　そこは話せばちと長いんだが。どうだい、お嬢さん。死にたくないかい？」

「私はお嬢さん、という名ではなく、理亜という名前があります」

「そんじゃリア。私と一緒に千夜一夜を過ごさないか？　そしたら『予兆の魔女・アリシエル』。通称アリサがその命を守ってやらなくもないぜ」

『予兆の魔女・アリシエル』こと、自称アリサ。

　それが理亜を『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』にした張本人であるようだった。





◆2010-??-??T??:??:??　"Ria's Room"





　気が付くと、場所が変わっていた。夢の中だからか、移動が省略されるということらしい。ここは……見覚えがあるような、ないような、そんな整った女の子の部屋。

　椅い子すの上に一時的に制服がかけられていて、それが見覚えのある十じゆう二にの宮みや中学の女子制服だったことから気付く。

　ああ、チラッとドアの外から見たことのある、理り亜あの部屋だったわけか。

　……………………。

　制服が、かけられている？

「はふぅ」

　そして聞こえるため息は理亜のものだった。

　シュル、と音がして俺おれの見ている視界の中で首のリボンが白い手によって取られる。

　これは……！

「すぐに死ぬわけではないようなので、そこは良かったのですが。アリサさんの言葉はどうも冗談には思えませんでした」

　妹の着替え中の独り言というシーンに、こんな形で遭遇してしまう俺だった。

　これじゃ本当に、すっかりノゾキじゃないか！

　俺は俺でテンパりそうになる。独り言の時も丁寧語なんだな、とかどうでもいいことも同時に思いながら、目を閉じるにはどうすればいいのかを必死に考えた。

　いや、かなり見たいんだけど。いやいや、見るとか良くないだろ！

　と、見る見ないで葛かつ藤とうしていたのだが、視線はあくまで部屋の中を見ていた。

　ああ、そりゃそうか。理亜の視点なんだったら、理亜がマジマジと自分の体を見たりしない限りは視界に入らないもんな。

　自分が着替える時を思い出して納得する。俺も自分の体をわざわざ見る時は、筋肉がどれくらいついたか確認して力こぶを作ったり、腹筋に力を入れる時くらいだ。

　とはいうものの。

　パサ、と椅子の上に一端置かれるスカートなどを見てしまうと、なんかドキドキしてしまっていた。今はＹシャツと下着姿なのか、我が妹は。そんな妄想が膨らんでしまう。

　って、妹の着替えにドキドキしまくるとか良くない兄だろ！　と思うが、従姉妹いとこなら別にちゃんと女の子として見ていてもいいんだっけ？　なんて思い直した。もっとも、俺はもし理亜が実妹であったとしても可愛かわいい女の子として見る自信はあったが。

「兄さんに相談して心配をかけたくもありませんし。明日にでも学校で詳しく尋ねるとしましょうか。はふぅ」

　俺おれに心配をかけたくない、という言葉に胸が小さく痛んだ。そっか、理り亜あも俺も、互いに心配かけたくなかったから相談出来なかったんだな。

　そう思うと、やっぱりこのすれ違いがちょっと寂しくなる。

「んー、それにしましても」

　そして理亜はそのまま、あろうことか部屋の隅にある姿見の前に立った。

　俺はちょっと胸を痛めてなんかいたせいで、慌てて目を閉じるというタイミングを逃してしまい、Ｙシャツ一枚姿の理亜をバッチリ見てしまった。

　こう、Ｙシャツの裾すそから、綺き麗れいな細い脚が伸びていて。その付け根に、淡いピンク色の薄い布地が見えたりしてしまって。かなりの興奮と、果てしない罪悪感が胸を満たす。

「やっぱり兄さんは、音ね央おさんみたいな体つきの方が好きなのでしょうか」

　自分の胸に両手を当てて、憂ゆう鬱うつそうに俯うつむく。

　いやいやいやいやいやいやいや!!

　そんなことない！　凄すごい素敵だぞ理亜!!　お兄ちゃんは理亜くらいのスタイルも好きだし、音央だって中学時代はそうでもなかったんだから、これからだ理亜!!

　罪悪感もあったせいで思いっきり叫びたくなったが、当然声が出るわけではなく。

「っと、こんな格好でいるのはアウトですね。兄さんにバッタリ覗のぞかれたりでもしようものなら、夕食に何か仕込まなくてはなりませんし」



    

  
    
      



    

  
    
      　怖っ！　理り亜あのそういう時の報復はご飯攻めだったのか。

　――だが、今の俺おれはそれで腹を壊すくらい甘んじて受けるレベルの罪の意識だった。

　すまない。そして。





　ご馳ち走そう様さま。





◆2010-??-??T??:??:??　"Juninomiya Junior High School 2-A Class"





　などと心で拝んでいたら、辺りの風景はちょっと懐かしい教室になっていた。

　十じゆう二にの宮みや中学校の教室。俺の記憶にない外の風景なので、理亜の教室なのだな。確か、２年のＡ組だったはずだ。

　キーンコーンカーンコーン、と懐かしいチャイムの音が響く。なんか、夜や坂さか学園とはちょっと違う音だった。学校ごとに特徴でもあるのかもしれないな。

　ガラッ、とドアが開いた瞬間に教室の中がザワッと色めき立つ。

　かつて俺の担任でもあった四し条じよう先生の後ろを、女子生徒が付いて来ていたからだ。俺はその女の子に見覚えがあったが、理亜にしてみると初めて見る顔なのだろう。マジマジとその少女の金髪や、ドリル頭を眺めている。

「起立、気を付け、礼っ。」

　ハキハキとした声で、メガネをかけたおさげの女の子が告げる。なんとなく雰囲気が俺のクラスの委員長、三枝さえぐささんに似ていた。妹か何かだろうかってくらいに。

「はい、おはようみんな。今日は転入生を紹介するよ」

　と、ニコやかにみんなに言うと。

「グッモーニン！　おはよう、はじめまして！　わたしはスナオ・ミレニアムよっ。パパがニッポン大好きで、スナオな子になりますように、って名づけてくれたの。仲良くしてくれたら嬉うれしいわっ！　よろしくね！」

　とても元気な挨あい拶さつっぷり、クラスメイトたちに好意的な笑みが浮かんでいた。

　その溌はつ剌らつとした、緊張を感じさせない人懐っこさはみんなも可愛かわいいと思ったのだろう。

　このノリノリっぷりは、転校してきた時から既に持っていたものだったのか。それにしても、もうとっくにロアなのか、それともまだロアじゃないのか。現段階だとさっぱり解わからないものなんだな。

「んー……」

　そして、スナオちゃんは何かを物色するような目でクラス内を見渡すと、俺おれ……ではなく理り亜あと目が合ったところで視線を止めた。途端、満面の笑みを浮かべると。

「私、あの子の隣がいいわ！」

　と指を差して告げ、ずかずかと理亜の隣にやって来る。

　そこに座っていた男子が涙目になっていたが、その気持ちは解わからなくもない。

「センセ、いいかしら？」

「……私は別に構いませんよ」

　理亜は理亜で、驚きながらもやはりクールな返事だった。

「うーん。次の席替えまで、だよ」

「やったぁー！」

　先生にも認められた以上、男子も渋々と席を立ち上がるしかなかった。

　可哀かわい想そうに、きっと理亜の隣だったことを喜んでいたりしたんだろうな。

「サンキュー！　ありがとね！」

　しかし、スナオちゃんの全力の笑顔を見て、すぐに鼻の下を伸ばす男子。

　……うん。そうだよな。男って可愛かわいい女の子に全力で感謝されたら弱いよな。

「じゃあ、須す藤どう。スナオさんをよろしくね」

「はい。教科書を見せたりなどはお任せ下さい」

　理亜はマジマジとスナオちゃんを見つめている。スナオちゃんはそんな視線に気付くと、「むふふっ」とゆるゆるの笑みを浮かべていた。

「よろしくね！　スナオ・ミレニアムよっ！」

「須藤理亜です。宜よろしくお願いします」

　スナオちゃんが差し出した手を、理亜はしっかりと握る。

　その手は小さくて細くて、そしてとても冷たかった。

「いやー、リアってばわたしの超好みだわー！　えーい、ハグ！」

　と、その手をぐいっと引っ張って抱きつこうとするスナオちゃん。

　だが、理亜の才能はそれすらも許さず。





　ガターン!!





　気がつけば理亜が立っていて、スナオちゃんが机と共に床に倒れている形だった。

「いたたた……なんで避よけるのよー!?」

「えーと、すみません、つい。体が勝手に動いてしまいまして」

「ハグはダメなの!?」

「そういう文化に慣れていないもので」

「うう……絶対ハグしてやるんだから!!」

　そんなスナオちゃんの決意表明に、クラス中がドッと笑い声に包まれたのだった。





◆2010-??-??T??:??:??　"Juninomiya Junior High School Locker Room"





　ふと、鼻をついたのは塩素の香り。

　そこは俺おれの見たことのない場所だった。ロッカールーム、だろうか？

「転入初日からプールなんてねー、楽しみー！」

　制服姿のスナオちゃんが、満面の笑みを浮かべて制服のリボンに手をかけていた。

「スナオさんはプールが好きなのですか」

「泳ぐの大好きよ！　水の中って、なんか全身リラックス！　みたいな気分になるし」

　シュルリと首もとのリボンを抜き取り、当たり前のようにスカートのホックを外す。

「リアは？」

「私は人前で水着になるのは抵抗がありますが、泳ぎ自体は嫌いではありませんね。本日のように女子のみの場合は問題ないのですが、男子も一緒の際は毎回見学しています」

　と、理り亜あも自分のリボンを外しながら返事する。――これは。

「そう？　男子にその綺き麗れいな体を魅せつけてあげればいいじゃない！」

「確かに、綺麗にしているつもりですが。見せる為ためではありませんから」

　スカートのホックに手をかける。

　いかーん!!　俺はなんとか意志の力を駆使して、自分の目を閉ざした。

　途端に、辺りが見えなくなる。よりによってプールの着替えはまずいだろう。普通の体育の着替えでもまずいのに、プールは確実に裸だらけになってしまうからな。

　しかし、理亜の視界と同調しているはずなのに自分の目を閉じることが出来るとは。中々便利なのか、ちょっぴり残念なのか解わからないこの『夢覗のぞきスキル』だった。

　ともあれ、これでノゾキの心配はないようだ。ホッ。

「ふーん。まあ、でも解らなくはないわねっ。やっぱ、どっちかって言うと、好きな人に見せたいもんだもんねっ」

「好きな人に見せるのはもっと嫌です」

「あれ、そうなの？」

「緊張して死にそうになりそうですから」

「へええ！　リア、好きな人いるのね！」

　スナオちゃんの声が響いた瞬間、ロッカールームが一斉にザワついた！





「え、須す藤どうさん好きな人いるの!?」「こないだサッカー部の部長さんフッてたのは、好きな人がいるからだったのね！」「誰だれ、理り亜あさんに好かれるなんて恐れ多いのは誰!?」「私、理亜さんに憧あこがれていたのに！　どこの男よ！」「きっと素敵な年上に違いないわ！」





　女子たちが物もの凄すごい勢いでおのおの騒ぎ立てまくる。

「え、ええと……」

　大量の女の子に囲まれて、困ったように手を止める理亜。

　しかしこの話の内容は、兄として大変興味深い内容だった。そうか、サッカー部の部長をフッたりしていたのか、知らないうちに。うむ、よくやった。

「ねえねえ、リアの好きな人ってどんな人!?」

　スナオちゃんの声がすぐ間近で聞こえてくる。同時に、大勢の気配が理亜に集中しているのも解わかった。ちなみに理亜の内側で俺おれも集中してしまっている。

「……もし、いたらの話、です」

「いいや、今のはいるっぽい言い回しだったぜ？」

　と、聞き覚えのある声が響いて俺は薄目を開ける気分でそちらを見てみた。

　そこには、学校指定の水着、通称スク水に着替え終えているアリサが腕を組んで立っている。スラリとした細長く見える体つきは、健康的でありながら妙な色気も含んでいた。

「アリサさん」

「よう、リア。いいじゃないか、ここでドバッとぶちまけてしまえよ」

「そうそう、言っちゃいなよ！」

　銀髪ロング娘と金髪ドリル娘のダブルパンチが理亜を襲う。そして、他ほかの女子たちは理亜の返事に興味津々状態だ。大人おとなしくてクールだから友達は少ないんじゃないかと心配していたが、そんなことはないくらい同性にも人気者で良かった。で、誰だ好きな人って。

「ええと……好みのタイプなら」

「うんうん！」

　それが誰かを言及するのではなく、漠然とした情報で伝えようとする理亜は苦肉の策だったのだろう。

「こう、背は高い方がいいですね」

　よし、俺おれも割と背が高い方だ。

「後は優しくて、頼りがいがあって、頭は良くなくてもいいのですが、お話をしていて面白い人がいいかもしれません。それと……」

　この辺りの好みはまあ、どの女子にもありそうな理想像だよな。

「浮気しない、一途な人がいいです」

　それも、理想像として当たり前なのだが。何な故ぜか俺の胸をグッサリと抉えぐった。

「あはは、リアもフツーの女の子なのね！」

「クールだからもっと変わったヤツが好きなのかと思ったぜ」

「私は普通です。スナオさんやアリサさんみたいに普通じゃない人とは違いますから」

　女子たちも理り亜あの好みのタイプが普通だった為ためか、あまり大きな盛り上がりになることはなく。ホッと理亜が胸を撫なで下ろしていると。

「で、本命はお前の兄さんだったりするのか？」

「っ!?」

　アリサの不意打ちで、理亜は露骨に反応してしまい。

「あっ、顔が真まっ赤かになった!!」

　スナオちゃんがダメ押しをする。

「なっ、なってません!?　に、兄さんはその、そういうんじゃ！」

「反応が本当っぽーい!!」

　途端に、女子更衣室はチャイムが鳴るまで大騒ぎの空間になった。





　気が付くと、場面は学校の屋内プールになっていた。理亜はプールサイドで体育座りをしながら、みんなが自由に泳いでいるのを眺めている。

　しかし――本命が俺って。そんなまさかな。

　俺は俺で、すっかり動揺していたのでここまでどんな場面転換があったのかいまいち覚えていなかったりする。夢の中というのはどうやら目まぐるしく視界が移ろうものらしい。気が付くと違う場所にいるというのも当たり前になっていた。

「ぶはぁーっ!!」

　と、水の中から現れたのはスナオちゃんだった。流石さすがのドリルヘアも水で張り付いていて、一瞬誰だれか解わからなかったくらいだ。

「あー、リアは泳がないの？」

　そして理亜のいるプールサイドまで、水を滴らせながらぺたぺたと歩いてくる。

「どなたですか？」

「ぶふーっ、スナオだよ、スナオ！」

「ああ……すみません、ドリルではなかったもので、つい」

「ドリル以外も特徴的だよねわたし!?　他ほかに金髪の子とかいないよね!?」

「大丈夫、全すべて冗談ですよ」

「リアは転入初日のわたしにも容赦ないなー！　わはは!!」

　あっけらかんと笑っているスナオちゃんは、平へい坦たんな胸を張りながらわははと賑にぎやかに喜んでいた。理り亜あもそんな彼女に癒しを感じているのだろう。

「と、隙すきをついて、えーい、ハグー!!」

「あっ」

　スナオちゃんはそのまま、理亜に思いっきり抱きつこうとしたが。理亜はそんなスナオちゃんの体が飛びついてくる前に、ドン、とその体を押していた。

「ひゃわー!?」





　ドボーン!!





　上がってきたばかりのプールに突き落とされるスナオちゃんの水柱が立つ。

「ぶはぁーっ、な、何すんのよー!?」

「すみません、つい。体が勝手に動いてしまいまして」

「どう体が勝手に動けば水に突き落とすのよ!?」

　ザバァ、とまたも水を滴らせてプールから出てくるスナオちゃん。

「いつか絶対ハグしてやるんだからっ！」

　拳こぶしを握り締めてそんな決意をしている。

　しかし、理亜のこの才能は本当に凄すごいな。ちなみに、俺おれもよく回避されるが、理亜自身が我慢してくれると髪を撫なでたりも出来るので、それなりには認められてはいるようだ。

「よーう、リア。転入生ー」

　そんな二人の所にアリサもやってきた。長い銀髪は光を反射しているからか、キラキラと輝いていてやたら幻想的だ。

「アリサさん」

　理亜の声には緊張以上に、恨みがましい空気が含まれていた。さっき爆弾を投げたのはアリサであり、あの収集は結局ついていないのだ。

「さっきのような話は困ります」

「ま、いいじゃないか。リアがブラコンだって噂うわさは有名なんだし」

「え、そうなんだ？　キンダンの恋ってヤツ？」

「いんや、リアと一緒に住んでんのは従兄弟いとこらしい。高校二年だ」

「おおー！　三つ上のお兄さん！　しかもイトコなら結婚も出来ちゃうわね！　なるほどね。リアのお兄さんなんだから落ち着いたクールなイケメン！　って感じなのかしら？」

　すまんな、その真反対みたいな俺おれで。

「いえ、子どもっぽくてヤンチャで格好付けたがりのお調子者です」

　理り亜あがきっぱりと言うと、それはそれで凹みそうになった。

「なぁんだ、なら別に会わなくていいわー」

　そこまでガッカリされると流石さすがに傷つくんだが。

「それに、わたしは可愛かわいい女の子の方が好きだし？」

「そこで手をわきわきして私を見るのを止やめて下さい、スナオさん」

　理亜はスナオちゃんにさらりとクールに伝えると、アリサを見上げた。

「それにしても、アリサさんは私の事情にも詳しいですね？」

「そりゃあな。この学校にはとっくに溶け込んでいたことになっているし。噂うわさに聞くクールビューティーな理亜の話はちょくちょく耳にしていたぜ」

　ことになっている、というのをバラす辺り、アリサはいい加減な魔女なのかもしれない。

「そうでなくても、お前さんの情報収集はちゃんとするさ。今後はもしかしたら私の相方になるかもしれないしな？」

「そうですか」

　理亜の返事には緊張が含まれていた。無理もない。『もうすぐ死ぬ』などと言ってきた人物が気さくに話しかけてくれば、それは警戒もするだろう。

「それで、何しに来たんですか？」

「隣のクラスの友達が、休んでいる友達に話しかけにきただけじゃないか」

　アリサの方は意に介した様子もなく、偉そうに腕を組んでケラケラと笑っていた。

『魔女』の逸話には『いつの間にか生活の中に紛れ込んでいる』という話があり、キリカもそれを使って人間としての生活をしているらしいが、この『予兆の魔女』にもそれは適用されるのかもしれない。

「しかし……」

　アリサはそのまま視線をスナオちゃんに向ける。

「ん？」

「面白そうな娘こだよな、こいつ」

「あは！　わたしも貴女あなたみたいな綺き麗れいな銀髪の子は好きよ！」

「そうだろうそうだろう。私の髪は天下一品だからな？」

「テンカイチなのね！　グレートだわ！　わたしは転入してきたスナオよ！」

「隣のクラスの銀髪美少女、アリサだぜ」

「よろしくね、アリサ！」

　などと、いきなり仲良くなっていた。

　金色と銀色の水着少女を前にしていると、国際交流を見ている気持ちになってくる。

「アリサさん」

　二人が仲良く笑い合っているのを止めるかのように理り亜あはアリサに話しかけた。

「私はまだ平気なのですか？」

　ストレートに尋ねる。と、アリサは口元を歪ゆがめて返事をする。

「みたいだな。今日辺りに一回山が来るかもしれないが」

『予兆の魔女』らしい尊大な態度で告げられて、理亜は口元を引き結んだ。

「ん？　ナニナニ、なんの話？」

　スナオちゃんはそんな理亜とアリサの顔を見て、不思議そうに首を傾かしげている。

「なあに」

　アリサはこれから自分が語る言葉が面白くて仕方ない、とでも言うかのように『ククク』と含み笑いをしてから。

「運命的な話さ」

　と、告げたのだった。





◆2010-??-??T??:??:??　"Juninomiya Junior High School Passage"





「あちらが美術室で、その隣が音楽室ですよ」

「んー……」

　放課後、理亜はスナオちゃんを案内していた。

　そろそろ日も暮れようとしている校舎はなんとなくもの寂しい雰囲気が漂っており、遠くから聞こえる運動部の掛け声やブラスバンド部の楽器の音が、妙に郷愁を誘った。

「スナオさん？」

「あ、うん、何？」

　スナオちゃんは少しだけぼんやりしていたようで、理亜は気遣って声をかける。

「いえ、元気がなくなっていましたから」

「そんなことないって。わたしはいつでも元気だよっ」

　小さくガッツポーズをしている姿は微笑ほほえましいものの、さっきまでの突き抜けるような元気さがなくなっているのは確かだった。

「ん？　ああ、須す藤どうにミレニアムか」

　そんな二人に、学内を見回っていたらしい四し条じよう先生が話しかけてくる。

「あ、四条先生。こんにちは」

「こんにちは。学校案内ご苦労様だね」

　先生は相変わらずの柔和な笑顔で理り亜あとスナオちゃんを見ていた。こうして女子視点から見ているせいかもしれないが、この先生が女子に人気があるのもよく解わかる気がする。

「ふぅー」

　しかし、スナオちゃんはそんな先生に気付いていないかのようにため息を吐いていた。

「ミレニアム？」

「どうかしましたか、スナオさん？」

「うえ!?　あ、ううん、別にどうもしてないわよ!?　あ、センセ、こんにちは！」

　明らかに何か考え事をしていました、と言わんばかりの態度。理亜は四条先生と顔を見合わせてから、スナオちゃんをマジマジと見つめる。そこには、視線を横に向けて何かを思い悩んでいるような、珍しい表情が浮かんでいた。

「ふむ、流石さすがに水泳の授業もあったから疲れたのかな？」

「そうかもしれませんね。そろそろ帰りましょうか、スナオさん」

「あ、あぅ……ごめん」

　気遣われたのが解ったのだろう。スナオちゃんが申し訳なさそうに頭を下げるのを、四条先生も理亜も微笑ほほえんで頷うなずく。

「転入初日で、あんなに元気に頑張っていたのですから。疲れたりしてしまうのも無理はありません。それよりも明日からもずっと長いのですから、初日はほどほどにして帰りましょうね、スナオさん」

「あぅ……ありがとう。リアってばほんと、気遣いさんよね……」

「そんなことありません。世話のかかる兄がいるから出来るようになっただけです」

「確かに、一いち文もん字じは世話のかかる兄だろうなぁ」

　四条先生も懐かしむように言ってくれて、なんだかこそばゆくなった。

「と、いうわけで帰りましょう、スナオさん」

「うん……」

　それでもまだ、スナオちゃんは何かを思い悩んでいるようだった。

「ああ、そういえば。最近……というわけでもないが、どこかの町で下校中に攫さらわれてしまう女子中学生がいたらしい。須す藤どうも、ミレニアムも気をつけるようにな」

「攫われる、ですか？」

「事件としてニュースになっているわけではないものの。先生たちの間ではちょっとした噂うわさになっているからな。こうやって注意を呼びかけているんだ」

「なるほど、了解しました」

『攫さらわれる』と聞いて、俺おれは何かを思い出しそうになる。

　だが、頭の中に霞がかかったかのようにそれが何なのか思い出せなかった。夢の中では、思考や記憶に制限でもかかるのかもしれない、なんて思う。

「スナオさんなんて目立つので、いかにも攫われそうですよね」

「え、そんなことないわよ!?　まだ一回も攫われたことないしっ」

「一度でも攫われていたら、それはとっくにアウトだからなあ」

「あ、そっかっ」

　先生のツッコミに、頬ほおを赤くするスナオちゃん。

「それじゃまた明日な、須す藤どう、ミレニアム」

「はい、また明日」

「うん、先生バイバイっ」

　四し条じよう先生が廊下を歩いていくその背中を見送ってから、理り亜あはスナオちゃんの背に手を当てて促そうとする。

「さ、それでは私たちも帰りましょう。スナオさんの家の場所によっては、近くまで送れるかもしれませんし」

「あっ！　ええと……」

　だが、スナオちゃんは視線をうろつかせると。そのまま、理亜をじっ、と見つめた。

「ん？　どうかしましたか？」

　その大きなくるくるっとした瞳ひとみが何な故ぜか潤んでいるように見える。

「ううん。わたし、やっぱり一人で帰るよっ」

「え、ですが……」

「わたしは絶対大丈夫！　でもね……」

　スナオちゃんは夕焼けに滲にじむ表情で、どこか寂しそうな空気すら出しながら。

「リアは、本当に気をつけてね？」

　意味深に笑って告げると、パタパタと逃げるように走り去ってしまった。

「……スナオさん？」

　とても追いかけられるような雰囲気と速度ではなく、理亜は途方にくれる。

「本当に気をつけて、ですか」

　その忠告は理亜の中に不安を過よぎらせるに充分なものだった。





◆2010-??-??T??:??:??　"Yagasumi City"





　そして一人で下校する理り亜あ。兄としてはそんな理亜が心配で仕方なかったのだが、誰だれか男子と帰れば安心なのかと言われればだったら一人の方がましではないかと思えてしまう。

　しかし、せめて女子の友達でもいれば……と考えてから、あの一番胡う散さん臭くさい『アリサ』が浮かび。だったら一人の方がやっぱりましなのかもしれないと思い至った。

「はふぅ。『もうすぐ』というのはいつなのでしょうか」

　やっぱり『死』に対しても不安なのか。今までまるでそんな素そ振ぶりをちっとも見せなかった理亜だが、ここにきて独り言で零こぼすくらいには不安を感じていたようだ。……それもそうだろう。むしろ、これまでよくそんな素振りを見せなかったな、と感心する。

「気は抜けませんけど、ずっと張り詰めているのも疲れてしまいますね。はふぅ」

　ため息が多いのがやっぱり気になる。元々、この『はふぅ』というため息は理亜の癖だ。俗にいうため息とは違って『もう、仕方ないなあ』みたいな雰囲気のある軽いもの。だけど今のは本当に困った内心を吐き出すかのような、幸せを逃しそうなため息だった。

「それより、今日は兄さんに何を作るかを考えましょう。冷蔵庫に残っているものはなんだったでしょうか……」

　独り言で勇気を奮い立たせているのかもしれないと思えば、胸が締め付けられる。

　理亜が早く家に帰ってのんびり出来ればいいな、なんて思っていたら。





「こんにちは、お姉さん」





　その言葉と同時に、世界が凍りついた。

　俺おれはその言葉をかける人物と、この世界をよく知っている。

　だけど理亜は全く知らなかったので、ビクッと肩を震わせて慌てて振り向いた。一メートルも離れていない距離に、大きな白い帽子を目ま深ぶかに被かぶった白いワンピース姿の少女が立っていた。同時に、どこか甘い、花のような香りも漂ってくる。

「私はヤシロだよ、お姉さん」

　そう、実在する都市伝説だけを集めた特殊なサイト『８番目のセカイ』に繋つなぐことが出来る『Ｄフォン』を配る少女だ。ヤシロちゃんが現れたということは、理亜はこの時から『ロア』との出来事に巻き込まれた、ということなのだろう。

「こんにちは、ヤシロさん。私は理亜です」

「うんうん、よろしくね、理亜お姉さん」

　クスクスと笑う口元は、相変わらず可愛かわいいけれどちょっぴり怖い。

「はい、これ。お姉さんの」

　そして、俺おれに手渡した時のように両手をすくい上げる形で差し出した。そこには、漆黒の携帯電話が乗っている。

「私の？」

　黒い不思議な光沢を持った、中々デザインの格好いい携帯電話。艶あでやかな表面を見ていると吸い寄せられるような気分になるのも変わらない。他ほかの人の持つＤフォンというのをまじまじと見つめる機会ってそんなにないのだが、やっぱり見た目は同じなんだな。

「そう。お姉さんのＤフォン」

「ディー、フォン」

　理り亜あも流石さすがに、すぐには手を伸ばさなかった。気味が悪いと感じているのか、それとも何か思うところがあるのか。

「運命を導く為ための。そして、運命から身を守る為の。お姉さんだけの端末。だから、持っておいた方がいいよ。特に、お姉さんみたいな才能のある人はね？」

　運命という言葉は、アリサも口にしていた言葉だった。思えば、最近の俺はその運命というものも信じそうになっている。俺が物語に出来るロアたちもそうだし、氷ひ澄ずみや理亜といった『主人公』との出会いも何かに導かれているような気がするのだ。

「才能ですか？」

「うん。お姉さんがどうして、触られそうになると体が避けちゃうかって解わかる？」

「単に、潔癖症の延長による癖だと思っていましたが」

　俺もそう思っていた。ただ、確かに理亜は綺き麗れい好きではあるが、ちまたで言うところの潔癖症とは違う気がする。手袋をしないと汚れに触れないというわけではないし、細菌や病原菌を過剰に怖がっているという様子もない。

　単に、誰だれかに触られるのを恐れる。実際それくらいなのだ。

　重度の潔癖症の人になると、汚れが体に付くことを恐れる余り部屋の片付けが出来なかったり、お風ふ呂ろの汚れを気にして入れなかったりするらしい。理亜はその辺り、俺の部屋を片付けたり、お風呂好きだったりするくらいなので当てはまらない。

　でも、そう。確かアリサは『聖女』とか『女神』とか言ってたっけな。

「お姉さんはね、普通の人やオバケがおいそれと触れていいモノではないの。人の体は不浄だから、お姉さんに触ることを許可されていないというわけ」

「…………いつの間に私はそんな凄すごいものになったのでしょうか」

「あはは、生まれつきなのか、それとも後天的なのかは解らないけどね。今のお姉さんはとっても特別な人。聖女とか、女神になる子が大体似たような才能を持っているかな。例えば、戦争で活躍するような女の人っているでしょう？　彼女たちがどうしてそんな戦場で生き残れたのか、と言えば。そうやって『他者』からの害を受けないという才能があったからって人も多いんだよ。有名なところだとフランスのジャンヌちゃんとかね」

　ジャンヌちゃん。まさか、ジャンヌ・ダルクのことなんだろうか？

　ちゃん付けでそんな風ふうに語るとは思わなかったが、言っている内容にはなんとなく納得出来る部分があった。よく、ドラマや映画なんかでも大量に降り注ぐ矢とか銃弾の雨の中を、主人公は全く気にせずに進んだりしていることがある。「おいおい、普通当たるだろっ」と思っても、彼らは一切そういうものには当たらないのだ。

　そう、まるで運命に守られているかのように。

　なるほど、聖女とか女神って言っている意味がなんとなく解わかった気がする。

「でも、そんなお姉さんもそろそろ危ないかもしれないんだよ。だから、危険を熱くなったり、赤く光って教えてくれるＤフォンはいい道具になると思って」

　俺おれみたいに、そういう才能のない男でさえＤフォンは助けてくれるのだ。

　事前にＤフォンが熱くなり、そして理り亜あが警戒すれば確かに、どんな攻撃も当たらないのではないだろうか？　そう考えると、理亜は本当に『主人公』の才能があるんだな。

「なるほど。ではいただきます」

　理亜は躊躇ためらいがちにＤフォンを受け取っていた。

　俺にも覚えがあるのだが、理亜も受け取った瞬間に抱いていた違和感がなくなり『自分の物だ』と手に馴な染じむような感覚を持ったようだ。理亜も何度か握っては頷うなずいている。

「そのＤフォンは、お姉さんの身を守るだけでなく……」

　確か俺の時は、俺と縁みたいなものが繋つながっているロアを探してくれるから大事にしないとダメだよ、なんて忠告を受けたんだったな。

「様々な危険や恐怖を倒す為ための『武器』になるから。肌身離さず持っていてね？」

　俺とは、全く違う用途をヤシロちゃんは理亜に語っていた。

「武器、ですか」

「そう。対象のコードを読み取ることでロアに対抗出来るようになるの。もっとも、ロアはみんなおっかないから、コードを読む前に殺されちゃうかもだけど」

　クスクスと『殺す』なんて言葉を楽しそうに語るヤシロちゃん。

　俺はそろそろ慣れたからいいものの、理亜はまだ気味悪いと思っているだろうな。

　しかし、ロアのコードを読むことで対抗か。理亜の能力『千の夜話アルフ・ライラ』とこの機能は何か繋がりがあるのだろうか？

「殺される……私はもうすぐ死ぬ、と言われたのですが。このＤフォンを使って、その……ロアというものに殺されるということなのでしょうか？」

　その声は、一見落ち着いているように聞こえた。だが、Ｄフォンを握っている手がやや震えているのを、今の俺は感じ取れる。どんなにクールに見えるしっかり者でも、まだ中学二年生になったばかりの女の子なのだ。怖いことに接して平気でいられるはずもない。

「うーん、これから起きることは、それとはまた別かもしれないけどね」

　ヤシロちゃんはうーん、と考え込んだ。その大きな帽子が傾いて、小首を傾かしげているんだな、というのが解わかる。

「ある意味正しいかもだけど」

　この後に何かあるのは確かなようだ。俺おれの時は――ああ、一いち之の江えからの電話を無視してキリカと電話で話しまくっていたんだっけか。あの夜に電話を取っていたら、俺は一之江に殺されていたかもしれないのだ。『ロア喰ぐい』と勘違いもされていたし。

　今では一番頼りになる相棒なのを考えると、運命というのはやっぱりあるのかもな。

「お姉さんはこの後。もしかしたら死なない道を選び取るかもしれないね？」

　ヤシロちゃんは意味深に語る。彼女の言葉はいつだって『予言』めいていた気がする。

　解釈がいくつもあって、だから最終的には当たっていたと思えるような。

　そんな占いみたいな『予言』。

「もっとも、攫さらわれて殺されなければだけど」

　こうやって、必ず不安な一言を付けるのもまた、彼女らしさだった。理り亜あは口を引き結んで、そんなヤシロちゃんを見つめている。

「殺される、というのは怖くて仕方ないのですが」

　正直な感想をそのまま伝えて、Ｄフォンを強く握りしめる。

　そんな理亜をクスクスといつものように笑って見て、ヤシロちゃんは片手を挙げた。

「じゃあ、お姉さん。生きていたら『また』ね？　バイバイ」

　手を振って、理亜に別れを告げると――。





　気が付くと、辺りの音が戻っていた。車の音、人の声、街の雑音。それらが一気に戻ってきたせいで、理亜の体はちょっと立ちくらみしそうになり――。

　すぐさま、その体がぐるりと回転し、不思議な動きで片かた膝ひざをついた。

「っ!?」

　慌てて自分が倒れそうになった先の地面を見ると、そこには。





　地面から、真っ白な『手』が伸びていたのだった。
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『ロアの世界』ではないのに、白い手が伸びているなんて。その事態だけで俺おれは少し混乱しそうになっていた。そして俺はその白い手にも見覚えがあったのだ。

　そう、あれは――。

　スナオちゃんに、『夜や霞がすみのロッソ・パルデモントゥム』に襲われた時だ。

　そこで霞がかっていたものが何かを思い出す。俺はついさっきまでスナオちゃんについて深く考えられなくなっていた。これも、夢の影響か何かなのだろうか？

　だが今はもう思い出せていた。彼女は『少女を攫さらう』ことで存在を維持するロアなのだ。

「白い、手……？」

　理り亜あは突然地面から生えている手を見て困惑している。

　そして、辺りを見回すと……誰だれも理亜のことを見ていなかった。

「あの、すみませんっ」

　理亜は通りかかった下校中の女子生徒に声をかけるが。





「でね、その先輩がとっても面白い人なんっスよ！」

「へえ、陸上部ってＯＢの人がたまに来てくれるんだね」





　と、理亜をまるで無視して通り過ぎてしまう。いや、全く気付かなかったのだ。

「私の声が届かない？」

　理亜は一つ一つ状況を口にして確認しながら、Ｄフォンを強く握り締める。

　チラっと見たその端末は赤く光っており、強い熱も持っていた。

　そのまま理亜は自分の携帯電話を取り出すと、開いて連絡を取ろうとする。

「っ!!」

　だが、その電話をかける前に、片かた膝ひざをついていた理亜が地面を前転した。

　視界がぐるっと回り、俺も状況が解わからなくなりそうになる。そして振り向いた理亜が確認したのは、今まで理亜がいた場所の壁から白い手が伸びていたことだった。

　そんな手にも、理亜にも気付かないかのように人々は通り過ぎていく。

　――これも、一種の『ロアの世界』なのか。

　誰もいなくなるのではなく、そのままの世界で一人だけ切り離されたかのような。まるで自分が幽霊になったかのような、そんな感覚を覚えそうになる場所。

　ああ、こうやって。当たり前の空間から切り離して人を攫う、というのもスナオちゃんの『赤マント』としての能力なのか、と俺は納得出来たのだが。

「手……私を捕まえようとしているのですね」

　理り亜あは何も解わからないままに、そう確認していた。

　携帯電話を握る手は震えている。視線も、落ち着かずに周囲の人や手を見つめている。理亜は手にした携帯電話に付いているストラップに視線を向けると、縋すがるようにぎゅっと手で握り締めた。俺おれがプレゼントした、可愛かわいい『眠り猫』のストラップだ。

「これが、さっき注意された人ひと攫さらいでしょうか？」

　やや震える口調ながらも、一つ一つ情報を整理していく理亜は怖がっているだけではなくちゃんと前向きに検討しようとしていた。必死に冷静さを保とうとしているのが解るので、痛々しい気持ちになる。

　直後、その体は再び前に飛びつき、ぐるんと回転して立ち上がる。今理亜がいた場所に白い手が生えてきていたのだ。それを事前に察知して自動的に避けているのだとすれば。

　――理亜の才能は本当に、聖女とか女神とか。そういう、超常的なものなのかもしれない。完全に理亜の意志とは別のところで働いている超感覚なのだろう。

「もし、この『手』が私を攫うというだけなら、こうして避け続けていればなんとかなりそうですが。それではいつか私が疲れ果ててしまいますね」

　そして本人も、その才能がこういった『オバケ』にも通じることを把握しているようだった。そしてそれを確認した辺りから理亜は落ち着きを取り戻していた。手の震えはもう収まっており、視線も周囲を油断なく見渡すものに変化している。

　まるで、こういう経験が既にあったかのように。

「それにしても、どうしてでしょうね。これを回避し続けるだけなら出来る気がします。以前にもこういったものを受けたような……」

　理亜も同じことを感じていたらしく、そう呟つぶやくと。

「ならば、どこまで出来るのか。確かめてみましょうかっ」

　まるで自分を試すかのように走りだしたのだった。





　走り続けながら、ひらりひらり、と襲い来る手を回避する理亜。

　時には人にぶつかりそうになりながら。走っている車を避けたりもして。転ばないようにややアクロバティックに。理亜はその不思議な世界を我が物のように駆け抜けていた。

　向かっている場所は――かつて俺とキリカが戦った公園か？　確かに、広い場所ならば対処も取れるだろう。だが、広い場所は向こうからも狙ねらわれ易やすいという難点がある。それをどうするつもりだろうか。

「はっ」

　公園の入口の柵さくの両側から白い手が伸びたのを見て、理亜は柵に手を付くことで高らかにジャンプして乗り越えた。こんなに運動神経があったのか、と驚きつつ。着地の際にはためくスカートを押さえている辺りも流石さすがだな、なんて思った。

「ハァ、ハァ、ハァ……」

　そして、公園の中心。噴水がある位置まで一気に駆け抜ける。

　何かそこに行けば、という作戦でもあるのだろうか？　俺おれが一いち之の江えに追い掛け回されていた時に比べると、その行動はかなり確信に基づいた動きでちょっぴり悔しい。

　あの時の俺はちょっと格好悪かったもんな、なんて反省してしまう。

　俺は、スナオちゃんが今は理り亜あの物語になっているのを知っているからいいんだが、理亜にとってこれは恐怖体験のはずなのだ。それなのに、声も動きも全すべてが既に立ち向かうつもり満々でいる。

　これが『主人公』としての才能の違いなのだろうか？

「ふぅ……早くなんとかして。兄さんにご飯を作りませんとね」

　理亜は握っていたストラップを額ひたいに当てるくらいに持ち上げて、祈るように呟つぶやく。

「だから、絶対に生き残ります。兄さん、勇気を下さいね」

　ぎゅっ、と『眠り猫』のストラップをさらに強く握り締める。理亜が、こんなに頑張ってくれているのは、俺の為ためなのか。そして、頑張る勇気をあげているのも、俺……なのか。

　そこに、強い想おもいみたいなものを感じて俺は戸惑ってしまう。

「さあ、来なさい、人ひと攫さらいさん！　私は納得しなければ貴女あなたに攫われてあげたりするつもりはありませんよ！」

　そして凛りんとした声でそう宣言する。途端、地面いっぱいに白い手が生えてきていた。

　全ての手の大きさ、長さは一緒で。それが、理亜を求めて波のように押し寄せる。

「なんとなくそうなるんじゃないかと思っていましたが。いざ、本当にこの光景を見ると、気味が悪くて足がすくみそうになりますね」

　まるで、誰だれかに語りかけるように口にする理亜。そして、その対象はストラップ……つまり、架空の俺なのかもしれない。

「もし私が帰って来なかったら、兄さんは泣いてしまうでしょう？　だから、私は――絶対に帰って、当たり前に生活していないといけないんです」

　そう呟くと。理亜はそのまま、自ら飛び込むように白い手の波の方に駆け寄った。

　間近に大量の手が伸びてくるのを、理亜はじっくりと見つめて。

「この手ですね！」

　その中の一つに向けて手を伸ばし、がっしりとその手首を握った。

『っ!?』

「やや半透明な手が多い中、たまにはっきりと見える手があるのを逃げながら確認していました。貴女が、本体の手ですね！」

　そのまま理亜はその手を引っ張り上げると。

　地面がまるで水たまりのように揺らいで、そこから――。

「う、うそっ!?　どうして!?」

　赤いマントを纏まとったスナオちゃんが飛び出し、驚いた顔で理り亜あを見つめていた。

　地面に現れていた大量の手も、その瞬間に消える。

「あてずっぽうです、スナオさん。まあ、この手の正体が貴女あなただった、というのは今知ってビックリしているところですが」

「リ、リア……」

「申し訳ありませんが。私は攫さらわれるわけにはいかないんです。兄さんにご飯を作ってあげないといけませんから」

　握っていたその手を離すと、スナオちゃんはペタンと地面に座り込んだ。





　――なんという解決方法だ。





　理亜は、戦いの中で回避と観察を重ねながら『赤マント』の弱点を見抜くべく動いていたのだ。確かに、攫われそうになった一いち之の江えが引っ張り出したというのも俺おれは見ているが、あれはあいつだから出来たんだと思っていた。

　まさか、あんなに無数にある手の中に本物があるだなんて思わないし。

　敢あえて、そこから引ひき摺ずり出すなんて思考にもならない。だが理亜は『それが失敗するかもしれない』という恐怖を乗り越えて。自分の方法を信じて、それを実行した。

　運命を引き寄せたかのように。

　それが正まさに、格の違いであるような気がして、俺は心底震えた。

「うくっ……うううっ！」

　そして手を離されたスナオちゃんは抵抗する力も失ったのか、そのまま地面に座り込んで泣き出してしまっていた。

「うくっ、ど、どうしよう、どうしよう……このままじゃ、わたし、消えちゃうっ」

　ぐしぐしとその目から大量の涙を流す。

　そうか。ハーフロアである彼女は、誰だれかを攫えないと消えてしまう。学校にいる時、理亜にバイバイと手を振った時から……或あるいはもっと前から、攫う対象を理亜に決めていたのだろう。だが、その理亜は一筋縄でいく相手ではなかった。その為ため、『赤マント』のロアは少女を攫うことに失敗してしまい。

　このままスナオちゃんが『少女を攫えないロア』として噂うわさされてしまったら、その体はスナオちゃんという存在ごと消えてしまうかもしれないのだ。

「消えちゃう、ですか？」

　理り亜あは立ったまま、そんなスナオちゃんを見つめていた。まだ理亜はただの人間だと言うのに、既にこの段階でロアであるスナオちゃんよりも優位に立っている。

「ふええええ!!　やだ、やだよう、消えたくないー！」

　直後、スナオちゃんは思いっきり泣きじゃくってしまっていた。

　――少女を攫さらう。

　そんなことをしてきた彼女が、こうして命いのち乞ごいをするというのは……罪と罰で考えれば、当然許されないことなのだろう。四し条じよう先生が噂うわさするくらいその存在は広がっていたわけだし、そしてハーフロアとして襲い慣れていたことからも、これが初めての犯行というわけではなさそうだ。被害者からすれば犯人が泣けば許せるはずなんてない。

　だが、俺おれはこんなに泣いている女の子がいたら、自業自得だと跳ね除のけることなんて出来なかった。むしろ――。

「ん……私が尊敬している兄さんなら。女の子が泣くのを放ほうっておいたりしませんね」

　そう。俺は罪も罰もまずは自分の中で受け止めて。それから彼女自身に注目する。

　女の子が泣くのはどんな状況であれ許せない。それは俺の性格で信念だ。

「ううん……もし、私を攫えないと貴女あなたが消えてしまうというのなら、私の兄はきっと……こう語るのではないでしょうか」

　理亜はそんなことを呟つぶやくと、スナオちゃんの前にしゃがみこみ。

　そして、その両手をとって、自分の胸元に寄せた。

「ひくっ、ふぇ？」

「スナオさんみたいな子が、誰だれかを攫う理由が……一人でいたくないから、誰かと一緒にいたいから、みたいなものだったとしたら。自分で良ければいくらでも一緒にいる、と」

　スナオちゃんは優しく語りかける理亜の顔をハッとした顔で見つめる。

「ただ、嫌がらせとか。困るのを見てワハハ、と笑うとか。そういう悪い理由で面白おかしく攫うだけなら許せません。ですが、もしそこに寂しい気持ちがあるのだったら、絶対に見逃せないし、見逃すつもりもない、と」

「リア……」

　理亜はスナオちゃんの手を自分の胸に押し当てて。彼女を安心させるように笑みを浮かべながら、頷うなずいた。

「もし、誰かを攫わないとスナオさんが消えるというのなら。自分は攫われてあげてもいい――きっと兄さんなら、そんな風ふうに言うと思います。だから――」

　理亜はぎゅっ、とそのスナオちゃんの手を握り締めて。

「私、貴女に攫われてもいいですよ？」

「……え、リア……？」

　スナオちゃんの目が大きく見開かれる。

「私は兄さんの見ているものを見たい。兄さんの感じているものを感じたい。尊敬する……大好きな兄ですから。兄さんが私を大事にしてくれるように、私も兄さんを大事にしたいんです。だから、私はこうします」

　驚くスナオちゃんの目がさらに潤み始めるのを見て、理り亜あは言葉を続ける。

「スナオさん、私は貴女あなたがどんな罪人であろうと、どんなオバケであろうと、泣くのは嫌です。そして消えられるのはもっと嫌です。なのでそんなこと、私が絶対に許しません。そして……もし、私を攫さらって少しだけでも後悔するようなことがあれば、絶対に攫われてあげるつもりはありません」

「リア……」

「だって、そうでしょう？　スナオさんが私を攫って『あー、攫うのすっきりした！　超素敵！』って気分でないと、もし攫われて殺されるとしても、攫さらわれ甲が斐いがないじゃないですか。なので、スナオさん」

「…………ん…………」

「一緒にいてあげますから。いつでも、攫われてあげますから。だから、泣いたり、消えたりしないで下さい。せっかく今日、お友達になったんですよ？」

「う……あ……うああああああん!!」

　理亜の胸にそのまま抱きつくスナオちゃん。

　そんな彼女を、理亜は静かに抱きしめてやった。

「はい。これが、待望のハグ、ですよ」

「ふええええん、リアぁぁぁぁ!!」





　ピロリロリーン。





　と、Ｄフォンから音が鳴る。俺おれはそれだけで把握した。

　こうして、スナオちゃんは理亜の物語の一つになったのだ、と。

　胸で泣きじゃくるスナオちゃんの背中を撫なでながら、理亜は小さく吐息を零こぼす。

「攫った方がいるなら、帰してあげてくれませんか？」

「ん……解わかった。みんなまだ生きてるから、家に帰しておくね」

「はい。……良かった、生きているのですね。はふぅ」

　理亜は溜ため込んでいた息を吐き出すと、よしよしと泣きじゃくるスナオちゃんの背中を撫で続けていた。その少女たちが『赤マント』が解決してしまった、という噂うわさを流したら危険なのかもしれないが……それでも、理り亜あはそうさせたのだろう。





「千夜の一夜目の物語、確かに見させて貰もらったぜ、リア」





　そんな声がした方を見ると、いつの間にかベンチに座っていたアリサが相変わらずのニヤリとした顔を見せていた。そのベンチは、かつて俺おれとキリカが座っていた場所だ。

「アリサさん」

「最初が超有名なロア『赤マント』だなんて、やるじゃないかリア。流石さすがは私が認めた『主人公』だな？」

「ロア……『主人公』……このスナオさんや、さっきのヤシロさんのような人ですね？」

　理亜はポンポン、とスナオちゃんの背中を撫なでつつアリサの言葉に耳を傾ける。

「ああ、そうさ。この世の中には、そいつみたいに『噂うわさ通り』に動かないと消えてしまう、都市伝説のオバケになっちまった人間がいるんだ。スナオは『怪人赤マントは少女を攫さらう』という噂に縛られたせいで、少女を攫い続けないと消えてしまう存在になってしまっていた、ってわけだな。ちなみにそれをハーフロアって言うんだが」

　スナオちゃんの肩がビクッと跳ねて、理亜はその肩をよしよし、と撫でた。

「ハーフ、ですか」

「ああ。んでもって、純粋に何もないところから噂話だけで生まれたオバケを『ロア』って言う。私みたいな、純粋なオバケのことだな。オバケでもあり人間でもある一番きっつい『ハーフロア』よりも多少は楽な立場ってことさ」

　アリサは純粋なロアなのか。確かに、魔女である以上はキリカと同じか、似たようなものなのかもしれないと思っていたが。それにしたって、キリカとは雰囲気が違い過ぎる。近いと言えば、気さくで親しみ易やすいという点くらいしかない。

「スナオさんが、人攫いをする『赤マント』であると噂された、ということですか？」

「その通りだ。そしてその噂を子どもだけでなく大人おとなまで信じて、そしてこの『世界』の意志すらもその噂を信じた。故ゆえに、スナオ・ミレニアムは『怪人赤マント』になった。ま、どうしてそうなったのかは後でゆっくり当人に聞いておくれ」

『世界』の意志すらも噂を信じたという辺りに、寒気がする。

　この世界は、そんな曖あい昧まいな認識で動いているというのか。そんな曖昧なもののせいで、スナオちゃんや鳴な央おちゃん、一いち之の江えは苦しまなければならないと言うのか。

「世界の意志……」

　理亜の声もまた、僅わずかな怒りを含んでいた。自分たちが当たり前のように生きてきたこの世界は、なんと曖あい昧まいで脆もろいものなのかをなんとなく理解させられたからだ。

「まあ、世界なんてものは人類の無意識、総合意識って考える説もあるがね」

「そうですか。人が、世界が、スナオさんみたいな子を苦しめているのですね」

　ぎゅっ、と理り亜あはさらに強い力でスナオちゃんを抱き締める。きっと、理亜が感じているのは怒りだ。この世界のそういったシステムに対して、憤りを覚えたのだろう。

「さて、ここで取引だ」

　そんな理亜の怒りを見てアリサはさらに口の端を釣り上げた。

「私がお前と組んで『千夜一夜シエラザード』っていう『主人公』になれば、そんな『ハーフロア』の物語だけを消し去って、人に戻してやることも出来る」

「っ!!」

　その言葉を聞いて、スナオちゃんは慌てて顔を上げた。

　涙で真まっ赤かな目を見開いてアリサと理亜の顔を交互に見る。

「それに『主人公』になれば、もうすぐ死ぬというお前さんの運命も自分の手で覆せる。お前さんは本来ならさっき、スナオの手に捕まった後は攫さらわれてしまうはずだった。だけど、負けたくない、絶対に負けられないという意志の力でその運命を跳ね除のけて、自分の意志で、命もスナオの心も掴つかみ取ったんだ。お前さんには、自分の運命を自分で引き寄せる、そんな才能もあるのさ。これは紛れもなく『主人公』の才能だ」

　アリサの言葉はかなり魅力的な提案だった。スナオちゃんのように苦しむ人を救ってあげられるばかりか。死ぬ可能性のある自分の運命を自分で覆せるようになる。

　だが、それは。

「ってなわけだ、リア。私と一緒に『千夜一夜』を過ごさないか？」

　それは、これからもずっと。こんな戦いや恐怖の中で生きていくということだ。

　死の運命は自分で跳ね除けられるかもしれないが、死ぬ確率そのものは上がってしまう、そんな世界で生き続けるということに違いない。そう、当たり前の日常から戦場への移行。それは、ごく普通に過ごしてきた人間にとっては決断したくない道だ。

　俺おれでさえ、この短期間で様々な恐ろしい目に遭あった。一いち之の江えに殺されるまで追いかけられたり、キリカの蟲むしに食べられそうになったり、人食い村の中で逃げ惑う羽目になったり、音速の衝撃で吹き飛ばされたり。

　そんな怖い目に、理亜が今後も遭いまくるだなんて。そんなのは――。

「何な故ぜですか？」

　理亜はアリサを真まっ直すぐに見つめて問う。

「何故、貴女あなたはそんなにも『主人公』を求めているのですか？」

「私は『予兆の魔女』だからな。よくあるだろ？　『もうすぐ死ぬヤツの所に現れる猫』とか『もうすぐ死ぬ老人の家にカラスが寄ってくる』とか『自分と同じ姿のヤツを見たら三日以内に死ぬ』とか。あとは『でっかい彗すい星せいが来ると良くないことが起きる』とか、そういうの。私はそんな『予兆』を司っている魔女だからだよ」

　アリサはベンチから立ち上がると、ゆっくりと理り亜あとスナオちゃんに近寄る。

「だから、この、曖あい昧まいでいい加減な『世界』がもうすぐ死ぬってのを理解してしまったのさ。むしろ、もうそろそろ死ぬからこそいい加減で曖昧になっているのかもしれないな」

　――この世界が死ぬ？

　そんなの、いきなり言われてもそれこそ理解は出来ない。

　理亜だって、いきなり『もうすぐ死ぬ』とか、たくさんの白い手に襲われるとか、そんな怖い目に遭あったばかりで混乱しているはずだ。さらにこれ以上に『世界の危機』なんて知らされても、さらに混乱するだけに違いない。

「だからなんとかしたいなあ、と思ってたわけよ。確かにこの世界は曖昧でいい加減でのんきで適当だが、私は個人的に気に入っているしな。食い物は美お味いしいし、人間は面白いし、アニメは楽しいし、可愛かわいい女は多いし、アホな男も多いし」

「アリサさんは……なんだかんだで、この世界が好きなんですね」

「まあな。だから、そいつをなんとか出来る『最強』の『主人公』を探していたんだよ。ここしばらくの間な？」

　それはきっと『主人公』の中でも……『救世主』とか呼ばれるものだ。

『百物語』の主人公でさえ持て余している俺おれにとって、そんな大それたものはまるで想像出来ないシロモノだった。きっと、もの凄すごい格好いい英雄とか。――それこそ、聖女とかがそういうものになるんだろうな、なんて漠然と思う。

　そして、ここに『聖女』っぽい才能の持ち主がいたのだ。

「そんなわけで『主人公』を探していたら、星座に『可能性』を封じられた『主人公』が最近出来たってのを察したんだよ。で、会いたくなったわけさ。そいつなら私と一緒に『千夜一夜の物語』を集めて、この世界を死なないようにしてくれるんじゃないかって」

「星座に、ですか？」

「ああ。『予兆の魔女』だからな。星に現れるそういったものも全部把握出来るわけさ。それは『乙女座』に封じられた『正義の女神アストライア』の可能性」

　アリサはその水色の瞳ひとみで、じっと理亜の目を覗のぞき込む。

「――それが、お前さんだよ『正義の星女神リア＝ストライア』」

　こうして理亜の中で聞いていると、その話は途方もない物語に聞こえた。

　星座に『可能性』を封じられていた。それは『女神』の可能性である。そして、それが理亜である。全くもって荒こう唐とう無む稽けい、どこのファンタジー物語だ、なんて思ってしまう。

　理亜だってそんな話をそのまま受け入れたりなんて出来ないだろう。

　だけど。

「その話を私が信じる、信じないは特に気にしていないのですね」

「もちろんさ。こんなデンパな話、いきなり信じられた方が引くからな」

「つまり、私の『何な故ぜ』に貴女あなたは正直に答えてくれただけである、と」

「察しがいいじゃないか。ますます相棒に欲しくなったぜ」

　そう、受け入れさせる為ための言葉ではなかったのだ。あくまで理り亜あの質問に、アリサとしての返事をしただけの内容。それを信じさせるつもりもなかったのだから、アリサの発言が荒こう唐とう無む稽けいなのは当たり前だったのだ。

「私以外の人と組んだことはあるのですか？」

「もちろんさ。だが『千の物語』を集め切ったヤツなんかいない。一日に一話だったとしても千日だろ？　約三年かかるわけだ。ましてや、ロアなんてもんはそんなにホイホイいるわけじゃない。平均一週間に一話だったとしても七倍になるから、二十一年かかるって計算だしな？　まあ、厳密に言うともっと違う計算になるが」

　俺おれの百物語の計算よりも、純粋に十倍なのか。確かに、途方もない話だ。

「つまり集め続けている間は、私の『もうすぐ死ぬ』というのは先送りになるのですね」

「そういうことだ。お前さんが死なないよう、私が全力で守るからな。ただ、もちろんロアに負けちまったりしたら死んでしまう。むしろ、人間としての死じゃなくて、もっときっつい死に様になるかもしれないわけだが」

　そう、これは本当に魔女との契約なのだ。リスクは減るわけではなく、増える。しかし、理亜のメリットも大きい。そして俺の知っている理亜という少女の価値観からすれば……。

「もし兄さんなら、散々迷った挙あげ句く、結局ＯＫしてしまうとみました。何故なら、やはり一番大きな理由はスナオさんみたいな子を助けられるということ。そして……私や家族、友人がそういう目に遭あわないよう、こっそり戦い続けてしまうと思います」

　そう、なるらしい。俺が理亜の中で美化されている気はするのだが、理亜の正義感からしてもやはり許せないのはスナオちゃんみたいな子がいるということと、この世界がそういう危険なものに満ちているということなのだろう。

　だから。

「だから。兄さんがそんな目に遭わないようにする為に。私は、貴女と共に歩む『千夜一夜シエラザード』になりましょう、アリサさん」

「ハハハハハ!!　いやはや、お前さんはほんっと、かなりブラコンだな！　いっそ告白しちまったりしないのかよ？」

「っ！　そ、そんなこと。……出来るはずありません」

「ハハッ、まあいいさ。私はいつでも応援するぜ？　『主人公』は大体の恋愛も成功させたりするしな？　もっとも、失恋も『主人公』の醍だい醐ご味みだったりするが」

「……そういうのはいいんですってば。私は今の兄さんと、穏やかに過ごせれば」

「ハッ、ＯＫ了解したぜ。ともあれ、これで契約成立だ。今後とも宜よろしく頼むぜ、相棒」

　アリサはそんな理り亜あの前までやってくると、その右手を差し出した。

「宜しくお願いします。アリサさん」

　理亜がその手を、力強く握った。――その瞬間だった。





　理亜の頭の中に、怒ど涛とうのように光の粒子が大量に流れ込んできた。

　宇宙空間を高速で移動し、星々が瞬く間に通り過ぎていくかのように。

　その一つ一つの星の光が、アリサの言う『予兆』なのだと理解出来たのは、彼女の手を握っているからなのだろうか？

　その光の一つを、理亜はハッキリと見てしまう。

　そこには――。





　真紅に染まっている空。まるで大災害でもあったかのように崩壊した街並み。

　そして、狂ったように高笑いをしている少女の声――。

　その声には、なんだか聞き覚えあるような、ないような。

　崩れた瓦が礫れきの上にかなりの血ち溜だまりが存在していた。まるで全身の血を全すべてぶちまけたかのような、絶対に危険であるほどの血の量。

　そこに、誰だれかが倒れている。

　見覚えがあるけれど、そんなにしょっちゅう見ているわけではないような顔の男。

　いつも鏡の中くらいでしか見ない男。





　あれは――俺おれだ。





　俺が、血溜まりの中――全身傷だらけで倒れていた。

　そう、その顔は蒼そう白はくで。

　傍から見ても完全に、死――。





「いやああああああああ!!」





　空気を引き裂くような悲鳴を聞いて、俺おれは跳び起きた。

　場所は……俺の部屋のベッドの上だ。

　ってことは、鳴な央おちゃんの見せてくれた理り亜あの夢ツアーは終了したってわけか。

　つまりそれは、理亜が目覚めたってことを意味し――っていうか。

　今の悲鳴は、まさか!!

「り、理亜!!」

　俺は大慌てで部屋を飛び出し、すぐさま理亜の部屋まで行くとドアを開けようとする。

「理亜、どうした!?」

　だが鍵かぎが掛かっているのか、ガチャガチャと鳴るだけでドアはまるで開かなかった。

「理亜っ！」

　ドンドン、と部屋を荒々しくノックして部屋の中に向けて叫ぶ。

　俺の心臓も、恐ろしいくらい早鐘を打っていた。あそこで死んでいたのは俺だ。そして、理亜はそれを『予兆の魔女』の力で見てしまった。つまり、俺は――死ぬかもしれないのだ。そう思うだけで寒気がして震えそうになるのだが。

　それよりも今は、理亜を安心させてやりたい気持ちが先立った。

「……兄さん」

　カチャ、と鍵が外れる音。ドアを開けて、パジャマ姿の理亜が赤い目をして現れる。

「理亜、悲鳴が……」

　と言いかけたところで、理亜は俺の体に抱きついてきた。

「り、理亜？」

　ぎゅうううう。背中に回された手が強い力で俺を締め付ける。俺の胸に思いっきり押し付けた顔は、俺の感触を確かめるみたいにぐりぐりと鼻と頬ほおを当てていた。

「兄さん……」

　理亜が見た『悪夢』というものの内容を理解する。

　こいつは、俺が死ぬ夢を見たのだ。

　しかも――それは夢ではなく。アリサの能力である『予兆』として。

「兄さん、私……嫌なんです」

　理亜はいつものクールな声が出せなくなっていた。

　切なそうな、苦しそうな。搾り出すように震えた声が胸を打つ。あんなに怖い目に遭あっている時でさえ落ち着いていた声が、今はすっかりか弱い小さな女の子のようで。

「嫌なんです。私、兄さんが死ぬの。だから……だから……」

　俺の為ために『主人公』になってくれた理亜の。

　俺との日常の為に戦うことを決意してくれた理亜の。

　それは痛いくらいに激しい、想おもいだった。





「お願いだから、もう戦うのを止やめて下さい」





　今の俺おれには、そんな理り亜あの背中を静かに抱き締めることくらいしか出来なかった。



    

  
    
      


◆第十三話：‥“〝主人公”〟のロア　前編
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　その日の午後、俺は月つき隠がくれ市の駅前にある時計塔の下に立っていた。

　あの後、理亜をなんとか宥なだめた俺はもう一度眠らせることに成功し。

　そして、今回の件を相談出来る相手に連絡をしたのだ。





「あー、もしもし、俺だけど」

『もしもし私よ。実は寝ていたの。だから死ね』

「いきなり物騒な返事をされた!?」

『なんですか。私の睡眠を妨げるほどの用件ですか？　もし、大したことのない用件だった場合は、電話から貴方あなたの耳の中にところてんを流しこみます』

「なんか地味に怖いなそれ」

『耳から侵入したところてんは、やがて脳に達して……貴方の脳をところてんにしてしまうのです……』

「それところてんじゃなくて、絶対なんかヤバイもんだ！　地球外生命体だよなそれ！」

『そして、貴方は“〝ところてんワンの百物語”〟に』

「変な主人公になった!?」

『ちょっとワンコっぽくて可愛かわいいじゃないですか。少なくとも今の貴方よりも可愛げがあるので、どうですか是非』

「是非じゃなーい！　お勧めのお昼ご飯紹介、みたいに勧めるなよ!?」

『全くもう、賑にぎやかですね。ふー』

　うん。一いち之の江えはすっかりいつも通りの一之江だ。おかげで安心した。どんなに大変なことがあっても、こいつのマイペースっぷりは変わらないで欲しい。

「実は相談したいことがあるんだ」

『あー、なるほど。なんとなく把握しました』

「おお、流石さすがに話が早いな」

『北１４０　西80の辺りですよ。そこに“〝しるし”〟があります』

「なんの話だ」

『ん？　もしかしてサイズが違うバージョンですか？　でしたら北70の西40です』

「もしかしてなんかのネタバレだよなそれ！」

『それでは頑張って下さいね。ふぁー。おやすみなさい』

「いやいやいやいや、ストップ！　ストップ！」

『なんですか、まだ解わからないことでもあるんですか？　怪しいとこは『しらべる』で、無駄に黒くなっているトコはとにかくチェックすればいいんです』

「ゲームの攻略法の相談じゃねえよ！　なんでこのタイミングで一之江に某大作ＲＰＧ第一作目のネタバレ相談をしなきゃなんないんだよ!?」

『好きかなあ、と思いまして』

　まあ、かなり好きなのは確かなんだが。

「そうじゃなくて。ほら、もっと深刻な方の話あるだろ？」

『私は私の睡眠以上に深刻なものなどありません』

　キッパリ言い切られると、なんか反論もしづらくなってしまった。

『ですが……ふむ。お昼も結構過ぎた時間のようですね。そろそろ起きてもいいでしょう。ふぁーあ……で、なんですか？』

「いや、相談に乗って欲しいんだってば」

『貴方あなたの相談相手と言えば、それ即すなわちキリカさんの誘惑タイムなんじゃないんですか？』

「そ、そうかもしれないけどさ。今キリカはダウンしてるだろ」

『まあ、それもそうですね。仕方ありません。休日の午後という貴重な時間を貴方に割いてあげるのも、ごくたまにはいいのかもしれませんね』

「お、マジか。ええと……電話で大丈夫なのかなあ？」

『どうせ妹さん関連でしょう？　面倒なので今すぐ月つき隠がくれ駅に来て下さい』

「うん？　まあ、行くのは構わんが」

『本日はショッピングと外食のつもりだったんです。その予定を覆すのは嫌なので、それに付き合うならいいですよ』

「あー、そうか、すまん。うん、荷物持ちでもなんでもやるよ」

『なら結構です。では今すぐ家を出て月隠駅西口、時計塔広場の時計下にいて下さい』

「お、おう、解わかった」

『では』





　そんな電話のやり取りをしたのが、ついさっきのことだった。

　俺おれは言われた通りの場所にそれなりに気を付けた私服でやってきている。お洒落しやれとまでは言わないが、適当過ぎる格好ではない、みたいなラインだ。春前に理り亜あに選んで貰もらったものだったりもする。

　しかし、ショッピングと外食に付き合うのって、まるでデートだよな？　一いち之の江えとデート。普段ツンツンしているせいで忘れがちだが、あいつは基本的にやたらと可愛かわいい。黙っていれば物静かで清せい楚そなお嬢様に見えるくらいだ。黙っていれば。

　そんなあいつと、まあ相談に乗って貰う為ためとはいえ休日にお出かけするのだから、ちゃんとそれなりの格好で来ないと失礼になるかもしれない。そんな意識だ。

「お待たせしました」

「いや、俺も今来た、と、こ……」

　一之江の声がしたのでそちらを振り向いてみたら。そこにはなんとも愛らしい、清楚でお洒落な私服に身を包んだ一之江がいた。普段は蒼そう青せい学がく園えんの制服しか見ていないというのもあって、かなり驚いてしまう。可か憐れんで優雅。それでいて華やかな色合いをキープした、スタイリストでも付いているんじゃないかって思えるレベルのファッションっぷり。

「どうしました。私の私服姿があまりにも美しくて言葉を失ったみたいな顔をして」

「バレバレだっ!?」

「貴方の思っていることくらい、解るといつも言っているではありませんか。ほら、ボケた顔していないで、とっとと行きますよ」

　一いち之の江えはくるりと背を向けて、スタスタと歩き出してしまう。その後ろ手に持ったポシェットとかも可愛かわいらしくて、本来の一之江はとてもお洒落しやれさんであるというのを知った。

「貴方あなたもそれなりの格好をしていますね」

「うん？　ああ、怒られないようにな」

「大変良い心がけです」

「で、まずはどこ行くんだ？」

「百貨店のブティックからです」

　慌ててその背を追いかけて、その横に並ぶ。不意になんかいい香りが漂ってきた。

「ん？」

「どうかしましたか？」

「いや、なんかいい香りがしたんだ」

「会って早々、女の子の匂においを嗅かぐとか流石さすがの変態ですね」

「そんなんじゃねえ!?」

　ぷいっ、とすぐに顔を背けてスタスタと歩いてしまう一之江。

　あいつ、普段から外出の時はこんな感じなんだろうか。

　それとも、俺おれと出かけるから……？

「はは、そんなまさか」

　一之江に限ってそんなはずないと思いつつ。これはこれで役得だなーなんてウキウキした気持ちでまた一之江の横に並んだのだった。





◆2010-06-19T015:15:00　"Department Store"





　百貨店に並んで入ったり一緒に歩いていたりすると、緊張してきた俺がいた。というのも、同じ年とし頃ごろの女の子とこうして駅前百貨店に入るという経験があまりないのだ。キリカと遊んだりすることはあっても、大抵がカラオケやファーストフードだったりするし。理り亜あと一緒に歩く場合、どちらかと言うと生活用品を買う為ためだったりする。

　だからこうして、目的もなく女の子と一緒に街を歩くというのは……本当にデートみたいで、はっきり言ってドキドキしていた。

　一方、一之江の方はまるで俺なんかいないかのように自じ由ゆう気き儘ままに歩いている。気になる店があったら立ち止まり、ひとしきりウィンドウを眺めていたかと思うと、気がつけば再び歩き出したり店の中にいたりと先が読めない。だけど、服を見ている時の一之江の横顔とか、小物を物色している時の楽しそうな表情なんかは見ていて飽きないものだった。

　俺おれの相談に付き合って貰もらうからと、たまたまこうして行動しているわけだが、やはりこれはデートと言っても差し支えあるまい。そう思うだけで、心臓はドキドキしてしまう。

　――もっとも、その相談内容があんなものでなければ、俺も心から楽しめるのだが。

　俺の死を見てしまった理り亜あ。そして、それを見てしまった俺。理亜に泣きつかれるくらいにお願いされたこと……。それら全すべてがぐるぐると頭の中を巡るせいで、いまいちこのデートも楽しめない。一いち之の江えはいつになく、本当に可愛かわいらしいのに。

　黙っていれば可愛いこいつが、黙っているのだから可愛いに決まっている。こんな最高の状況だというのに楽しめないなんて、なんてもったいないんだろう。

「モンジ」

「ん？　ってか、外を歩いている時はせめてモンジじゃなくて本名である一いち文もん字じ……」

「疾風はやて」

　一之江に名前で呼ばれただけで、心臓が思いっきり跳ねた。

　いつも『言え』って言っているくせに、いざ名前で呼ばれるとドキドキして緊張するなんて思いも寄らなかった。というか、こんなタイミングで呼ぶなんてどんな狙ねらいなんだ。

「どうしました。望み通り呼んであげたというのに、リアクションなしですか？」

「い、いや、こう、凄すごくビックリして、照れた。すまん」

「照れないで下さい。呼んだ方も恥ずかしくなるじゃないですか」

　ちょっと視線を逸そらす一之江の頬ほおが赤く見えるのは気のせいだろうか。

　いかん、なんだ。凄い心臓がバクバク言ってるぞ？

「ま、まあ、うん。モンジでいい。なんつーか、心臓が大変だった」

「名前を呼ばれたくらいでそこまでうろたえるのもどうかと思いますけどね。ともあれ、ちょっと質問なんですが」

「うん？」

「この汚けがれを知らない乙女のような白いワンピースと、返り血に染まった戦乙女のような赤いワンピースだとどっちがいいですか？」

　両手に持っているワンピースを見せて俺に尋ねる。その行為そのものはデート中のカップルっぽいのだが、いかんせん表現がおかしくないか？

「返り血てお前」

「貴方あなたの血管を切り裂いた時に目立たないかな、と思いまして」

「やっぱり俺のだった!!」

「ですが、ほら。白いワンピースが貴方の血で染まるのもそれはそれで」

「どれがどれだよ!?　っていうか結局俺はグッサリやられるのかよ！」

「まあ、それが貴方ですし」

「さらりと嫌な存在認定するな」

「まあいいではありませんか。では、えーと」

　一いち之の江えは迷うように斜め上を見て。

「……どっちが私に似合うと思いますか？」

　と、なんだか言いづらそうに口にした。

　なんだこれは。やっぱり一之江にとってもデートなのか？　実はデートだったのか？

　心から楽しめないと言ったばかりだったが、あれはウソだ。今の俺おれは一之江のこのボケとデレに翻ほん弄ろうされている。まあ、多分このデレは偽物のデレだ。きっとニセデレだ。

「ほら、ニセデレしているのですから早く乗っかって下さい」

「やっぱりニセデレだった！」

「当たり前じゃないですか。今はせっかくこういう状況だから試しにそれっぽいことをしてみているだけで、べっ、別に、貴方あなたのことなんかー」

「頼むからそれを棒読みではなく、本気っぽく言って貰もらえないだろうか」

「嫌ですよめんどくさい」

　うん、安心した。これでこそ一之江だ。

「ちなみに、こうやって普通に話したり歩いたりしている時は白がいいな。一緒に歩いているだけでかなり素敵なお嬢様を連れている気分になれるし。だけど赤ってのも捨て難いから、それはなんか派手な場所に行く時に着て欲しいかもしんない。サーカスを観みに行くとか、舞台を観に行くとかな」

「うっわ、本気で答えられた」

「うっわって言うなよ！」

　一之江はいつものつまらなそうな表情を、少しだけ和らげる。その瞬間、もしかしてこいつ気遣ってくれてるのか？　なんて思ったが。

「なら、今度貴方と出かける時は制服で充分ですね」

「どっちもなしかっ」

　このひねくれた性格だけは揺るがなくて、逆に安心してしまった。そして、その安心のおかげで心が軽くなっていたのも確かだ。相談しようと思った時は深刻な気持ちだったのに、今なら落ち着いて話すことも出来そうだ。もし、一之江がそういうのを狙ねらっていたとしたら感謝したいし。――狙ってなくても、感謝したいな。

「サンキュー、一之江」

「なんか自己完結で感謝されても気持ち悪いだけですよ。本当に、貴方は真性のバカなのですね、全く……」

　なんだか懐かしい言い回しについ笑ってしまった。

「ほら、気持ち悪くデュフフ、とか笑ってないで。次行きますよ」

「デュフフとか笑ってないよな!?」

　一いち之の江えは俺おれの抗議なんか無視してスタスタと歩いてしまう。

　全く、本当に。何を考えているか解わからないヤツだよなあ。





◆2010-06-19T018:00:00　"Sakai River"





　陽ひも暮れてきた頃ころには、俺の両手は完全に袋で埋まっていた。

　あるんだなー、本当にこういう荷物持ち。これからはヒロインの買い物に付き合わされて、どっさり荷物を持っている主人公に共感出来そうな気がする。

「もう少しですよ。我が家の車にそれを運んだら貴方あなたはお役御免です」

「いや、俺の用件が終わってないだろっ」

「？」

「何も言わずに不思議そうな顔するな！」

「何も言わなくてもツッコミが出来るなんて器用な男ですね」

　くそっ、一之江は本当にボケの達人だな。ツッコミを入れたくなくてもついつい言わずにはいられない、そんなラインを突いてきやがる。

　そんな話をしていたら、目の前の道どう路ろ脇わきに見覚えのある車が停車した。

「到着したようですね。荷物持ちご苦労様でした」

「うむ」

　車から出てきた運転手さんがトランクを開けて、柔和な笑顔で俺から荷物を受け取っては中に並べていってくれる。その整理の仕方はやたらと手て馴なれている。

「久しぶりに買い込みました。ちょっぴりすっきりしましたね」

「なんだ、一之江の趣味はショッピングだったのか？」

「ウィンドウショッピングです。今日は少し奮発しました」

「へえ、そうなんだ？」

「ちょっとストレスも溜たまっていましたからね。引き分けたり負けたり」

　こいつはとことん負けず嫌いなんだなあ。おかしくなって、ついつい笑ってしまう。

「一之江自身は負けてないだろ。俺のお守もりがあるから負荷がかかってるだけで」

「私くらい超最強美少女になると、貴方くらいは本来負荷でもなんでもないんです。なので、これは私の慢心の結果だったと思い込むことにしました」

　そして、自分自身に対してまで負けず嫌いだった。勝利への弛たゆまぬ努力やら、こういう反省やらが一之江の最強を維持しているのかもしれない。そして、俺はそんな最強少女を物語にしているのだから――頑張って、最強が霞まないようにしてやらないといけないな。

「さて、ここから少し歩いた所に美お味いしいハンバーグ屋があったりします」

「お供させていただきます」

「ええ。荷物持ちのご褒美に、金持ちの私が下々に恵んであげましょう」

　そんな言い方をされたら、割り勘とか言いづらくなる。流石さすが、こういう辺りもなんだかんだでこいつの気の回し方は解わかりづらいが上う手まいのだ。

「こっちです」

　そして、スタスタと歩き出す。どうやら、移動は徒歩のようだな。

　身軽になった俺おれは、そんな小さな背中を追いかけることにした。





　やがて、境さかい川がわに面した川沿いの通りに出た。

　ジョギングをしている人、犬の散歩をしている人。川沿いで野球をしている少年たち。とてものどかで和やかな風景を、俺たちは二人で静かに歩く。

「いい雰囲気の途中ですが、そろそろ暇ひま潰つぶしに相談に乗ってあげてもいいですよ」

「ははっ、危うくこのいい雰囲気のおかげで頑張る気力が湧わくところだったよ」

「私が本気を出せば、メンタルケアすらも出来るのです。キリカさんにお任せしているのは、私が面倒くさいからなのですよ」

　そんなところでキリカに対抗しているのもちょっと面白いな。

　とはいえ、相談に乗ってくれると言うのだから、正直に話をするとしよう。

「で、相談ってのはあれですね。『俺の妹がこんなにうにゃららなわけがない』とかの」

「可愛かわいいのは事実だから、そこの辺りはそんなに相談しなくていいんだ」

「うっわ、やっぱりシスコンですね」

　じとー、とした目で見上げられるが。理り亜あが可愛いのも事実なのでここは否定しないで堂々としているとしよう。

「それで？　やっぱり戦いたくない、とかぬかしたらそろそろちょん切る予定です」

「ちょん切る!?」

「はい。こう、スパッと」

　一いち之の江えは何かを引っ張って、そして二本の指でハサミのようにチョキっとして見せる。

　俺は一気に背筋が寒くなった。

「いや、戦う覚悟はついたんだ。俺はあいつを俺の物語にする。それは間違いない」

「おや。今朝よりもハッキリ言うんですね？」

「ああ。理亜が苦しんでいるのを知ってしまったからな。あいつもきっと、俺が苦しむのが嫌だから頑張っているんだろうけど」

　そして。自分の命が危ないこと以上に、俺が死ぬかもしれないというのが怖いから頑張ってくれているのだろうけれど。

「やっぱどんなんであれ。あいつが泣くのだけは許せないんだ。大事な妹だからな？」

「まあ、解わからなくもありません。私にも双子の妹がいるので」

「えっ、そうなのか!?」

　一いち之の江えの双子の妹。一体全体、どんな妹さんだろう？　双子というからには外見は似ているのだろうけれど、中身まで似ていたらそれは恐ろしいドＳ姉妹だろうなあ。いや、逆にすっごくいい子で優しいというのはどうだ。……一之江の外見で優しくて健けな気げでいい子風味な性格……うん、見てみたくて仕方ない。

「貴方あなたには会わせませんよ。ハーレムの一員にされたらたまりませんから」

「ハーレムてお前」

「妹にはロアも何も知らないままでいて欲しいので。なのでまあ……貴方と妹さんの気持ちは、少なからず解らなくもない、みたいな気持ちでいます」

　――ああ。だから今日は、一緒にデートしてくれたりしたのか。

　兄妹と姉妹の差はあれど、身内を巻き込みたくない気持ち。それが解るから、一之江は面倒だっただろうに気分転換してくれたばかりか、俺おれの相談に乗ってくれたのだ。

「だからこそ、理り亜あさんの気持ちも解らなくはありません。結局、向こうは貴方に戦って欲しくないのです、力ずくでも。きっと、そこには強い覚悟があるわけですよ」

　このまま戦えば俺が死んでしまう、そんな『予兆』を見せられた理亜。

　だから余計に、俺を戦わせないという覚悟が強いのだろう。

「だから、貴方自身ももっと強い覚悟を見せないといけないんです。単に彼女を巻き込みたくない、では弱い。貴方自身が何かを――苦しみ、もがき、辛つらいけれど頑張る。そんな道を示して、その覚悟を見せないことには、理亜さんは納得しないでしょう」

　一之江はじっと俺を見つめる。

　そう、覚悟。理亜は覚悟していた。痛くても、苦しくても、俺やみんなの為ために『主人公』になる道を選び取っていた。俺も、覚悟したはずだ。守られるだけの俺じゃない。仲間たちを守れる俺になることを。

「だけど……どんな苦しみが建設的な覚悟に繋つながるんだろう？」

「建設的な覚悟。面白い言葉ですね」

　一之江は口元に小さな笑みを浮かべると、目を細めて俺を見上げる。

「例えばモンジ。貴方は私のロア能力に消えて欲しいですか？」

「一之江のロア能力が消える？」

「そうすれば、私はただの美少女金持ち女子高生に戻ります。危ない目に遭あったり、痛かったり苦しかったりすることもありませんし、誰だれかを殺し続けなければいけない、なんて罪を犯し続けることもなくなります」

「なるほど……」

　一いち之の江えがただの人間に戻ったらどうなるか、か――。ごく普通の女子高生になったこいつ、というのがまるで想像出来ない。ああ、つまり、こいつは多分。

「一之江は能力がなくなっても、別に戦いを止やめたりしないだろ」

「どうしてそう思いますか？」

「一之江がどうして『メリーズドール』になったのかはまだ知らないけどさ。でも、一之江がその自分自身の物語をとても大事にしてるってのは知ってる。すっげえ誇りに思っていることだって解わかってる。だから、お前はその力がなくなったって『メリーズドール』のまま、頑張って戦い続けようとするだろうな」

「その通り。解っているようで何よりです」

　俺おれは『百物語』の能力を使った時、こいつの物語に触れた。あの時、そこに描かれていたのは強く、気高い『メリーズドール』だった。

　復ふく讐しゆう相手を探している哀れで悲しい人形ではない。あくまで自分の意志で相手を殺すまで追い詰める、誇り高い殺人鬼。その『対象の抹殺』こそが『月つき隠がくれのメリーズドール』の真髄なのだから、彼女はそれを貫き通す覚悟を持っていた。

「格好いいな、と思ったんだよ。一之江の物語。いや、殺人鬼を格好いいなんて思っちゃ本当はいけないんだろうけどさ。でも、それって一之江は敢あえて『最強で最恐』の存在になることで、悪さをするロアを止めようっていうのもあるんだろ？」

「――そこまで気付かれていると恥ずかしいのは確かですが。私の物語に触れた貴方あなたなら仕方ないのかもしれませんね。くそう」

　丁寧な言葉の後に続いた小さく呟つぶやく悪態に、ついつい笑ってしまった。

「私にそういう強い想おもいがあるように。理り亜あさんにも譲れない想いがあるように。モンジ、貴方にも貴方しか大事に出来ないわがままな強い想いがあるはずです。それを妹さんにぶつけてみることです」

　そう。俺にもこいつみたいな誇りが、今はある。

　絶対に譲りたくないわがままが、確かにあるのだ。

「ん……よし」

「それでダメだったらまあ……禁断の妹とのあれそれにでも走って説得して下さい」

「禁断のあれそれだと……」

「ん？　ああ、でも従姉妹いとこなんでしたっけ。だったら禁断でもなんでもないので、ただのいちゃつきになりますね。そんなものに価値はないのでやっぱり今のはなしで」

「価値はないのか？」

「当たり前のことをしても当たり前の結果しか出ませんよ。ものごと、危ない橋を敢えて渡ろうとする人の方が革新的な結果を生むものです」

　意外と深いことを語っている気がする。ちょっと心の名言として脳内メモしておこう。

「まあ、買い物に付き合わせた分くらいは私も貴方あなたのわがままに付き合いますよ。貴方には、どの『主人公』にも負けて貰もらうわけにはいきませんからね」

　そんな風ふうに語る一いち之の江えの顔がどことなく赤くなっているような気がしたのは、今が夕暮れだからだろうか。某有名検索エンジンに今の一之江をかけたら『もしかして・ツンデレ』とか出ないだろうか。

「ま、一之江が絶対消えないように。俺おれも全力で『主人公』を頑張るからなっ」

　うん。例え、俺に死ぬ未来があるのだとしても。あんなに血ち塗まみれになって倒れていたとしても、きっと……背中だけは無事なんだと。今ならそう信じられる。

　そこにこいつがいるなら、俺はどんなに怖い存在にだって立ち向かえる気がした。

「……モンジ」

「ん？　……おわっ!?」

　一之江は俺の右手を、その左手で握る。

　しっとりと冷たくて気持ちのいい、細い繊細な手が俺の右手を包んでくれた。

「え、ど、どういう、え、な、どうした？」

　思わず凄すごい動揺して尋ねてしまうと。

「今だけ、むちゃくちゃ嫌々ですが、貴方を確実にレベルアップする為ためにこうしておいてあげます」



    

  
    
      



    

  
    
      「お、おう。嫌々、だよな、うん」

　どうしたことだ。心臓がもの凄すごくバックンバックンいって大変だ。なんだ、どういうことなんだ。どうすればいいんだ。何をすればいいんだ。

　すっかり動揺している俺おれに、一いち之の江えは目を閉じて頬ほおを染めながら口にする。

「私を消さないで下さいね。……疾風はやて」

　ぽそ、とはにかんだように呼ばれた俺の名前を聞いて。

　そして俺は死んだ。





◆2010-06-19T018:30:00　"Sakai River"





　そんな一之江のデレタイムはあの五秒後には『デレタイムは時給百万円です』という酷ひどいぼったくり金額によって解除された。同時に生き返れたのでよしとする。

　多分照れ隠しだったのだろうが、それでなくてもちょっと高いんじゃないかと思う。

「そういえば『主人公』と『普通のロア』の違いってのはなんなんだ？」

　月つき隠がくれ駅の次の駅に近い辺りにきて俺は一之江に尋ねた。

「そういうのは『主人公』同士で会話して下さい。こう、バラっぽく」

　と気持ちの悪いことを言う一之江が、先の道を指差す。そこには……。

「お？」

　俺と今朝方戦って、一勝一敗になった氷ひ澄ずみが私服姿の女の子と歩いていた。

「なんだあいつ、イケメンだと思ったらデートか？」

「ですが、なんか見覚えのあるロリっ子ですね」

　俺と一之江はもう少し近づいて見てみることにする。

　氷澄はつまらなそうな仏頂面で歩いていた。デートという雰囲気は特に感じられない。

　そして、一緒に歩いている少女は、どこか弾むように歩いていた。とても楽しそうだ。

「あれは私服姿のラインさんのようですね」

「え、マジでか」

　確かに、言われてみれば……髪形も服装もごくごく普通の健康的な女の子っぽいから印象が全然違うが、よく見れば『境さかい山やまのターボロリババァ』ことラインだった。

「なんか声をかけづらい雰囲気じゃないか？」

「ふむ……」

　一之江はしげしげと二人の様子を見つめて。

「『ふふふ、ひーずみっ！　今日はとっても楽しかったのうー』」

　と、ラインのセリフを勝手に捏ねつ造ぞうし始めた。よし、俺おれも乗っかろう。

「『フン、デートくらいで浮かれるな、ライン』」

「『ああん、氷ひ澄ずみはつれないのう……昨夜はあんなに激しかったというのに……』」

　激しかったのかよ！　いいのかよ氷澄、見た目的には犯罪だぞ！

「『フッ、あれ以上の激しさを今晩は見せてやるぜ……？』」

「『ぽっ、夜の『音速境界ライン・ザ・マツハ』も楽しみじゃな、氷澄……』」

「『ふ。俺の『厄災の眼イーヴルアイ』はいつだってお前だけを見ているさ……』」

「『氷澄……』」

「『ライン……！　ガバァ！』」

「何がガバァだ！」





　ゴチン!!





「痛い!?」

　いつの間に近くに来ていたのか。怒った氷澄の拳げん骨こつによって俺の頭はやたらと本気で殴られていた。っていうか、マジで痛い。こいつ、手加減せずに殴りやがった！

「痛いじゃないか氷澄。友人の軽いギャグだろう」

「友人になった覚えまではない」

「わはは、面白いことをやっておったのう。お主たちはデートか？」

　ラインはごく普通の少女ちっくな外見なのに、言葉遣いは古臭い感じのままだった。

「いえ、荷物持ちをさせた帰りに食事を恵んでやりに行く途中です」

「なるほどな。わらわたちは新作ゲームを買った後に帰るところじゃったよ」

　本当にラインとはゲームで契約してんのか。

　やっぱりレースゲームとか得意なのかなあ。いや、ラインくらいの速度だと逆に遅く感じてしまうから、別のジャンルの方が好きだったりするかもしれない。どんなゲームをやっているのかはゲーム好きとして聞きたいところだが、今は先に聞きたいことがあった。

「せっかくだから氷澄に尋ねたいんだけどさ」

「お前は本当に馴なれ馴なれしいな……それで、なんだ？」

　氷澄はメガネをついっと上げて、呆あきれ口調ながらも親身に聞いてくれようとする。

　馴れ馴れしいとか言う割にちゃんと対応してくれる辺り優しいよな。

「実は、えーと……『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』と戦うことになったんだ」

「何……っ!?」

　メガネの下で目を大きく見開いて、氷ひ澄ずみは解わかり易やすく驚いてくれた。

「厄介なロアばかり従えていると思ったが、お前は本当に厄介なのに好かれるな……」

　メガネをついっと上げて、それから頭をかいている。その仕草も本当に解り易い男だよなあ、なんて感心してしまっていた。

「俺おれは手伝わないからな、あんなバケモノみたいな『主人公』との戦いなんて」

　そしていかにもライバルキャラみたいなセリフを言われてしまう。

「あれは、本当は心の中で一緒に戦いたいと思ってるんじゃぞ」

「ですね。いかにもツンデレ男子です」

　そんな氷澄をニヤニヤ見ながら、ぼそぼそとラインは一いち之の江えと話していた。

「むしろお前さんのとこの主人公がピンチになったら助けに行く気満々じゃぞ、あれ」

「ですね。いかにもツンデレ男子です」

「うるさいぞそこ!?」

　氷澄が顔を赤くして怒鳴ると、ラインはケラケラと笑っていた。

　うん、こいつらもいいコンビだよな、ほんと。

「まあ、ともあれ。ともあれだ。手を貸すことは絶対に、絶対にしないが……アドバイスくらいなら出来るかもしれないな」

　その言い回しが本当にツンデレ男子になっているんだが、当人は本当に気付かないでやっているのだろうか。だが、ここでそれを指摘するとそのアドバイスも貰もらえない気がしたので黙って頷うなずくことにする。

「『主人公』とただの『ロア』の違いは、『物語』を作っていく側か、物語をなぞる側か、だ。つまり『主人公』と『主人公』の戦いは相手よりも強い『物語』を描けるかどうかによるわけだ」

「んー……ああ！　だから氷澄は、雨の中、しかも夜中にずっとあの十字路で待っててくれたりしたわけかっ。あれだな？　氷澄の方が強くて格好いい『物語』だから、再び挑みにくるかもしれない俺をちゃんと待ち構えていた、みたいな」

「その結果負けたんじゃから、世話ないがのう」

「うるさいぞ、ライン。お前も負けたんだから他ひ人とごとみたいに言うなっ」

　氷澄がツッコミを入れるごとに、ラインはニシシと意地悪く笑っている。

「そもそも『主人公』と『ロア』ではＤフォンの機能からして違う。『主人公』のＤフォンはコードを読み取ることで自分の仲間に出来るロアを探せたり、物語として登録したりする機能があるが、ロアたちにはそれがないからな」

「ふえー、なるほどな。その『自分の物語に合ったロア』っていうのは、誰だれの選定基準で決まっているものなんだ？」

「それこそ、因果――縁だったりするんだろう」

　つまり、運命的なものということだろうか。『厄介なロア』ばかりと言われたばかりだが、そんな彼女たちが今の俺おれにとっては最高に大事な物語たちだ。そんな彼女らとの出会いの縁があったのだとしたら、俺はその縁に感謝したい気持ちでいっぱいになった。

「俺が氷ひ澄ずみに会えたってのもそういう縁の一個なのかもしれないな」

「俺はお前に会ったせいで調子が狂い始めた気がするよ」

　ため息交じりに言う氷澄だが、その表情は軽く笑っていた。

　だから、俺も笑い返す。こういう立場同士の男友達がいるっていうのは、やっぱりなんか心強い気がする。かなり気持ちも楽になったしな。

「なんか怪しい雰囲気じゃのう……」

「掛け算で言うとどっちが前でしょうね」

「氷澄は総受けじゃろうな」

「おい、ライン!!」

　そして、やっぱり余計なことを言うラインに怒声を飛ばす氷澄。

「一いち之の江えも掛け算とか言うの止めようぜっ」

「いやあ、いっそバラに走ってしまえば女性陣たちも仕方ないって思うかな、と」

「どんな諦あきらめだよそれ！」

　こっちはこっちで、一之江へのツッコミが大変だった。

「はぁ……まあいい。話はそれくらいだ。そろそろ俺たちは行くぞ」

「ですね、私たちもさっさとハンバーグを食べるとしましょう」

「ふむ。わらわたちも帰ったらハンバーグにせぬか、氷澄？」

「検討しておいてやる」

　氷澄はラインにぶっきらぼうに答えると、俺を見て一度頷うなずいて。

「『ロア』の中でも『魔女』には気をつけろよ？」

　と、言い捨てて俺たちの横を通り過ぎていった。

『魔女』は油断ならないというのはキリカでもアリサでも身にしみているが。

「おい、どういう意味だ？」

　なんとなく胸がざわついたので振り向いて尋ねる。

「あいつらは『主人公』に寄生することが多いのさ。悪女に上う手まいこと騙だまされた『英雄』が破滅していったり、色々食われたりって物語も多いだろ？　だからな」

　振り返ることなく、そんな言葉だけを残してひらひらと手を振る氷澄。

　ラインも意味深に笑って俺を見てから、てくてくと氷澄に付いていった。

　……『魔女』に気をつけろ、か。

「キリカはやっぱり信用出来なかったりするのか？」

　ここはもう、率直に一いち之の江えに尋ねてみることにする。

「それはもう。彼女は本当に最悪の魔女ですからね。ですが、そんな最悪の魔女が貴方あなただけはちょっぴり特別扱いしているというのも気になります」

「特別扱いなのか、やっぱり」

　色々と世話を焼いてくれたり、優しくしてくれたり、ちょっと誘惑してくれたりするのは俺おれにだけだと言うキリカ。そんな彼女を警戒するなんて、今の俺にはもう出来なくなっていた。――それが既に『食われている』という意味なら、完全に術中にハマっている。

「あれほどの『魔女』に気に入られているというのは、つまり貴方自身が興味を持たれているということです。好かれていると言っても過言ではありません」

　好かれている。そう、確かにキリカは俺に何度も『好き』と言ってくれた。

　あいつと戦った時、その言葉を俺は何度も耳にしている。

「つまり、彼女の興味対象から外れた瞬間に貴方は食べられてしまう。――とっくに、死と隣り合わせなんですよ貴方は」

　死と言われて、理り亜あの夢の中で倒れていた自分の姿を思い出し。

　同時に、高笑いしていた声を思い出す。あの声は誰だれだっただろうか。確かにどこかで聞いた声だった。だけど、頭の中に反響していたせいか、それが誰なのか明確に掴つかめない。

「ん、肝に銘じておく。だけど今は、理亜についている『魔女』の警戒をするよ」

「その情報も掴んでいたのですね？」

「ああ。名前は『予兆の魔女・アリシエル』。自称アリサと名乗る『魔女』だった。理亜に『もうすぐ死ぬぜ』って告げて、同時に理亜みたいな『主人公』を探していたって」

「アリシエル……『予兆』ということはある意味、未来予知みたいなものですか」

　そう、あの光景は未来予知なのだろう。

　とはいえ、それは予言ではなくあくまで予兆。きっと、回避する手段はいくらでもあるのだ。それこそ……俺をもう戦わせない、という理亜の方法もその一つだろうし。

「なるほど。そして理亜さんはその彼女に貴方の不都合な未来を見せられた。だからこそ、あんなにも頑張って冷徹に戦おうとしていたのですね。納得しました」

　そしてこれだけで色々察してしまう一之江はやっぱり慣れているんだなあ、と感じる。

「さて、そろそろハンバーグ屋さんです」

「っと、ＯＫ。難しい話は一いつ旦たん休憩だな」

「ええ。後は食べて食べて食べまくりますよ」

「了解した！」

　気になることはまだまだたくさんある。

　だけど今は……今後の為ためにも、腹ごしらえだった。
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　やたらと肉汁がたっぷり溢あふれる美お味いしいハンバーグを食べに食べた俺おれは、一いち之の江えの車で月つき隠がくれ駅まで送って貰もらった。これから一之江は件くだんの妹さんに久しぶりに会うらしく、買った物もいくつかは妹さんへのプレゼントだったとかなんとか。

「でも絶対に貴方あなたには会わせませんからね。いいですね、会ったら殺します」

「……偶然会った時くらいは情状酌量の余地を下さい」

「いいえ、現行犯なので射殺可です」

　一之江に似た子、というのがいても近寄らない方がベストみたいだな。偶然どこかでぶつかったりしませんように、なんて神に祈るしかない。

「それにしても。今日会った時よりもいい顔をするようになりましたね」

「ん？　ああ。一之江とのデートのおかげだな。サンキュー」

「べっ、別に、以下略」

「そこまで言ったんだから最後までやろうぜ、ツンデレ！」

「貴方の為ためになど誰だれがデレるものですか。では、真まっ直すぐ帰るんですよ」

「おうよー」

　助手席に乗り込んだ一之江に手を振ると、車は静かに月隠駅前を去っていった。

　なんとなくお嬢様は後部シートに座る、みたいなイメージがあったけど。あいつは助手席に乗るんだなあ、なんて思っていたら。

「わお、モンジ君ってば。瑞みず江えちゃんとデートしてたの？」

　なんて、割とタイムリーな存在の声が聞こえた。

「え、キリカ!?」

　まるで浮気が見つかってしまった男のように慌てて振り向く。

　そこには、夏っぽい私服で肩を露出しているキリカが、ニンマリ顔で立っていた。

　そんな人懐っこい笑顔を見ているだけで癒される。

「くんくん。お肉の匂においがするね？」

　キリカはそんな俺に顔を寄せると、あっさりと食べたものを見抜いてくる。流石さすが食べるのが専門の魔女だ。

「一之江に相談してたんだよ。キリカは倒れててつらいだろうからな。でも、どうしたんだ、こんな時間にこんな場所で。体はもういいのか？」

　まずその目をじーっと見つめる。昨晩は目が見えなくなっていたし、つらそうな顔もしていたのだ。心配してしまうのは当然だった。

「うん、目が見えるようになったからね、体は騙だまし騙だましで」

「目が回復したのは安心したけど。だからってなんで月つき隠がくれに？」

「んー？　だって」

　キリカはいつもよりも若干ゆっくりした仕草で、上目遣いで下から俺おれを覗のぞき込み。

「私に聞こえないトコでちょくちょく会話してるんだもん。ちょっと気になっちゃうよ」

　と、唇を尖とがらせた。

「あー、そっか。敵の『魔女』を警戒してたからだったけど、街が変わるとキリカにもさっぱり解わからない状態になっちゃうんだったな」

「んー？　私だけ仲間はずれー、とかじゃないの？」

　ちょっとムスっとしているキリカなんてレアだ。しかも、頬ほおを膨らませている様子がいつになく人間臭くて大変愛らしい。親友の新しい顔を発見した気分だった。

「ないない。むしろ俺はしょっちゅうキリカの話題を語りまくるくらいだよ」

「あれ、そうなんだ？　それはちょっぴり瑞みず江えちゃんに悪いことしたかも。ふふっ」

　もう機嫌を直してくれたのか、それともそもそも機嫌なんて悪くなかったのか。

　いつもの柔らかスマイルになった今では、検討もつかないけれど。

「でも、なぁんだ。心配して出てきて損しちゃった。モンジ君、私に隠し事してたわけじゃないんだね」

「そりゃそうだ。……でも、そんな風ふうに思わせちゃってごめんな。キリカが寂しがるかもしれない、ってもっとちゃんと考えるべきだったよ」

　夜や霞がすみ市を出て、月隠市で会話をすれば『魔女』の探査範囲からは外れる。それは同時に、仲間の『魔女』に不安を与えることになるだなんて思ってもみなかった。完全に失念だ。

「ほんと、ごめん、キリカ」

　だから俺はしっかりと、頭を下げた。

「あはっ、モンジ君ったら。そこまで反省しなくてもいいのに」

　そんなキリカの困ったような声を聞いて顔を上げると。キリカは安心したみたいに『ふーっ』と深い吐息を零こぼして。

「焦って飛び出して来ちゃって損しちゃった。あはは」

　笑った直後に、ふらりと倒れそうになった。

「っておい！　やっぱりまだちゃんと治ってなかったのか!?」

　そんなキリカの体を慌てて両腕で支えると、キリカは力ない笑みで俺を見上げた。

「あはは……うん。目は回復したけど、実はまだフラフラでした」

「なんだって、そんな」

「だって……モンジ君に会いたくて。でも、君をまるで感じられなくて……なんとなく不安になっちゃったんだもの。自分でも不思議なんだけどね、こんな気持ちになるの。落ち着いて考えれば、作戦会議だって解わかったはずなのにね？」

　俺おれの肩辺りに頭を乗せて、もたれかかるように体を預けてくれる。

　支えている手が熱くて、まだ熱があることを把握した。

「そこまで思ってくれるってだけで嬉うれしいよ、キリカ。さ、タクシーに乗って帰るとしよう。ここからなら三十分もかからないだろ」

　こんなに熱かったら病院にというのも考えたのだが、休日の夜だ。今やっている病院なんて救急病院か夜間病院くらいなものだろう。しかもキリカの体は人間的な病気で弱っているわけではない。医者に見せても薬を処方出来ないかもしれないのだ。

「ん……モンジ君」

「うん？」

　と、キリカが赤い顔でもじもじし始めた。

「えっとね、その……ちょっと休めば、回復すると思うんだよね。モンジ君が一緒にいてくれればなおさら。ほら、嬉しいとか、楽しいとか、そういう気持ちになれば回復が早いってのは教えたでしょ？」

「あー、今朝聞いたっけな。うん、解った。それじゃえーと……近くのカラオケでも入ってゆっくり休むか？」

　俺はキリカを支えながら、辺りを見回す。二人で休める場所なんて、駅の前だったらカラオケかネットカフェくらいだろう。だが、キリカは。

　何な故ぜか耳まで赤くなりながら、ふるふると首を振って。

「……お布団が……ある所が……いいな」

　なんて衝撃的なことを呟つぶやく。――お布団がある所。辺りを見回していた俺は、駅のちょっと先にある建物に目がいってしまった。それは、ちょっと外装がお洒落しやれっぽい建物で。中にはお布団のある部屋があって。しかも『ちょっと休む』、その為ための場所――。

　い、いやいや、いやいやいやいやいや!!

「え、ええと、キリカ……？」

「……ダメ……かな？」

　きゅっ、と服を掴つかまれて、潤んだ熱い瞳ひとみで見上げられる。その吐息が荒くなっていて、顔は熱で真まっ赤か。ちょっと汗ばんでいるのか、髪の毛が頬ほおに張り付いていた。

　――ゴクリ。今のキリカは、物もの凄すごく色っぽい。早く休ませてあげた方がいいのは確かだった。だが、本当にいいのだろうか。いいのだろうか、俺？

「あ、あは……ごめんね、モンジ君……困らせる、つもりじゃなかったんだけど……うん、そう、だよね。……ちょっぴり、ハードル高いよね、あ、あは……」

　キリカは迷っている俺をすぐに察してくれたのか、一度ぎゅっと俺の腕を掴むとなんとかその体を起こそうとする。

「ごめん、言ってみただけ。えへへ」

　そんな健けな気げな態度を取られてしまったら、俺おれも覚悟を決めるしかなかった。

「よし、キリカ！」

　そのまま俺は、一気にキリカをお姫様抱っこする！

「ふわっ!?　も、モンジ君っ!?」

「休む為ためだからな！　そういうことする為じゃないからな！　でも、こう、正直な話をするとだな！」

「う、うん……」

「キリカとだから、入るんだからな!!」

　自分でも何を言っているのか、どんな言い訳なのかさっぱり解わからないが。

　俺は人々の注目を集めるのも構わずに、キリカをお姫様抱っこして走り出した。

　しかも目標地点は、いわゆるお城みたいにお洒落しやれな、宿泊兼休憩施設である。

「モンジ君……」

　囁ささやくような声の中に、嬉うれしさが交じっているように感じて。俺自身、自分でも真まっ赤かになるのを自覚しながら、その場所目指して脇わき目めもふらず駆け込むのだった。
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　我ながら。

　我ながら節操がない。

　そう痛感して俺はせめて床に正座していた。

　先輩の家にお泊りをし、朝はみんなに優しくして貰もらった。その後、理り亜あにカレーライスを作って貰って、鳴な央おちゃんは心配して夢の中にまでわざわざ来てくれた。夢の中では理亜の着替えやらスナオちゃんの着替えやらにドキドキし。起きたら泣いている妹を抱きしめたりした。その後、一いち之の江えとデートをして。

　――そして今、キリカといわゆるカップルたち御用達の宿泊兼休憩施設にいたりする。

　なんだこれは。この二日間は濃すぎないか？　そういや憧あこがれの大好きな先輩である詩し穂ほ先輩も、昨晩は俺を誘惑してくれたような。

「ああ、そうか……」

　これだけの超幸運が目白押しになったということは。

「俺は死ぬんだな……」

　あの『予兆』は運を使い果たしてしまった俺の末路に違いない。そうに違いない。そうでないと、あまりにも今の俺おれは節操がなさ過ぎる。女の子とのラッキースケベイベントだらけの変態ラノベ主人公の気持ちがよく解わかる。彼らは、こういう出来事を経験しまくっているのだな。以後はそんなハーレム系のラノベ主人公の気持ちも汲くんで『実は大変なんだよな……』と同調したり出来そうだ。だが、そんな彼らもこの宿泊兼休憩施設にまで入っただろうか？　いや、あんまりないはずだ。何な故ぜならここはある意味大人おとなの聖域。高校生くらいの青少年が入ってしまうのは、色々と問題があるはずだからだ。

　ちなみに、今はどんな状況なのかと言うと。





　シャワ～……





　バスルームからとても魅力的な音が聞こえてきている状態だった。俺がベッドとバスルームのどちらも向かずに壁を睨にらみつけて正座している理由も自ずと解るというものだろう。

　正直、ハードルが高過ぎる。なんでも、キリカは汗をいっぱいかいてしまったから、ちょっと体を洗いたかったらしい。が。

　それは建前で、本当は俺を誘惑するつもりなのではなかろうか。

　そして今の俺は、今までに類をみないくらいに……誘惑に弱い気がする。

　チラッ、と横目でベッドを見ると、大変ふかふかで気持ち良さそうだった。

　キリカが苦しそうだったので、ベッドの大きそうな部屋を選んでポチっとボタンを押したのだが。あんなシステムになっているんだなあ、などと感動していた。受付で顔の見えないおばちゃんから鍵かぎを受け取るだけでドキドキしたものだ。

　これでキリカがバスタオル一枚とかで出てきた日には俺はきっとまた死ぬだろう。

　人は幸福でも死ねるんだな。これはある意味ハッピーエンドなのかもしれない。





「ふはー、モンジ君お待たせ……って、何してるの？」





　そりゃ、風ふ呂ろから出てみると壁に向かって正座してたらキリカでなくても驚くだろう。

「いや。我ながら節操がないなと思って反省しておりました」

「わっ、モンジ君って変なトコで真面目まじめだよね！」

　キリカの声に元気さが戻っていてとても安心したのだが、その姿を振り向いて見るだけの勇気が俺にはなかった。なあに、振り向かないままでいることには定評のある俺だ。きっと死んでも振り向かないと決め込めば、絶対に振り向かない自信はある。

「実はバスタオル一枚なの……」

「やっぱりか！」

「なーんてね、冗談。そんなことないから、振り向いても平気だよ？」

　なぁんだそうかー、と安易に振り向いた瞬間。バスタオルすら付けていないという状況を想定した俺おれは、首を固定したかのように微動だにさせなかった。

「はい、キリカ先生」

「うん、何かなモンジ君？」

「えーと。ちゃんとお召し物は着けていらっしゃいますか？」

「わっ、そんな心配してたんだ!?　んもう、モンジ君ってばエッチだなあ……大丈夫、ちゃんと着てるから」

　ふわっ、と湯上りのいい香りが近付いてくるのが解わかる。

　と、白いモコモコした服の袖そでが視界に入り、キリカが顔を覗のぞかせてきた。

「ね、ちゃんとバスローブ着てるから平気だよ」

「バスローブ、か……」

　安心したような、ちょっと残念なような不思議な気持ち。キリカはそんな俺の肩に手をポンッと乗せてから。

「ふはーっ！」

　ボスーッ、とベッドに背中からダイブしていた。流石さすがに見ても平気そうだなあ、と判断した俺は、ちゃんとベッドの方に向き直る。そこにはバスローブをしっかり着込んだキリカがニコニコ顔でベッドの上に転がっていた。

「ねえ、モンジ君っ」

「ん？」

　キリカはすぐに体を起こすと、にまにまと愛らしいいつもの笑みで俺を見る。

「すっごい回復してるんだけど。モンジ君、かなり私のこと考えまくってくれた？」

「うん？　そりゃ、こんな状況になればキリカのことばっか考えまくってしまうのは男のサガというかだな。そりゃあもう、悶もん々もんだったわけよ」

「そっかー。実はね、近くでモンジ君が私のことをいーっぱい考えたり感じたりしてくれるだけで、君から気持ちみたいなものが流れてきて私の魔力は回復したりするの」

「へえ？　つまりキリカのことをいっぱい考えれば、それだけ回復が早まるのか」

「結局『魔女』の力なんて、他者に働きかけるものばかりだからね。特にモンジ君みたいに契約している相手だったりすると、繋つながれば繋がるほど……かな？」

　繋がる。今の俺は場所柄もあるせいで、そういう単語に大変敏感になっていた。

「あははっ、まあ、そういう意味の繋がりがあっちゃったら、もっといいのかもしれないけれど……でも、うん。モンジ君にそこまでは求めないから安心してね？」

　キリカはふにゃー、と力の抜けたような笑みで俺おれを見てくれていた。

「ごめんな。流石さすがに俺にはまだハードルが高いや。キリカはそれこそ死ぬほど魅力的だし、かなり気に入ってるけどさ。だからこそ……」

「うん。大事にしてくれるんだよね、私を」

　嬉うれしそうに、だけどどこか物寂しそうに、キリカは俺を見つめる。

　その目が潤んでいるのを見て、俺は口元を引き結んだ。

「じゃあさ、モンジ君。今は一個だけお願いがあるんだけど……」

「うん？」

「ちょっとだけ、添い寝してくれる？　モンジ君にぎゅっとして貰もらって安静にしていれば、もっと回復は早い気がするんだよね」

　添い寝。――添い寝か。一緒の布団に寝るだけ。だがそれは煩悩との戦いでもある。

「あははっ、大丈夫。食べちゃったりしないからっ」

「ううむ。食べられちゃう心配はないのか？」

「君が食べたくなったらいつでも構わないよ？」

　クスクスと笑われてしまう。キリカは俺が辛抱たまらなくなって襲いかかるとか、全然考えられないんだろうな。そんなに辛抱強い自信はないのだけど、勢いに任せてキリカを！　とかは友達として良くないので頑張って我慢するとしよう。

「ん……んじゃ、添い寝くらいなら……」

　と、立ち上がろうとした時だった。それまでずっと正座していた俺は、思いっきり痺しびれてしまっていた。

「おわわっ!?」

「わっ！」

　そのまま足がもつれて、ベッドの方にダイブしてしまう。

　キリカはそんな俺を受け止めようと、手を広げて待っていてくれたわけだが。





　ボフーッ。





　ベッドの上で、案あんの定じようキリカを押し倒したような形になる俺。

　そしてあろうことか。

「っ!!」

　俺の顔は、今キリカの……生の胸の間に挟まっていた。

　バスローブがかなりはだけて、キリカの胸がとてもギリギリまで露になってしまっている。そして下着を着けていないその白くて綺き麗れいな膨らみが、文字通り俺おれの目と鼻の先に存在していた。最も気になってしまうそのギリギリ隠れた部分が見えそうで見えないからか、俺はじーっと凝視してしまっていた。

「…………見たいの、モンジ君？」

　キリカが呼吸するごとに、その膨らみもまたゆっくりと上下する。

　それだけできっと、いつかは見えてしまうようになるのだろう。

「…………モンジ君が見たいなら、別に……見ても、いいんだよ？」

　どうして。どうしてこう、キリカはこういう言葉をくれるのだろうか。どうして俺が頑張って抑えようとしている欲望を解き放たせようとするのだろうか。

　つまり、そうやって欲望の対象になっていればキリカのことを強く考えるようになり、結果として彼女の魔力になるから。そういう理由なのかもしれない。

　或あるいはもっと純粋に、俺のことを気に入ってくれているからなのかもしれない。

　だけど、どちらにしても。

「ご馳ち走そう様さまでした」

　俺は目を閉じると、そっとバスローブを直すのだった。

「あっ……ん、いいの？」

「そりゃあ、見たい。死ぬほど見たい。狂おしいほど見たい。見てしまって、満足して、家に帰って何度も思い返したいくらい見たいさ」

　正直な気持ちをハッキリと口にする。

「……それなのに我慢しちゃうんだ？」

「ああ。なんだろうな、それでも見ちゃったら俺とキリカの関係が変わっちゃう気がして。俺はいつまでもキリカといい感じに仲良くしていたいのに、キリカのことをそういう性的な対象で見るようになっちまいそうな気がして。……一回見たんだから、後は何回見ても平気だろ、とか思うようになる俺とかいたら、俺が嫌なんだよ」

　我ながら、随分と勝手な言い草だった。キリカからしてみれば、別に見てもいいと言っているのに、だ。でも、だからこそ。その『最初の一回』というのは大事にしたい。

「んもう、モンジ君ってば。そういうトコ、めんどくさい男の子だよね」

　キリカは呆あきれたように呟つぶやくと。

「じゃあ私も。こうしたいからしちゃうよ？」

　と、俺の頭をそのまま胸に押し付けるように抱き締めた。

「き、キリカ？」

　柔らかい、生の肌が俺の頬ほおに当たる。ふわりと風ふ呂ろ上りの石せつ鹸けんの香りがして、頭の奥がじんじんするほど熱くなってきた。

「ふはー。君の恥ずかしさとか、気遣いとか、欲望とか、色んなものが流れてきて……なんだかとてもいい気持ちだよ、モンジ君っ」

　トクン、トクン、トクン。キリカの心臓の音が耳に心地良く響く。あぁ、なんかこう。『ロア』とはいえ、人として生きてくれているんだなあ、みたいな妙な感動が俺おれの胸を満たした。そう大事な子が『生きている』という実感。それがなくなってしまうというのがどれほど恐ろしいのか。

「そして、君が今抱えている難しそうな問題もなんとなく伝わってきたかな」

「そっか、キリカにはまだ話せてないんだっけ」

「うん、聞いてない。でも、今君からなんとなく伝わってきたのは……また、覚悟しないといけないことがあるんだね？」

　そういうものも伝わってしまうのか。キリカに、俺と一いち之の江えが繋つながっているみたいな話をされたことがあるが、キリカと俺も繋がっているんじゃないかな、と思う。

「そして、その迷いは……ふふっ、私が何かしなくてもある程度解消されているんだね。やっぱり瑞みず江えちゃんかな？」

「そうだな。今日はあいつのおかげで、決心がついたっていうのはあるかもしれない」

　一之江と繋いだ、あの手の冷たさをまだこの右手は覚えている。

「だったら、モンジ君。もう、行ける？」

　キリカはいつだって優しく送り出してくれた。『神かみ隠かくし』に挑む時も、氷ひ澄ずみに挑む時も。勝利の為ために俺の背中を押してくれたのだ。

　だからたまには、こういうのもいいんじゃないだろうか？

「いいや、まだ行けない」

「あれ、そうなの？」

「キリカをちゃんと回復してやれてないからな」

　俺は目を閉じて、そして念じた。キリカの体が早く良くなるように。俺の体から生命力とか精神力とか、そういうものを削りまくってもいいから、早く良くなるように。そして、いつもの元気で色気たっぷりなキリカが早く戻って来るように、と。

「あ……んっ……胸、温かい……」

　俺の気持ちが届いているのか、それとも俺の頭の体温を感じているのか。

　キリカは俺の頭を抱き締める手を強めて、より俺をその胸に押し付ける。

「んっ……はぅ……凄すごい、モンジ君……んっ……気持ちいいよ……」

　そんな吐息交じりの声で呟つぶやかれたりしてしまう。

「う、いや、うん、こう、なんだ」

「……ん？」

「息遣いと、言葉が、エッチ過ぎます」



    

  









    
      　キリカのそんな声を聞いてしまったら、理性を保っていられる自信がガンガンなくなっていた。さっきでさえ全力全開でなんとか押さえ込んだのだ。今、ダイレクトにその肌を感じている上にそんな声まで上げられた日には。

「ん……ふふっ、んもう。モンジ君の、おくてエッチっ」

　キリカは俺おれの頭に頬ほおを擦り付けるように抱き寄せる。

「そんなに大事にし過ぎないでもいいからね。私は優しいモンジ君も好きだけど、エッチなモンジ君だって大好きなんだから」

　そんなことを耳元で囁ささやかれたら、それはもう辛抱たまらなくなって……。

「うがー！」

「きゃわ!?」

　俺は野獣のように叫ぶと、キリカの腕を振りほどき。

「今日の誘惑タイム、ここまで!!」

　と、ムリヤリ締めた。

「ぷっ……あはは！　そっか、今日はここまでなんだね。時間切れなら仕方ないもんね、あはははっ！」

「ほんっと、キリカよ。だから前にも言った通りだな」

「うんうん。恋人にしてくれるまで、だったよね？　仕方ないなあ。じゃあ、次はどんな恋人にしたくなるような誘惑をしようか、考えておくよっ」

「…………正直、この手の宿泊兼休憩施設に誘われ、シャワーを浴びた後のバスローブ姿という凄すごい格好で胸に頭を埋める以上の誘惑があったら、俺は大ピンチだ」

「むふふー。じゃあ、次なる誘惑に乞こうご期待だねっ」

　キリカはそれだけでキスしたくなるような、魅力的なウィンクをする。

『魔女』の誘惑、マジで怖いなあ……。

「ふふっ、でも。モンジ君のおかげで本当に、ビックリするくらい回復も出来たよ。そろそろ完全復活も近いかな？」

「そっか。でも、大事にするのは忘れちゃダメだぞ」

「うん。だから大事を取って、今は忠告だけするね？」

　そして人差し指を立てて、柔らかな微笑ほほえみを浮かべた。

「この私のように『魔女』というのは、思いも寄らない行動をとられると弱いのです。何な故ぜなら長く生きている分、人間の行動は大体把握しちゃってるからね」

「ふむ……それは向こうの魔女も同じってことか」

「そゆこと。だからモンジ君がモンジ君らしくぶつかれば、どんなにおっかない相手でも『魔女』である限りは大変なんじゃないかな？」

　俺が俺らしくすると、彼女らロアにとっては思いも寄らない行動になるのか。

　それって意識してやったり出来ないよな、と理解した。

「解わかった、つまりいつも通りやれ、と」

「うん。下へ手たにオーソドックスな行動とか意識しないようにね？　もしモンジ君がやっつけられそうになっちゃったら、私も頑張って参戦しなきゃいけなくなるから」

　正直、いくら今日のこの誘惑タイムでキリカも回復したとはいえ、まだ戦場になんて立ってなんて欲しくない。

「キリカは切り札の一人だからな。今回は俺おれが頑張るよ」

「ふふ、ありがと。モンジ君の物語の一人として見守ってるね。もし相手がモンジ君らしさを見せてもまるで動揺しなかったら私が相手しちゃうよ。『魔女』の相手なら、ほら。私は『魔女喰ぐいの魔女』だしね」

　相性という意味ではかなりいいということか。もし、あのいかにも厄介そうな『魔女』が何か手に負えないことをしてきたら、相手はキリカに頼むべきなのかもしれないな。

「とはいえ、食べたりしないでくれよ？」

「ん、解った。モンジ君が美お味いしく食べちゃうんだね？」

「そういう意味じゃありませんっ」

　ぺし、とその頭を優しく叩たたく……というよりは撫なでる。

「あ……んふっ」

　それだけで気持ち良さそうに、猫っぽい目を細めて嬉うれしそうに微笑ほほえむキリカ。

「相手の魔女の名前は『予兆の魔女・アリシエル』。アリサって名乗っていたよ」

「へえ！　なるほど、あの子だったんだっ」

「なんだ、知り合いか？」

「ううん、噂うわさで聞いているだけ。結構な曲くせ者ものだ、ってね。そっかあ……あのアリサちゃんと会えるなんて、ちょっとワクワクしてきたかも」

　そのワクワクは本物なのだろう。キリカの目に強い輝きが宿っているし、見たところ体調不良もほとんどなくなったように思える。

「よし。それじゃあそろそろ行こうかな」

　俺がベッドから起き上がろうとすると。

「えーい！」

　そんな体を引っ張られて、キリカに思いっきり抱き締められた。

「う、うおうっ、ど、どうした？」

「ううん、モンジ君をぎゅーうっとしたかったの」

　そして、ポンポンっと背中を撫でられて。

「好きだよ、モンジ君。だから頑張ってね？」

　耳元に囁ささやかれてゾクゾクした。

『好き』という言葉。それを貰もらっただけで、本当に力が湧わいてくる気がする。

「……サンキュー、キリカ。それじゃ、また後でな？」

「うん、待ってるねっ」

　俺おれはベッドから起き上がると、靴を履いてドアに向かった。

　そんな俺を、キリカはベッドに座り込んで見送ってくれる。

　――なんだか凄すごく名残惜しい。とてももったいないことをした気分だが――。

「行ってきます」

「うん、行ってらっしゃい！」

　元気に見送ってくれる笑顔を背に受けて、俺はそのドアから出たのだった。





◆2010-06-19T021:00:00　"Hayate's House"





　一人でその手の宿泊兼休憩用施設から出てくる気まずさみたいなものを乗り越えて、俺は電車に乗って元の夜や霞がすみ市に戻った。駅から家まで歩く途中は、ずーっと「もったいないことをした……だが、あれでいいんだ……」みたいな自問自答ばかりだったりしたが。

　一いち之の江えに相談に乗って貰い、キリカに送り出して貰った。

　今の俺はその二つの強い気持ちがあるから、なんだって頑張れる気がする。

「よし。理り亜あにちゃんと話をしよう」

　しばらく歩いてから家の前にたどり着いた俺は、拳こぶしを握り締めて頷うなずいた。

　戦闘……になってしまったら、きっと俺が理亜の相手をしなければならない。一之江や音ね央おたちだと『千の夜話アルフ・ライラ』によって危険な状態に追い込まれてしまうはずだからだ。そして、俺は理亜を攻撃することが出来ない。だから、出来るのは……。

「きちんと、真正面からぶつかることだ」

『主人公』と『主人公』のぶつかり合い。仲良しな兄妹としてのぶつかり合いでもある。

　それら全すべてを受け入れた上で、自分の想おもいを貫く覚悟ならもう出来た。

「ただいまー！」

　だから元気良く玄関を開けた。――のだが。

「あれ？」

　玄関には理亜の靴がなかった。

「おーい、理亜ー？」

　いれば必ず『お帰りなさい』は言ってくれるはずだ。だけど靴もなく返事もないとなれば、それは即すなわち留守なのだろう。こんな夜に出かけるなんて……と思うのと同時に。

　ちょっとだけ嫌な予感がしてきた。

「理り亜あーっ！」

　もう一度呼びかけつつ、理亜の部屋の前まで行ってみる。コンコン、とノックをしても全く返事がない。耳をすましても音がしない辺り、家の中にいないのは確実のようだ。

　と、その時。





　ピピピピピピピピッ





　携帯電話が鳴った瞬間に、表示も見ずに俺おれは出た。

「もしもし！」

『あ、モンジさんっ！』

　電話から聞こえてきたのは、理亜ではなく焦ったような鳴な央おちゃんの声だった。

「っと、鳴央ちゃんか。どうしたんだ？」

『ね、音ね央おちゃんがっ！』

「音央が？」

　落ち着かない、早口になってしまっている鳴央ちゃんはかなり余裕がないのだろう。

　そのただならぬ雰囲気に、俺も否応なしに真剣に聞き入る。

『音央ちゃんが、理亜さんに会って話をするって出ていってしまったんです！』

「音央が理亜と？」

　そういえば。





『や、やめて、理亜ちゃん！　見せしめになるなら、ロアであるあたしがなるから!!』

『元々私はいない存在だもの。こういう時は、ハーフロアのあんたたちより、あたしがそういう目に遭あうべきだと思うの』





　今朝の戦いの時、あいつはすぐに自己犠牲に走っていたのを思い出した。

『音央ちゃん、今日寝ないでずっと悩んでいたみたいで……私に『ごめん』って言うとどっか行っちゃって、連絡しても出てくれなくて……！』

「あの馬ば鹿か……っ！」

　何、一人で思いつめてやがるんだ。胸の中に広がる嫌な予感が余計に強くなっていく。

「解わかった、鳴な央おちゃん。俺おれは思い当たる場所をすぐ探してみる！」

『は、はいっ、私も探してみますっ!!』

「ああ、必ず見つけて、文句言ってやろうなっ！」

『は、はいっ！』

　可哀かわい想そうなくらい動揺して声が震えている鳴央ちゃん。その気持ちは俺にも解るような気がした。いつも一緒に生活している妹的な存在。それは、一いち之の江えにせよ俺にせよ鳴央ちゃんにせよ、大事でかけがえのないものなのだ。

「じゃあ、後でまた連絡し合おう！　とりあえず中学校に行ってみるっ」

『了解しました、ではまた後でっ』

　鳴央ちゃんとの電話を切って。

　俺はすぐに玄関から駈かけ出だしたのだった。



    

  
    
      


◆第十四話：‥“〝主人公”〟のロア　後編
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　音ね央おと理り亜あの会う共通の場所はどこだろうか。

　話し合いだけならばどこかの食べ物屋で穏やかに、とは思うのだが。寝ないでずっと悩んでいたとのことだから、精神的に参っている音央が落ち着いた場所を指定したとも思えない。逆に理亜が指定するとしたらどこだろうか？

　音央も知っていて、理亜も知っている場所。二人の共通点と言えばやはり。

「十じゆう二にの宮みや中学校だよな」

　俺にとっても母校である中学校。今の時間なら人もいないだろうし、音央の家と俺の家の中間辺りにあるのも確かだ。思いつきに過ぎなかったのだが、学校に辿たどり着ついた時には自分の予想が当たっていたことを……安心させてはくれなかった。

　校庭側の入り口から中を見た時、既に戦闘態勢に入ってしまっていたのだ。

　俺おれは鳴な央おちゃんに『十じゆう二にの宮みや中学校の校庭』とだけメールを打ってから、門を乗り越えた。不法侵入ではあるが、ＯＢのお茶目ということで後で四し条じよう先生には謝罪しておこう。

　そして、戦う音ね央おたちの方に走り寄っていく。

「『茨姫の檻スリーピングビユーテイー』!!」

　音央は校庭の真ん中を走りながら、茨いばらを一本だけ放つ。伸びた茨の蔦つたが地面にある白い手をなぎ払うが、すぐさまにょきにょきと新しい手が生えてくるのだ。すると、走っていた音央の足を地面から生えてきた白い手が掴つかみ、音央は前のめりに転ばせられる。

　ズザッと校庭に倒れる音と同時に、大量の手が音央に向かって伸びてきた。

「なんてねっ！」

　音央は体をくるりと仰向けにすると。

「『妖精の羽テインカーベル』！」

　手を自分の上に振りかざすと、その手からキラキラと小さな粉が舞い音央の体がふわりと宙に浮き上がった。その背中には透明な妖精の羽が付いている。

「わっ、空飛んだ!?」

「ぶっつけ本番の技だったけど、上う手まくいって良かったわっ」

　どこからともなく響くスナオちゃんの声に、音央は３メートルほど浮き上がった状態で答える。あいつにも茨を放つ以外の技があったんだな。

「『妖精の神隠しチエンジリング』……妖精である、という利点を発展させた能力ですか」

「いつまでも茨だけで戦うわけにもいかないものねっ！」

　音央の力を見抜いた理り亜あが呟つぶやくと、音央は白い手から離れた辺りにふわりと着地した。

「理亜ちゃん、スナオちゃんはこれで私を襲えない、だから……！」

「スナオさんは空中に逃げたら手出し出来ないのは確かですね」

　スナオちゃんの手の弱点をあっさりと語る理亜。と、いうことは――。

「危ない音央、上だ!!」

「えっ!?」

　俺が叫んだ瞬間、音央の真上の空間に赤いマントが大きく広がっていた。それはマントという大きさではなく、人なら三人くらいはすっぽりと包めるかのような。

「うわわっ!?」

　慌てて逃げようとした音央の体をすっぽりと赤いマントが包みこんでしまった。

　途端に、その音央の膨らみが一気になくなってしまう。

「……っ!?」

　俺は慌ててそのマントの場所まで駆け寄ると、赤いマントはずるずると中心に集まっていき、バサッと翻ると赤マント姿のスナオちゃんが姿を現す。そして、その手には気絶したかのようにぐったりしている音ね央おが抱きかかえられていた。

「『妖精』すらも攫さらっちゃう私の赤いマントはやっぱり最強なのよ！　はい」

　あっさり俺おれに音央を差し出すスナオちゃん。

「え？　あ、ありがとう」

　俺が両腕で音央の体を受け取ると、ニンマリ笑って理り亜あの方に駆け寄っていく。

「音央さんは、兄さんの代わりに戦いに来たと仰おつしやいました。自分の罪は決して許されることはないけれど、自分や鳴な央おさんにとって兄さんは恩人で……これからも、自分のようなロアやハーフロアを助ける『主人公』である、と」

「……音央……」

　俺の腕の中で気を失っている音央の目元はちょっと赤くなっていて、泣いた跡があった。こいつ、泣くほど悩んでくれたのか。絶対に自分から泣いたなんて言わないだろうから俺も指摘しないだろう。

「ん……え？　あ、モンジ……」

「何勝手に先走ってんだよ、ばーか」

「ば、バカとは何よ！　っていうか、あんたなんでこんなトコ来てんのよ！　ってか下ろせ変態むっつりスケベスケコマシ!!」

「むっつりじゃねえ!?」

「むっつりしか否定しないのねっ」

　スナオちゃんのツッコミと理亜のじとーっとした冷たい視線を受けながら、俺は音央の体をゆっくりと地面に立たせる。

「でも、ありがとな。俺と理亜の為ために悩んでくれて」

　そのまま庇かばうように音央の前に立ち、俺は理亜と目を合わせた。

「音央さんが『妖精の神隠しチエンジリング』そのもので、大勢の人々を消し去ってしまった罪滅ぼしがしたいというのは理解しました。そして、兄さんがそんな貴女あなたたち罪のあるロアでさえ救おうとしているのも、納得しました」

「理亜ちゃん……」

　理亜はそんな俺を無視して、音央に話しかけていた。まるで、理亜と音央の会話をわざと俺に聞かせているかのように。

「ですが、それとこれとはまた話が別なのです。音央さんだからこそお話ししますが、私が兄さんを私の物語にしたいのは、兄さんを信用していないからではありません。むしろ、兄さんならば私よりも多くのロアやハーフロア、ロアの事件に巻き込まれた人々を救うことも出来るとすら思っています」

「っ、だったら!!」

「だからこそです。そうやって仲間を増やし続けた兄さんは、その仲間が傷つくことや消失を恐れるあまり、単独で最悪の敵に挑むことになるのです」

『最悪の敵……？』

　俺おれと音ね央おの声が重なる。すぐに思い出したのは、理り亜あの見たあの夢だった。

　真紅に染まっていた空。まるで大災害でもあったかのように崩壊した街並み。

　そして、狂ったように高笑いをしていた聞き覚えのある少女の声――。

　あれは、つまり俺が将来挑むことになるロアで、しかも負けるということなのか？

「さ、最悪の敵ってっ。で、でも、モンジや一いち之の江えさんだけじゃなくて、ほらっ。あの氷ひ澄ずみって男もそうだけど、理亜ちゃんも手を貸してくれれば、かなり凄すごいロア軍団になって、そういうのもなんとかなるんじゃ……」

「おそらく今集められる全員の力を使っても。それどころか近隣のロアたちを集めたとしても。勝利する確率は低いのです。それだけ、その敵は恐ろしいロアなんです」

　近隣のロア。つまり、隣の月つき隠がくれ市だけでなく、この辺りの街にいる色々なロアに協力を求めたとしても勝てないほどの、恐怖の存在なのか？

「そんなのっ！　だって、自分で言うのもなんだけど『神かみ隠かくし』とか、ええと、なんかマッハの凄い技とかだって、なんとかなったのよ？」

「そうですね。兄さんはそういう意味ではとてもよくやっていると思います。最初から強いロアばかりと戦い、そのレベルアップも早く、頼もしい『主人公』になっているのは確かなことでしょう」

「だったら！」

「でも不可能です。それだけ、その『最悪の敵』というのは恐ろしい存在なんです。兄さんが知ってしまったら、それこそ皆さんを守る為ために単独で挑む、なんて愚かな選択をとってしまうくらいに」

　理亜が。『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』と呼ばれる、どんな都市伝説でも対抗出来るはずの『主人公』が。それほど恐れる存在がいるというのか。

　確かに、そんなにおっかないヤツがいたとしたら、俺はみんなに傷ついて欲しくないって考えそうな気はするが……でも、だからといってみんなの力を頼らないと勝てない相手だったらちゃんとお願いして、力を合わせようって言うと思うんだが。

「い、一体なんなの？　理亜ちゃんくらい凄い『主人公』がそんなに恐れる敵って。えっと、都市伝説なんだよね？」

「はい。それは世界中で信じられたほどの、恐怖の都市伝説――」

　理亜は言葉を止めると、その名を口にするのも恐ろしいとでも言うかのように間をとった。そして、言うのをためらうかのように視線を落としている。

　なんだ？　世界中で信じられたほどの都市伝説って。

　都市伝説なんて、一部のオカルトマニアが『怖いけどあったらいいね』くらいのものだ。ちょっとした噂うわさ話ばなしで『信じるも信じないも貴方あなた次第』なんて言われる程度。そんな噂話が世界中で信じられるとは、とても思えないのだが。

　いや、待てよ？

　人に影響する都市伝説のオバケ、と考えるから思い浮かばないのであって。

　世界に影響する都市伝説のオバケだった場合は――。

「そ、それってなんなの？」

　音ね央おの声は震えていた。ロアである音央は、もしかしたら何か察したのかもしれない。

　世界中で噂されるには、世界中の人間がそれを半信半疑で語り合わないといけない。それくらい有名な、誰だれでも知っているレベルの噂話――『世界』が危険になってしまうような、そんな噂話。もしかして……。

「はい、最悪のロアは、かつて１９９９年の７月に、多くのロアやハーフロアが挑み、戦い、多大な犠牲を払って、絶望的な戦争の果てになんとか封じることの出来た存在」

　１９９９年、７の月。

　それは、子どもでも知っているほど有名な『予言』。





「『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』です」
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　理り亜あの言葉が響いた瞬間、不意に俺おれは信じられない場所に立っていた。

　辺り一面に広がる、雪景色。そして灰色に濁った空。

　この瞬間まで学校の校庭にいたはずなのに、そこは一瞬で白銀の平原に変わっていた。

「え、何、雪景色!?」

　突然風景が変わって驚いた音央の声が響く。理亜は、それを予期していたかのように落ち着いた視線でそんな音央を見つめていた。いつもの『ロアの世界』なら辺りの音がなくなるとか、街中に誰もいなくなるとか、そういうものになるのだろうが、これは違う。

　完全に違う場所に移動させるような能力。どちらかと言えば鳴な央おちゃんの『妖精庭園フエアリーガーデン』――或あるいは、キリカが見せてくれたあれに近い何か。

「アリサさんもいらっしゃいましたか」

「おう、今来たぜ」

　俺のすぐ背後から、そんな明るい声が響く。振り向いてみると、そこには銀髪をこれでもかってくらい伸ばした青い瞳ひとみの少女がニヤリと不敵な笑みを浮かべて立っていた。『予兆の魔女・アリシエル』ことアリサ。……俺おれ自身としては初めて会ったが、その気さくな笑みに浮かぶ威圧感めいたものに緊張が走る。

　何も言えなくなっている俺に、アリサは手をひらりと振って告げた。

「ようこそ『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』。私の『魔女の工房ウイツチアトリエ』に」

「これも、魔女の工房なのか……」

　今朝方、氷ひ澄ずみと戦っている時にキリカが招き入れてくれた異空間。

　あそこは気味が悪い場所だったが、ここには『雪』しか存在していない。工房と言うからにはここで何かを実験したり研究したり作ったりするのかもしれないはずなのだが。少なくともキリカの工房は気味が悪い場所ではあったが、いかにも魔女っぽい空間だった。だが、ここには本当に――ただただ降り積もっていく雪しか存在していない。

「まさか『神かみ隠かくし』を神隠せるとは思わなかったぜ」

「う……」

　スナオちゃんに攫さらわれ、こうやって『神隠し』みたいな目にも遭あい、音ね央おとしてはかなりバツが悪い状態なのかもしれない。まあ、真の『神隠し』は鳴な央おちゃんの方で、音央はどちらかと言うと単なる『妖精』だからな。

「丁ちよう度ど、ラスボスの存在を明かしてたところみたいだな？」

「はい。兄さんが殺されるであろうロアについて教えていました」

　アリサはそのまま理り亜あの隣に立つと、腕を組んで偉そうに立つ。

「今聞いた通りだ、ハンドレッドワン。『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』ってのは、こっちの業界じゃあ神話や伝説よりも何倍もおっかない存在だったのさ。１９９９年には世界中にいた『ロア』が一丸となって戦った、なんてドリームバトルもあったくらいなんだぜ？」

　そんなドリームバトルがあったのか。俺や理亜はまだ幼かったというのもあるが、実際は何事もなく平和に過ぎていったはずだ。

「そして、とあるロアの中に封じることでようやくその脅威は去った。ま、その辺りはいずれ誰だれかから聞いておいてくれ。それなりに悲劇的でそれなりに格好いい話が、それなりな時間で語られるはずさ」

　アリサは詳しい話をするのが面倒らしい。確かに、その詳細はとても気になるが、それよりも気になるのはやっぱり自分のことだった。

「そいつが復活して、俺が殺される……そんな話なのか？」

「ご名答。『ノストラダムスの大予言』は、そりゃ大予言ってくらいだからな。復活すらも予言されてしまっているわけよ。んで、一度目覚めてしまったらやっぱりまた世界を滅ぼそうとするわけさ。なんせロアだからな？　噂うわさされた通りの行動をとる。まあ、大抵の『主人公』はまた殺されるんじゃないかな」

　あっさりと告げるアリサの言葉を、理り亜あは苦々しい顔で聞いていた。

「え、えっと……理亜ちゃんの『千の夜話アルフ・ライラ』は……？」

「『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』は様々な憶測が飛び交い、人々が実に様々な姿形を描いた『人類が築いたロア』です。その対たい抗こう神しん話わは……『その後、世界はやっぱり滅びていなかった』というものしかありません。そして、それであっても人々はまだ『予言』を信じて広め続けているのです。それが『ノストラダムスの大予言』の能力の中で最も恐ろしいもの『破滅の日ドウームズデイ』です」

　対抗神話でさえ、覆してしまうほど人々の心のなかに根付いた意識。

　その存在は、それこそ人類が滅びるかなんかしないと消えないのかもしれない。

「そ、そんなの、どうやって……？」

「どうやっても無理だったから、私らは頑張って噂うわさを広めてだな。とあるロアの中で眠りについて貰もらったわけよ。だけど、まあ寝てるだけだからな？　もうすぐ目覚めてしまうわけだ。それが解わかるのが私の能力『終末の予兆フイン・エスカトロジツク』さ」

　世界の終末すら予兆してしまう、それがアリサの能力で。

「だから、そいつをなんとか出来る可能性のある『千夜一夜シエラザード』を探していたってのもある。つまり、私の読みだと兄さんではなく理亜がそいつを倒す『主人公』ってことだ」

「ん？　理亜なら、そんなおっかないヤツをなんとか出来るのか？」

　俺おれが理亜の顔を見ると、その顔にはなんの表情も浮かべていなかった。

「はい。私ならなんとか出来る可能性があります。つまり、その戦いに兄さんと兄さんの物語たちは必要がありません。なので、兄さん――」

　そして、再びあの台詞せりふを口にする。

「私の物語になってください」

　雪がしんしんと降り続く中。何な故ぜかその言葉は悲しみに彩られているように聞こえた。

　理亜の言葉に感情はこもっていない。表情にもだ。だけど、だからこそ。

　ずっと暮らしていた俺だから解る。

「――絶対にお断りだ」

　だからこそ、俺はようやく強い言葉で否定することが出来た。

「兄さん？」

「絶対に嫌だ。理亜がそんなおっかないヤツと戦わなきゃいけないってだけでも嫌なのに、その時の俺はのんきに過ごしているなんてもっと嫌だ。それが『私の物語になって一緒に戦って下さい』ならまだ考える余地はあったが、そうじゃないならお断りだ！」

「そんな、我わが儘ままを言わないで下さい。兄さんがあの戦いに参加したら、兄さんは死んでしまうんです。私はアリサさんの能力によって、何十、何百ものパターンでそうならないようにイメージして、シミュレーションしました。でも、どうしても兄さんの死は回避出来なかったんです！　兄さんはご自身の物語と私を大事にする余り、確実に負けてしまうんですよっ！」

　理り亜あの語調が強いものに変化して、音ね央おは痛そうに目を細めた。

「嫌なんです。私、兄さんがいなくなるのは嫌なんです！　兄さんには幸せでいて欲しいんです！　それは、私の夢なんです、兄さん……！」

　理亜の目から。我慢し切れなくなった涙が一粒落ちた。俺おれを守りたいという気持ちや『主人公』としての重圧が、その細くて華きや奢しやな肩に乗っかっているのだと思うと俺の胸も痛む。どうして大事な妹みたいな子に、そんなものがかかってしまったのか。

「理亜は確かに、自分からその『主人公』の道を選びとったみたいだな。自分から、その重くて苦しい道になるのを許諾したんだと思う」

「……はい……」

　泣いてしまった自分が悔しいのか、押し殺したように返事をする理亜。

「だからといって、ずっと苦しみ続けないといけないなんてことはないはずだ。『主人公』をやっているからって、ずーっと悩み続けないといけないなんてことはないはずだ」

　俺が告げると、スナオちゃんがビシッと指を突きつけてくる。

「勝手なこと言わないでよね！　アンタにマスターの気持ちなんて解わからないわよ！」

「ああ、全く解らないさ！　人の気持ちなんて、解っていいもんじゃないんだ！　だから考えて、想像して、気を使って、優しくして、時に叱しかったりして、お互いの気持ちを近付けていくのが人間の関係だからな！　ってか、理亜の気持ちが解っていたらとっくの昔に俺はなんとかしたがってたっつーの!!」

　いかん、段々俺もキレてきた。スナオちゃんに叫んでも仕方ないのについつい売り言葉に買い言葉ってしまった。だが、俺は謝らない。もう、謝らないって覚悟も決めたんだ。

「俺が逆の立場だったら、確かに理亜とおんなじことをしたと思う。戦いを止やめさせる為ために、自分の物語にして。んでもって危ないことはさせないようにしたはずだ。おっかないラスボスとのバトルになったらなんか格好付けて『行ってきます』『行ってらっしゃい』とかするんだと思うよ。だけどな！」

　俺は理亜に手を差し出す。

「それをされてみたら、いかに嫌なことか解った俺は。だからそうされた俺じゃなきゃ言えない言葉で、お前に提案するぜ、理亜!!」

　そう。俺は最初から。そしてちょっと回り道をしたけれど。

　この言葉をこいつに言おうと今朝から思っていたのだ。





「俺の物語になって一緒に戦おう、理亜!!」





　理り亜あを戦わせるなんて嫌で嫌で仕方ない。こいつが傷つくかもしれない、苦しむかもしれない、泣くかもしれない、そしていなくなるかもしれない。そんな恐怖に耐えられる自信ははっきりいってなかった。ないからこそ。だからこそ。俺おれは理亜だけを戦わせるんじゃなくて、俺と一緒に、戦って欲しいのだ。

「俺が絶対死ぬ運命っていうなら、俺の真横で俺を支えてくれ！　絶対に考えたくないけど、俺だけを死なせたくないなら……」

　この先の言葉を言うのには、酷ひどく勇気が必要だった。

　だけど、その勇気を振り絞るのが、俺の『主人公』としての道だ。

「俺と一緒に死のう、理亜!!」

「っ!?」

　理亜の顔に衝撃が走っていた。目を大きく見開き、すぐに涙がいっぱい溜たまっていく。

「あ、あんた、何言ってんのよ!?」

「も、モンジ!?」

　スナオちゃんと音ね央おが抗議するような口調で俺を見た。

　だけど、俺はこの手を引っ込めるつもりはさらさらない。

「俺だって一緒に死ぬのなんか嫌に決まってるだろ！　俺だって、本当は理亜を庇かばって自分が死ぬ方がマシだって思ってるよ！　でも、理亜だってそう思ってるんだから……だったら二人で死ぬか……」

「二人で……生きるのですね、兄さん……」

　ポロポロと大粒の涙を落としながら、理亜は自分の目元に両手を当てた。

　止まらない涙の奥の表情は、どんな感情を浮かべていいか解わからない戸惑いの顔だ。

「俺は決めたよ、理亜。俺はお前にもガンガンに戦って貰もらう。傷つき、苦しみ、泣いて貰う。命の危険すらもいっぱいあるかもしれない。それはすっごい嫌だし、俺自身も苦しい。だけど、だからこそ。――『主人公兄妹』として、二人でそういう嫌な気持ちも分け合って生きていかないか？」

　俺はさらに右手を突き出すように差し出した。

　理亜の瞳ひとみが俺の顔と俺の手の間で揺れているのが解る。

「嫌なこと。苦しいこと。つらいこと。そういうものを受け入れて、そして乗り越える道を探すことが『覚悟』だと思ったんだ。絶対にそういうものから逃げないように立ち向かうのが『主人公』の覚悟だと思ったんだ。だから俺は、その覚悟を示す」

　スナオちゃんはまだ不服そうに。音央はどこか呆あきれたようにしていた。

　だが。

「あはははははは！」

　そんな中で高笑いしたのは『魔女』だった。

「いや、なるほどな！　これはいい。もし最初に兄さんに会っていたら、私は兄さんを勧誘していたかもしれないな！　いやあ、ルーキーにしてはいい覚悟を持ってるじゃないか。うん、それは『私たち』が一番恐れる資質だ！」

　ケラケラと高笑いしているアリサ。心から俺おれを絶賛しているのだろうが、その笑いにはどこか薄ら寒いものを感じた。

「リア、お前さんの兄さんはなるほど。お前さんがかなり大事に想おもうだけあって、ラブラブじゃないか。こりゃあ仕方ない。こいつをお前さんの物語にするのは諦あきらめるんだな」

「え、あ、アリサさん……？」

　アリサの提案に、理り亜あは戸惑うような視線を向ける。

「だけど、悪いな兄さん。私は口先だけの覚悟ってのは信じないことにしているんだ。いや、結構いいこと言ってたとは思うぜ？　だけど、苦しいとか、悲しいとか、そういうのも受け入れて戦える、なんて私は正直思えないんだよ。だから――」

　アリサが自分の頭に手をかざすと、白くて大きな魔女のとんがり帽子が現れた。バサリ、と真っ白なマントもその身に羽織る。

「理亜ですら絶望しそうになった、私の得意技。『予兆』と戦って貰もらおうか」

　そのまま、俺の顔に指を突きつけて。

「お前さん、もうすぐ死ぬぜ？」

　まるで決め台詞ぜりふであるかのように、そう口にしたのだった。





◆2010-06-19T021:30:00?　"???"





　指先を突きつけられただけだというのに、俺はめまいに似た感覚を味わっていた。

『もうすぐ死ぬ』という言葉を投げかけられた瞬間、言いようのない胸騒ぎに似たものが胸の奥の方からじわじわと溢あふれ出してきたような。強しいて言えば、酷ひどい風邪を引いて、夜中に寒気を感じてガクガク震え始めた時に思う『本当に俺の体大丈夫なのか？』という不安感に近い気がする。

　理亜や音ね央おもアリサの声を聞いて黙りこんでしまっている。それだけ、彼女の声には威圧感があり、有無を言わせない強さがあった。

「それは、あの……『ノストラダムスの大予言アンゴルモア・プロフイツト』が復活したら死ぬ、ということか？」

「いんや。私は『予兆の魔女』だからな？　私に会ったってだけでその人間の寿命は一気に縮むこともあるのさ。もっとも、そうじゃない場合もあるわけだが……私程度の死の運命、乗り越えないことにはラスボスには勝てないぜ？」

「なるほど。『予言』の前に『予兆』と戦えってことか」

「話が解わかるじゃないか。さて……出せる本気があるなら出してみろよ？」

　アリサは腕を組んで俺おれの行動を待っていた。

　俺と戦っても、どうとでもなる。それだけ強い自信があるのは確かだろう。

「解った。とりあえず、大事な妹をこんな道に引きずり込んだ分の、この憤りはぶつけさせて貰もらっちゃうぜ？」

「おお、いいぜ。どーんと胸を貸してやるよ」

　アリサが自分の胸を得意げに叩たたく。そのスレンダーな胸を借りることはないといいな、なんて思ってしまった。

　そんな俺たちの様子を見ていた理り亜あが、意を決したように一歩前に進み出る。

「アリサさん、兄さん」

　震えている声をなんとか張り詰めて、俺とアリサの名を呼んだ。

「正直、私は迷っています。兄さんの先ほどの言葉に対する返事がまだ出来ていません」

　涙が浮かんでいた目はまだどこか戸惑いを残していたけれど。

「だから、私も戦います、アリサさん。私も戦って、兄さんの意志が本当なのか……私が苦しくてもつらくても戦えるのかを見ます」

　すぐに強い視線になって俺を真まっ直すぐに見据えてきた。

「私は構わんぜ。だが、その兄さんは妹には絶対に手を上げられないんじゃないか？」

　確かにその通りだ。理亜を攻撃するなんてとてもじゃないが出来ない。

　だが、それでも。

「俺も構わん。俺は理亜に覚悟を示す。絶対に理亜の『千の夜話アルフ・ライラ』を攻略してみせるさ」

　そんな確証はどこにもなかったのだが、俺はきっぱりと言い切った。

「だとよ。そんな自分を絶対攻撃出来ない兄相手に、非情になって本気で戦えるのか？」

「戦えます」

　即答する理亜に嬉うれしそうに笑うアリサ。きっとこいつは悪いヤツではないのだろう。だが、それでも許せないものは許せない。どんな理由があったとしても、大事な妹に過酷な運命を選ばせたのはこの『魔女』だからだ。例えそれが、理亜の命を救う為ためであっても。

　だから俺はもうためらわずに、自分の『主人公』の力を使うことにする。

　とてもじゃないが、この二人はこのまま口でなんとか出来る相手ではない。

「も、モンジっ」

「うん？」

　見ると、音ね央おが真剣な顔をして俺を見ていた。口を引き締めてじっと俺を睨にらんでいる。

「私だって、覚悟、決めてるんだから」

　さっき俺おれが理り亜あに告げたことに対する言葉だろう。

　そして今、このタイミングで言うということは。

「だから、あんた一人には戦わせない。あたしだって、あんただけを苦しませない」

「……じゃあもう、一人で戦おうとするなよ音ね央お。お前は俺の腐れ縁な友達だろ？」

「ん……そうね。あんたなんかに気を使ったあたしがバカだったわ。むしろあんたに全部押し付けて楽すれば良かったわね」

　アリサからの威圧感を誤ご魔ま化かすかのように、軽く笑い合う。一いち之の江えやキリカと違う安心感。前からの友達と一緒にいられるという気持ちが、今はとても有り難い。だから――。

「いくぜ音央。お前の力を貸して貰もらうからな」

「いいわよ。上う手まく使いこなしなさいよね！」

　音央に強く頷うなずいてから、俺は右手にＤフォンを握り締める。右手の甲が熱くなり、その熱をアリサに向けて一気に真横に振り抜いた。そこに、赤い一筋の軌跡が生まれる。

　そして俺は出来る限り、厳かな雰囲気になるように真剣に口にする。





「さあ、『百物語』を始めよう――！」



    

  
    
      



    

  
    
      

　直後Ｄフォンが勝手に動作し、俺おれ自身を写真に写す！

　不思議な和音のメロディーが動作音として鳴り響き、辺りの雪景色が白と黒のモノトーンカラーに包まれた。この瞬間は、まるで白黒カメラで撮影したかのように周囲の時間は停止しているみたいに見える。俺の周囲に、蝋ろう燭そくの炎に似た無数の赤い光が回転を始めた。その光の中で、俺は俺が思い描く『物語の主人公』の姿を取り始める。

　白衣に似た襟の高いロングコートを纏まとい、右手に持っていたＤフォンがモノクルの形を取る。ダサいとか格好いいとか色々思うところはあるが、これこそが俺の『主人公』らしい自分ならではの姿だ。

「へえ、『百物語』の主人公の姿か。人間を捨ててバケモノの側へのシフトチェンジってわけだな。ふむ……」

　アリサが俺の状態を的確に指摘してくる。『魔女』というのは好奇心旺おう盛せいで研究熱心なところがあるというのは、キリカもアリサも同じらしい。

「一番興味深いのは……お前さんの『死の予兆』が塗ぬり替わったことだ。さっきまで、いつ死んでもおかしくないくらいだったのに、ロアになった途端にいつ死ぬか解わからないくらいになりやがった。お前さんは自分の運命、物語を完全に自分で創り上げる『主人公』ってことみたいだな」

　あくまで余裕に、俺の変化を把握して告げるアリサ。『人間』一いち文もん字じ疾風はやての生命は死ぬ確率が高かったらしいけれど。『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』である一文字疾風の生命がどうなるのかは、どんな予兆も予言も解らないということかもしれない。

　だったら、俺はこのまま戦っていく。みんなと、過ごし続ける為ために。

　そして、彼女が俺を把握出来るように、俺の脳も今は『ロアの知識』を理解していた。おかげで、今まで謎なぞの『魔女』だったアリサの正体が把握出来る。

「人々が不安に思ったり、ジンクスを信じたりする気持ち。そういったものを操る存在がどこかにいるかもしれない……そんな想おもいが生んだ『魔女』。それがアリサなんだな」

「ご名答。興味深いな、その姿になった途端に人の認識ではなく『ロアの認識』で物事を把握出来るようになったってことか。『百物語』とか『千夜一夜シエラザード』ってのは本当に厄介なロアみたいだなあ」

　厄介と言いながらもその瞳ひとみは本当に嬉うれしそうにくるくると輝いていた。

「リアよ、お前さんの兄さんは、我々の予想を超えるバケモノに進化してしまってるかもしれないぜ？」

　理り亜あはそんな俺の変化を――無表情に、ただ真剣な目で見つめている。本当はこんな姿、理亜には見せたくなかったのだけど。もうそんなことは思っていられない。

　それに、このロアの視点を得た俺おれには、理り亜あがどんな存在なのかも解わかっていた。

　最強の『主人公』と名高い『終わらない千夜一夜エンドレス・シエラザード』。だが彼女自身には凄すごい身体能力もなく、そしてその身を守る能力も存在していない。あくまで理亜が使えるのは『話すこと』だけ、ということなのか。

　だが、それをどう仲間の力を使って応用してくるかは解らない。

　ならば俺も全すべてを見せ、そして真正面からぶつかろう。

「モンジ。あたしもいけるわ」

　同様に真剣な目で俺を見ている友人が、こく、と頷うなずいていた。俺も頷きを返すと、頭の中にある『書庫』のイメージに意識を向ける。そこには、大きな『書物』がいくつもの蝋ろう燭そくに照らされて大量に浮かんでいた。

　その中の一冊に手を伸ばす。それは『妖精の神隠しチエンジリング』の物語だ。

　脳の中に『妖精の神隠しチエンジリング』の物語が浮かび上がる。『神かみ隠かくし』ではない、妖精側から見た物語。人に悪戯いたずらをしたり、人を導いたりすることもある身近な存在。そう、俺にとってもとても身近な少女がその物語のヒロインとして重なった。

　その瞬間、この物語が『可能性』に満ちている物語であることを把握する。

　――そうか。音ね央おはまだまだ駈かけ出だしのロア。これから、どんな物語になっていくのかは音央自身と物語の主あるじである俺が作っていくものなのだ。

「ふぁ、あぁっ！」

　俺の横にいる音央が声を上げ、自分の両腕で体を抱き締めている。その体がほのかに光っており、力が俺に流れ込んでくるのが解る。ちょっと色っぽい声だったことにドキドキしたりもしたが。既に完成されている一いち之の江えやキリカ、鳴な央おちゃんと違って、これからどんどん成長していく『妖精物語』。それが音央なのだ。だから、まだ開発されていない未知の力に、音央自身もこうして震えているのだ。

　だから俺は、その書物を自身の本として共に歩むことを選択する。

「一緒に成長しよう、音央。俺もお前も、自分の進む道で！」

「うん！」

　元気のいい返事をすぐ近くで聞くだけで嬉うれしくなった。直後『妖精の神隠しチエンジリング』の物語が、俺の中に満みち溢あふれ始める。可能性に満ちた妖精の物語が今、俺と共にある！

「『妖精の神隠しチエンジリング』！」

　俺が口にした瞬間、イメージの中で手にしていた本が実体化する。

　直後、俺は跳躍――いや、飛行していた。

「『妖精の羽テインカーベル』！」

　風の流れ、空気の流れを全身で感じることが出来るようになっていた。今ならこの風に乗ったり体の向きを調整したりすることで、自由に空を飛べる。

「すげえ！」

　思わず感動して呟つぶやくと。

「モンジ、感動してないで戦うわよっ」

　すぐ真横に浮かび上がってきた音ね央おが、強気な視線で笑っていた。

　一いち之の江えやキリカとは違う安心感。ずっと前から仲良くしてきた、気兼ねなく接することが出来る友達と共にいるという気持ちが俺おれの心を強くする。

「ふはー、空が飛べるロアってのは結構少ないんだぜ。ま、『魔女』は箒ほうきさえあれば飛べるんだけどな。ってなわけで――」

　アリサは空に浮かぶ俺たちを見上げて、マントの中に手を突っ込むと。

「行くぜ『アゾット剣』」

　マントの中から――とてもマントに入らないだろう、というレベルの巨大な銃器を取り出した。ロボットものアニメの、銃器で戦うタイプが使用するような大きなライフル。余りにメカメカしい未来的な雰囲気は、男心をくすぐるのに充分なものだった。絶対ビームが出る、そんな確信がある。

「って、剣じゃないわよね!?」

　隣で音央がツッコミを入れていたが、きっと想定通りなのだろう。

「わはは、まあ気にするなよ。私の箒みたいなもんさ。ほら、理り亜あ。乗るぜ？」

「はい」

　そして、その巨大なビームライフルには背もたれのあるシートが付属しており、アリサはそこにちょこんと座った。理亜はそのシートの後ろに、横座りで乗る。

　直後、ブオォォォン！　と水色の光を発しながら『アゾット剣』は浮き上がり始めた。

　なんともでたらめな物体だ。

「ってか、アゾット剣って何よ!?」

「うーん……ロアの知識にはないなあ。あれが『魔女の魔術』で生み出されたものっぽい、というのは解わからなくもないんだが」

　フォォォン、と浮き上がってきたアリサを見ながら、俺たちは手を出しあぐねていた。

「さて、そんじゃバトルをおっ始ぱじめるとすっか！」

　そして、俺たちのいる高さまでやってきてニヤリと笑う。理亜も風になびく髪を押さえながら、こくんと頷うなずいた。ところが。

「ちょっと待ったー！」

「あん？」

　元気なちょっと待ったコールに目を向けると、スナオちゃんが俺たちを見上げていた。

「いくらアリサがそんじょそこらのロアよりも遥はるかに強くて、マスターのリアがさいきょーだからって、わたしが置いてけぼりなのは納得いかないわ！」

　と、大声で叫んだ瞬間に自身のマントで自身を包んで消えてしまい。

　タンッ、と着地の音を立てて、その砲身の先端に鮮やかに立って現れた。

「わはは、まあ確かに。お前さんがいると戦いは盛り上がるよな」

「ふふーん、わたしがいると心強いでしょ？　空の上じゃなんも出来ないけどね」

「確かにな。ついでに言うと、そこで格好つけられると私は照準がつけられないんだ」

「あ、ごめん。えーと、しゃがめばいい？」

　スナオちゃんは格好いいポーズを止めて、いきなりペタンと砲身に抱きついた可愛かわいいポーズになる。

「おお、それならバッチリだぜ。そんじゃ行こうか、リア、スナオ」

「うん！　マスターの為ためにこいつらをやっつけちゃうのね！」

「本当は兄さんの覚悟を形で示して貰もらうのですが、似たようなものなので構いません」

「よし、構わん。やっつけちゃおう」

「ＯＫよ！」

　あっちはチームワークがあるんだかないんだか解わからない雰囲気だが。

「ねえモンジ。あの銃からビームとか出たら、防げる？」

「十中八九、消し炭だろうな」

「あんた、そういう痛々しい格好してるくらいなんだからなんとかなさいよ！」

「痛々しいって言うなよ！　ってか、パートナーならせめて本名で呼べよ！」

「うっさいハゲ！」

「ハゲてねぇよ!?」

　こっちのチームワークはあんまりないのは確かだった。

「気をつけろスナオ。あれは痴ち話わ喧げん嘩かって言って、腐れ縁的幼なじみと主人公くらいしか使えないチームワークだぜ」

「え、そうなの!?　わたし、てっきりチームワークはガタガタでラクショーなのかと思っちゃったわっ！」

　妙な評価のせいで警戒されてしまっていた。

　しかし、確かに何も遮しや蔽へい物ぶつが存在しない雪だらけの世界。こんな場所であの砲撃から身を守る場所なんて……辺りを見回してもどこにもないようだ。

「よそ見してるわよ！」

「よし、早速発射しちまおう」

　アリサが『アゾット剣』に両手をつくと、その砲身の前に巨大な魔法陣が現れた。

「やばい、何あれ、格好いいっ」

「何感心してんの！　撃たれるわよ！」

　アリサがチラッと背後を見ると、理り亜あはこくんと頷うなずいた。





【――妖精の森に攫さらわれた少女が帰ってきた時、そこには温かな食事と、優しい両親がいました。だから、その少女は――自分が妖精であることを伏せようと思ったのです】





「ひぅっ!?」

　その瞬間に、俺おれの横で音ね央おが小さな悲鳴をあげていた。

　同時、俺の胸の中心に激痛が走る。まるで胸の内側を鋭利なハサミでジョキジョキと切り刻んでいくかのような鋭い痛み。心臓や肺、内蔵を痛めつけるような違和感と苦しさが同時に襲ってきた。





【ですが、その夜ご飯を食べた時。そこにあるのが強い愛であり、そしてその愛は自分に向けられたものではないと知った彼女は、自分の正体を――自分という存在が消えてしまうことも厭いとわずに告げようとしたのです。「すみません、私は――」】





　音央の姿が薄くなり、同時に俺の身に宿っている音央の力も消えていく。このままでは飛行状態を維持するのは不可能だと判断した俺は、すぐさま音央の手を引いて、さらに高度まで勢い良く上昇した。

　理り亜あの声は静かに語る『朗読』口調だ。大声で読み上げるタイプではない以上、あの『千の夜話アルフ・ライラ』の有効範囲は『雑音で邪魔されない範囲』、つまり割と近距離なのだ。

　だから声を張り上げたり怒鳴ったりすることでは『千の夜話』は完成しない。

　つまり、理亜の落ち着いた『音』が俺たちの耳に届かない位置に逃げれば『千の夜話』は回避出来るのである。

　これはさっきラインと会った時に思い付いた防衛手段だった。彼女は一いち之の江えの声よりも速く、音速で動いていた。だから一之江の声は届かずにラインの背後を取れなかった。

　そして、音央のこの蔦つたは――。

「音央、あのアゾット剣が追ってこないように、茨いばらで縛るぞ!!」

「わ、解わかったわ!!」

　そう、無数に放つことが出来るし、どこまでも伸びるのだ。

『茨姫の檻スリーピングビユーテイー!!』

　俺と音央は同時に両手から茨を放ち、理亜たちの乗るアゾット剣を縛りあげた。

　これであの飛行するビームライフルことアゾット剣が俺おれたちに追いつけることはない。

「これで一応は……」

　と、安心しそうになった瞬間にそれは起こった。

　眼下の理り亜あがアゾット剣に手を付くと、怪しく水色に輝き始めたのだ。

「『千の夜話アルフ・ライラ』こそ、ロアにとっての『死の予兆』！　ハンドレッドワン、ロアの死をたっぷり詰め込んだ一撃をお見舞いしてやるぜ!!」

　アリサの声が高らかに聞こえた。こうやって大声を出せば届く距離にいるというのもあるが、彼女自身の声はよく通るのも確かだ。理亜の声を届かせることが出来る、とかじゃなくて安心したが……それを一撃として放つ、だって？　俺たちが見ているうちに、茨いばらの蔦つたで縛られたアゾット剣の先端に青白く光る魔法陣が生まれていた。

「『夜や話わ』の装そう填てん完了！」

　その砲口に青白い光の粒子が集まっていき――。

「行くぜ――『終結砲撃クロージユアー・カノン』!!」

「てーっ！」

　スナオちゃんが元気な声と共に人差し指を振り下ろすと同時。青白い光が砲口から発射され、魔法陣で増幅されて巨大な光の筒となった砲弾が、俺と音ね央おに襲いかかった！

「どわっ!?」

「きゃっ！」

　その砲撃は一瞬で俺たちに達し、音央の背中に生えている妖精の羽を片方撃ち抜いた。

　ぐらっ、とバランスを崩した音央の手を慌てて取り、すぐに左腕で抱き寄せる。

「あっ……あんがと。でもヘンなとこ触ったら殺すわよ」

「助けたのにその言い草はなんだよ、ったく」

　今のは……わざと羽だけを狙ねらったのか？　だとしたらかなり精密な射撃だ。それに、結構な距離があるというのにあの砲撃はそんなものをものともせず、さらに空の向こうまで届いていったように見えた。

「リアの弱点に気付いたのは流石さすがだな、ハンドレッドワン！　こいつの『千の夜話』は近い相手にしか聞かせられないからなっ。空の上じゃあスナオがこっそり運んで聞かせるってのも無理だ。だが、だから私がいるんだぜ？」

「アリサさんは『千の夜話』を、すっごい遠くまで撃てるってこと!?」

　音央が俺の左腕の中で青ざめたように尋ねた。語尾が強くなっているのは、ちょっと遠くのアリサたちに聞こえるようにしている為ためだ。

「ああ！　ピンポイントに超長距離まで精密に届かせることが出来るぜ！　だからお前らがどこに逃げようが、確実に撃ち抜いてやる！」

「そして、撃ち抜かれれば音央の羽みたいに『ロアの能力』をかき消される。もしくは、直撃すればロア自身を消滅させることも出来る――というわけか」

　やはり、そう簡単には攻略させてくれないらしい。

　飛行することで理り亜あの夜や話わとスナオちゃんの移動範囲はなんとか出来たのだが、ここに来て破天荒な能力を持つ『魔女』の存在は厄介だった。

「よーし、茨いばらも解き終わったわ！」

　見ると、白い手が無数にアゾット剣に生えていた。あれを使ってがんじがらめなレベルで巻きついていた茨の蔦つたを解いたのか。

　フォォォン、と青白い光の尾を引きながらアゾット剣は俺おれたちの近くまで上昇してくる。

　この距離だと理亜の『千の夜話アルフ・ライラ』が聞こえるのは確かだが……既に『語り始めたら逃げる』を実践した以上、再び使ってくるとは思えない。

　それに、どんなに遠くに逃げても精密に撃ち抜かれるのだとしたら、距離は近くても遠くても同じことなのかもしれないしな。

「さて、降参するかい、ハンドレッドワン？」

「まさか。『主人公』ってのは窮地に陥ってからが本番だろ？」

「ハハッ、違いない！」

　逃げ場がまるでない現状。だとしたら考えられるのは攻めることなのだが、現状だと攻めるよりも先にあの一撃を撃たれたらアウトというのと。音ね央おの能力ではまだ茨と羽しか使えないというのもある。

「ちなみにシューティングゲームで研究したので、２ＷＡＹ誘導弾や八方向、連射、バリアっぽくして体当たり、みたいなバージョンがあるんだぜ」

「おおお！　凄すごい！　やっぱアリサは凄すご腕うで魔女だね！」

「そうだろうそうだろう！」

　俺の知ってる魔女と違う。だけど何な故ぜか、最近の魔女ならいいんじゃないか。そんな気もするから時代に合わせた『噂うわさ』の進化っていうのは怖いものだ。

「しかし、そんなにバンバン魔術を使って平気なのか？」

　こんな雪景色の場所に導いたり、あんなでかい銃を呼び出したり、飛んだり発射したりと、こんなに凄い魔術を使いまくっているのに代償を支払うような雰囲気がまるでない。

「よく知ってるじゃないかハンドレッドワン。確かに、ちょいと複雑な術式だったり、まるで奇跡に見えるような魔術を使えば、私だってタダじゃ済まないぜ？」

「あれ、そうなの？」

　その返事を真っ先にスナオちゃんがするという辺り、もしかしたらこの二人はあんまり一緒に戦ったりしたことはないのかもしれないな。

「うむ。だからこうやって、媒介の道具である『アゾット剣』に魔力を使って貰もらってるんだ。こいつの中には『悪魔がいる』なんて噂があるからな。その悪魔が私の代わりに魔力を使ってくれてるって寸法さ」

「へー」

　スナオちゃんの返事は明らかによく解わかってないものだったが。なるほど、そんな方法があるのならキリカの代償を肩代わりするってのは今後も出来そうだな。

「いや待てよ。肩代わり……か」

　俺おれの中で、不意に何かが閃ひらめく。

「どうかした？」

「いや。ちょっと思いついたんだが……」

　確かに、思いついたこの方法ならばアリサの破天荒な力もなんとか出来る気がする。

　だが、余りに危険過ぎる。同時に、左腕にいる音ね央おをも危険に晒さらしてしまうだろう。

　とはいえ、あの砲撃を今後何度も何度も撃たれたら勝てないのも確かだ。

「うーむ」

　俺だけならば構わない。だけど、音央が危ない目に遭あうのは……。

「はぁ……あんた、やっぱりバカでしょ？」

「あん？」

　悩む俺の顔を見て、音央はため息をつく。

「あたしを信じられる、モンジ？」

「うん？　そりゃ信じろって言うなら全力で信じるぜ。その方が楽だしな？」

　疑ったり心配したりするよりも、信じる方が俺には楽だ。

「そうね。じゃあ、あたしにも楽させなさいよ」

　ニッコリと笑って、そんな俺の腕にさらに身を寄せてくる。

「あたしはあんたを信じる方が楽なの。疑ったり不安になったり心配したりなんて、正直美容に悪いからしたくないのよ。だから、あたしが危ないかもしれないとか思うなら、必ずなんとか出来るよう、あたしにあんたを信じさせなさい」

　あくまで強気な口調に俺は笑ってしまった。その上から目線な言葉はつまり『俺を信じたい』という一点を意味しているのだ。

「解った。何があっても俺を信じていてくれ、音央」

「ちゃんと楽させなさいよね」

　音央がポンっと俺の胸を叩たたくと、そこに熱い気持ちが生まれた。

　こいつをなんとしても守ってみせる。そして、こいつと共に勝利してみせる。

　その熱さが俺を決心させた。

「よし、もう飛べるか？」

「ん、ＯＫよ。どこにいればいい？」

「俺の後ろという特等席で俺の勇姿を見守っていてくれ」

　音ね央おの背に再び妖精の羽が生まれると、俺おれの手を離れて背後に回ってくれた。

　俺はそのまま、砲口の目の前までふわりと移動した。スナオちゃんが驚いた顔をするのと、理り亜あが息を飲むのが解わかる。

「へえ、なんだ。ヤル気な顔してるじゃないか、ハンドレッドワン」

「ああ、もう後には引かないことにしているんだ。そうでなくちゃ、死の運命とか、理亜の信用とか、そういうのは得られないからな」

　とにかく前にだけ突き進む。もう悩んだりするターンは終わりだ。

「だから、その砲撃を攻略する。全力で撃つといいぜ、アリサ！」

　俺は啖たん呵かを切ると、右手を砲口に向けて出来る限り不敵にニヤリと笑った。

「おおう、マジでか！」

　アリサは攻略すると聞いたはずなのに、やたらと嬉うれしそうに返事をする。

「マジさ。だから容赦なく最大出力で撃ってくるといいぜ？」

「ふむ。そこの姉さんもそれでいいのかい？　失敗すると一緒に消し炭になるわけだが」

「いいに決まってるじゃない。あたしはこいつの物語だもの」

　堂々と返事をする音央は、今のこの場では誰だれよりも偉そうだった。

　その音央の言葉を聞いて、理亜の眉まゆがぴくっと動いたのが解る。

「おーっ。でかいのは胸だけじゃなく、肝っ玉もだったんだなあ。ま、肝っ玉の場合はすわっている、というのが正しい用法だが」

「へー」

　やっぱりスナオちゃんはよく解ってないけど返事してるみたいだ。

「頑張ればこれくらいは大きくなるわよ？」

　音央は余裕を見せるかのように、後輩たちにレクチャーしていた。まあ実際、あいつは頑張って今のスタイルを維持しているらしいので貴重な意見だろう。中学時代はそんなに目立って大きくなかったしな。

「ま、ハンドレッドワンがいいならいいぜ。その決断のせいで自分ばかりか、自分の大事な物語が消えてしまう可能性があるんだからな？」

　そしてアリサはいつもの不敵な笑みの中に、深い意味を込めた視線で俺を見る。

「どんな手があるのか知らないが、今あんたとそのボインちゃんの『死』はかなり高まっている。それこそ、あともう少しで命、存在が消えるんじゃないかってくらいに」

　やはり、アリサは『人の死』までの時間みたいなものが見えているのか。

「その作戦はあんたの思い込みに過ぎず、大失敗する。そんな『死の予兆』が見えているんだが、本当にいいのかい？　ボインちゃんも本当にいいのか？」

　それは俺を試す言葉だった。あくまで今、アリサが俺たちと戦っているのは俺の力や覚悟を見極める為ためのものだ。口先だけではない、本当に俺が理亜と一緒に戦える覚悟をしたのかどうか。

　だからこそ考えに考え抜いて俺おれは答える。

「多分、今の俺と今のボインちゃんだったら死ぬんだろうな」

「ほほう？」

「ってかあんたらあたしを変なあだ名で呼ぶな！」

　音ね央おはぺしっと俺の後ろ頭を叩たたく。

「うおっ、向こうが言い出したのに俺だけ殴るなんて理不尽だっ」

「あんたが一番ムカつくのよっ」

　本当に理不尽だった。しかし、これは照れ隠しか何かだと思い込むことにする。

「コホン。ともあれ今の俺と音央だったら死ぬんだろうな。なんせこの力を手に入れて解わかったんだが『妖精の神隠しチエンジリング』は茨いばらの蔦つた発射と空を飛ぶくらいしか能力はないんだ」

「あっさりバラしちゃっていいのか。ロアにとっては弱点の暴露は結構致命的だぜ？」

「だから致命的に死にそうな予兆なんだろ？」

　不敵なアリサに対して不敵に返す。内心はもう心臓バクバクだった。

「だから、その致命的ってのを打ち破ってみせる。まずは『１０１番目の百物語ハンドレツドワン』がどれだけズルな『主人公』なのかを見せてやるよ」

　まだ駆け出しの主人公である俺。まだ駈かけ出だしのロアである音央。そんな俺たちが、『魔女』という厄介な敵に挑むには。その可能性に賭かけるしかないのだ。

　音央の持つ『可能性』――それは、ロアでありながら成長するという稀け有うなシロモノ。

　その力を使っている今の俺なら、こいつと共に成長することも出来るはず。

　だからまずは、俺の『主人公』としての力でこいつを守ってやらないといけないんだ。

「ハハハ！　ＯＫ、お前さんの覚悟の片へん鱗りんは見せて貰もらった。んじゃ、遠慮なくぶっ放すから、死んでも恨まないでくれよ！」

　アリサは大笑いしながら両手を広げた。その手のひらに小さな青白い魔法陣が浮かび上がり、同時に砲身の前にはさっきの倍くらいでかい光の魔法陣が現れる。

「リア、『夜や話わ』を頼む！」

「……了解しました。完全に『妖精の神隠しチエンジリング』を消し去るキーワードを乗せます」

　理り亜あがアリサの耳元にぽそぽそと語ると、アゾット剣の全体が強い光に包まれ始めた。

　対たい峙じしているだけで、そこに物もの凄すごい力が集まっていることが解る。

「おおー、アリサとマスターの本気だ！」

「ああ、本気を見せるさ。あいつらも本気を見せるらしいからな！」

「はい。兄さんが本気である以上、私も本気を出すのは当然です」

「あはは！　アリサとマスターのそういう、出し惜しみしないとこ好きだよわたし！」

「なるほど、ラブラブだな私たち三人は！」

　その魔法陣の光がどんどん強くなる中、三人の少女たちは笑い合っていた。

　あの三人には、あの三人の絆きずなが存在している。それが微笑ほほえましくて嬉うれしくなる。

「俺おれたちもラブラブなところを見せようぜ」

「キモいこと言ってないで、準備はいいのよね？」

「ああ。気楽に見てろって」

　こっちもこっちで、腐れ縁らしいやりとりをして。

　不安を押し殺したまま、俺は笑って親指を立ててみせた。すると、音ね央おはそんな俺の背中に手を当ててくれる。温かい手が、俺の勇気をより強めてくれる。

「っしゃ、行くぜ!!　私とリアの、最大出力の『死の予兆』……！」

　砲身に青白い光の粒子が集まっていく。なんか昔アニメの再放送で見た、宇宙戦艦の先端から出るでかいビームみたいな雰囲気だ。確か波動砲だったっけな。

「くるわよ、モンジ！」

「解わかってる!!」

　震えそうな声を打ち消す為ために全力で返事をして、俺は真まっ直すぐにその砲口を見つめた。

　ただでさえ、銃なんかの砲口を見るのはおっかないというのに、そこから放たれるのはつまるところ殺人ビームなのだ。音央の羽が一瞬で消えたように、俺の体だって一瞬で消滅してしまうのだろう。

　だが、俺がいずれ理り亜あと共に挑まなければいけないラスボスは、殺人ビームくらい標準装備に違いない。だったら、これくらいで怖がっているわけにはいかない！

「さあ、こい！」

「いっけえー！」

　俺の気合とスナオちゃんの号令が同時に発せられると、アリサは魔法陣の浮かんだ両手を思いっきり前に突き出し。





「全すべての可能性を塗ぬり潰つぶせ!!　『絶死の結末デツドエンド』ーっ!!」





　さっきの比ではない、巨大な砲撃を俺たちに向けて放った。

　眩まばゆい光が視界を埋め尽くし。飛行する程度では避けられないほどの範囲を正まさに「塗り潰す」かのように埋めて封じるような一撃。

　俺たちはその光を真正面から見据えて、全身に力を込めた。

「モンジ!!」

　音央の叫びと同時に、その光が俺の突き出した右手に炸さく裂れつする!!





　直後、俺おれの意識は真っ白に染められてしまっていた。

　迷いも、恐怖も、勇気も、信頼も、全すべてが消えていくような純白の世界。

　ただひたすら『無』に帰す為ためにあるかのような居場所。そこでは体や意志というものがなんの意味もない単なる『概念』になっていた。

　なんとなく『死』とかそういうものは真っ暗なものだと思っていたけれど、本当はこうやって何色にもならない『白』というものこそ完全な『無』なのかもしれない。さっきまで考えていた『可能性』とか『希望』みたいなものも、一瞬で塗ぬり潰つぶされてしまった。

　ただ、この場所の恐ろしいところは、それが苦痛ではないことだ。自分という存在が一切合切何もかもなくなってしまうというのに、そこにあるのは絶対的な『安息』。

　もしかしたら『死』というのは、全ての魂が安息を得ることなのかもしれないな。

　なんてちょっと哲学的に考える。

　おそらくこの『恐ろしい』という感覚さえも、すぐになくなってしまうのだろう。

　全て、頭の中は真っ白に。きっと、身も心もまっさらに塗り潰される。

　それがアリサたちの放つ結末なのだ。





　だけど。





　これが『信頼』と言うのなら、俺は絶対的に信用しているものがあった。

　これだけは絶対に塗り潰されないし、消されない。

　俺が『主人公』の能力を得る前から決まっていた、絶対の理ことわり。

　それだけは俺に何があろうと、ただひたすらに自分の為に。

　圧倒的に自分自身が存在する為だけにそこに在るものがある。

　だから俺は――。





「俺の全てを塗り潰すことなんて出来ないんだあああああ!!」





　全力で叫んだ瞬間、真っ白だった世界はバリーンとガラス細工のように砕け散った。

「わーっ!?　あいつ、なんであんな凄すごいの食らってまだ叫んでんの!?」

　スナオちゃんの驚く声が聞こえる。

「モンジ……っ！」

　背後から俺おれを応援するような、祈るような声も聞こえる。

　その背中の部分には、絶対に影響は出ていないはずだ。そう、絶対に。

　何な故ぜなら――。

「ってかなんで、あんたの背中はアリサの砲撃で塗ぬり潰つぶされないのよ!?」

　スナオちゃんがその疑問を発した瞬間だった。





　ピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピ！





　突然、俺のモノクルから着信音がけたたましく鳴り響く。

「ひわ!?　ま、まさか!!」

　スナオちゃんが驚いている間に、そいつは勝手に鳴り止み、





『もしもし、私よ』





　俺のモノクルと化しているＤフォンから、そんな電子音声っぽい声を漏らしていた。





『今、貴方あなたの後ろにいるの』





「ほほう！　なるほどな！」

　アリサがやたら嬉うれしそうに叫んだ瞬間。

　同時に俺の背後には、ピッタリと寄り添う彼女の感触があった。

　俺自身の可能性や意識や心が塗り潰されようと、俺の全身を、全すべてを塗り潰すことは出来ない。何故なら俺の背中は俺のものではなく、こいつの居場所なのだ。

　俺が他人の手で死ぬなんて絶対に許してくれない。それが――。

「一いち之の江え……！」

「おっちゃんごめん！」

　ザクッ!!

「ぎゃあああ!?」

　一いち之の江えが某探偵少年みたいな台詞せりふを吐いた瞬間、背中にグッサリと何かが刺さった！

　あまりの痛みに格好つけとか何もかも吹き飛び、絶叫しか出ない。

「い、一之江さんっ」

　音ね央おが驚き半分、嬉うれしさ半分の声を上げる。

「こんにちは。今日は『死の予兆』が溢あふれているということで探偵風味にしました」

「なるほど、な、ってか、探偵自らそのおっちゃん役を刺すなよ……!?」

「いやあ、おっちゃんは死なないだろうから被害者になったら新しいかなあ、と思いまして。誰だれが頭脳が大人おとなで体つきが子どもですか、殺しますよ。グリグリ」

「ウボァー！　言ってねえええ!!」

　さらなる刺激を背中に与えてくれるおかげかなんなのか、俺おれの意識ははっきりして白い世界に塗ぬり潰つぶされるとかビームを食らっているとかまるで関係なかった。というか痛くて痛くて仕方ない!!

「これだけ突き刺せば落ちませんね」

「ザイルを岩に刺すみたいな!?　ってか、おんぶするからしがみつけよ!?」

「このエロ坊主。私の柔らかくてボインなあれそれを背中に感じるのが狙ねらいですか」

「そういう狙いじゃねえー!?」

　しかも、何度も言うがこいつはいくら『ロア』の状態になったからって、スタイルが良くなったりしていないはずだ。

「仕方ありませんね。いつかメリーズドールが空を飛ぶという噂うわさも流すとしましょう」

　ぶつくさ言いながら、一之江は仕方なく俺の背中にしがみついてくれた。白い腕が体に回され、ちょっとドキっとしてしまう。

「そんなわけで、おっちゃんの代わりに探偵が代弁しますと。今この状況を覆せるのは、音央さんのボインに秘められた可能性なのです」

「え!?　あたしの胸に!?」

「ミサイルになるとかです」

「絶対にそれはないわっ！」

「それは残念です。ともあれ、胸の中に秘められた貴女あなたの希望。いや、もしかしたら貴女には絶望かもしれません。ですが、それを乗り越える覚悟があるのならばきっとこの状況を打破出来ますよ」

　そう、俺はそれを伝えたかったのだ。

　アリサと理り亜あの絶対的な力を俺が防ぐことが出来れば、音央はそこに強い可能性を見出してくれると思っていた。そして俺は――自分には何があっても、この背中にいるお茶目でドＳな相棒がいる限り、絶対に死なないと思い込んでいた。

「乗り越える、覚悟……」

「もっとも、考えている時間はありませんけどね。そろそろモンジの精神は真っ白に塗ぬり潰つぶされるか、私の与える激痛に耐えられずに気絶してしまうかですから。その状態になってしまったら、いわゆるデッドエンドです」

　なんでこの状況で俺おれには二つもピンチが訪れているんだろうな。まあ、俺の意識が塗り潰されないように痛みで覚かく醒せいさせてくれているのだとは思うのだが、それにしたって優しさというものが感じられない。頼りになる分、容赦は一切してくれないよな、こいつ。

「……そっか。そうだったのね……あたしが、あたしのことを覚悟する必要があった。そういうことだったのね」

　そして音ね央おはそれだけで理解したようだった。いや、きっと彼女の中にはずっと葛かつ藤とうとして存在していたのだろう。

「なんか嫌な予感がする！　メリーズドールもいるし、やっちゃった方がいい!?」

　スナオちゃんはまるで野生の勘でもあるかのように叫んでいた。

「今、あいつらに近寄ると私の『絶死の結末デツドエンド』を食らって死んじゃうからダメだな」

「うー、まさかアリサの砲撃があいつらのバリアになるなんて……」

「それも、ある意味ハンドレッドワンの狙ねらいだったんだろうさ」

　アリサの言う通り。俺はこの状態でいる限りあいつらも手を出せないと踏んでいた。

　俺が消えてしまうかもしれないまでの僅わずかな時間。

　その間に、音央の可能性が目覚めてくれれば。

「……決めたわ、モンジ、一いち之の江えさん」

　音央は決意したように呟つぶやくと。

「私は『妖精のロア』になる!!」

　その瞬間、音央は自分の持っているＤフォンを持って、俺たちの前に飛行すると。その光に向けて突きつけた！

「鳴な央お！」

『了解です、音央ちゃん!!』

　その瞬間、俺たちの体はいきなり目の前に開いた『穴』の中に消えた。

「っ!?　あいつら消えやがった！」

「え、どういうこと!?」

　俺も暗黒の穴に消え、視界は真っ暗になったというのに、二人の声が間近に聞こえて。

　どういうことだろうと辺りを見回して理解しようとした瞬間に視界が広がる。





「『真夏の夜の夢ミツドサマー・ナイトドリーム』!!」





　音ね央おの声が高らかに響いた瞬間。

「うっわ」

「ひゃああああああ!?　目の前にでっかい光が迫ってくるー!!」

　砲撃は俺おれたちではなく撃ったアリサたちを襲っていた。

　一体何が起こったのか解わからないが。

「とりゃっ！」

　スナオちゃんが大慌てで理り亜あとアリサの体をマントで包むと。

　ギリギリの所でその光が到達する前に姿を消していた。





　ズガアアアアアン!!





　アリサの『アゾット剣』とその砲撃が激しくぶつかり合い巨大な爆発が発生。俺は外がい套とうを盾のようにかざすと、音央と一いち之の江えをその爆風から守る。

　――あんなものを俺は耐えていたというのか。

　いつもながら、食らってから解る恐怖だった。

「ぶはぁ！」

　下の方でスナオちゃんの声が聞こえたので見下ろしてみると、雪の中からスナオちゃんと白い帽子が飛び出していた。彼女がその帽子を引っ張ると、雪まみれのアリサがずぽっと抜けて出てくる。理亜はその雪の上にペタンと座り込んでいた。

「『妖精のロア』が持つ本来の力に目覚めたようですね」

「うん。鳴な央おとセットじゃなくて。あたしはあたしだけでも戦える『ロア』になるわ」

「はい。嫌になったらいつでも言って下さい。殺して差し上げますので」

　一之江の吐息には薄く笑みのようなものが交ざっていて。俺の前に立つ音央は、薄い緑色の楚そ々そとしたドレスをいつの間にか纏まとっていた。その背には透明な羽が生えている。

　気が付けば、俺の外套も薄緑色になっていた。

　俺たちはそのまま、ふわりと雪原の上に着地した。

　背中の痛みと共に一之江の軽い重みもなくなり、ギュッ、と雪を踏む音がする。

　アリサは自分の身にかかっている雪をぱっぱっと払いながら帽子を直した。

「うわちゃー。『アゾット剣』がまさか自らの砲撃で壊れちまうとはな」

「ってか、死ぬかと！　気が付いたらわたしたちとボインたちの位置が入れ替わってて、マジで焦ったよ!!」

　スナオちゃんが両手をブンブンと振って焦りを主張していた。そんな二人の様子を静かに見ていた理り亜あは、そのままの視線で俺おれたちを見る。

「『妖精の神隠しチエンジリング』人と妖精を入れ替える話。だから音ね央おさんは自分たちと私たちの居場所を入れ替えたのですね？」

「うん。今まで練習もやったこともなかったから、本当はすっごく心配だったけどね。それにあの砲撃は私の『妖精の神隠しチエンジリング』専用のものだったんでしょ？　理亜ちゃんたちは怪け我がくらいはしても消えたりはしないんじゃないかなー、って」

「まあな。純粋なロアである私や、そこから生み出されたアゾット剣は威力だけで消し飛ぶだろうが、スナオやリアはその力が吹き飛ぶくらいだったろうさ」

　ひらひらと手を振るアリサ。そこに戦意はもうないようだ。

「……兄さんが先ほど指摘したように、音央さんの中には茨いばらと飛行の能力くらいしかありませんでした。それを、あの土壇場で別のロアになるよう促すなんて」

「音央の中には、まだまだ成長する可能性がいっぱい残されていたんだ。だから、俺はその可能性に賭かけたんだよ。すっげえ怖かったし不安だったけど……一緒に戦う仲間を信じることから何事も始めないとな？」

　理亜は目を細めて俺を見ると、アリサとスナオちゃんに視線を戻した。

　俺は俺で、音央の手にあるＤフォンを見る。

「そのＤフォン、鳴な央おちゃんに繋つながっているのか？　でも、お前たち……確か」

　さっきの暗黒の穴。あれは彼女の『奈落落としアビスフオール』だろう。

　だが、鳴央ちゃんは確かＤフォンを持っていなかったはずだ。異世界であるこの場所と外の世界で通話する際に、普通の携帯電話と繋がるとは思えない。

「うん。これはあたしのＤフォン。――会長の家から帰る時にね、ヤシロちゃんが現れてくれたのよ。『お姉さんはこれから、大事なお友達を守れるかもしれないよ』って」

「だけど『お姉さんが消えなければね？』だろ？　ヤシロは相変わらずだよなあ」

　アリサはポリポリと頭を掻かいている。

　――これでどうやら、戦いはもう終わったようだ。

　直後、雪景色に突然亀き裂れつが走り。





　バリーン!!





　その空間がガラス細工のように割れて、辺りは中学校の校庭に戻った。

「終わったみたいだね、モンジ君」

「お疲れ様でしたっ。お帰りなさい、音ね央おちゃん、モンジさんっ」

　ふと見ると、そこにはキリカと鳴な央おちゃんが笑顔で立っていた。

「ん、ただいま、二人とも」

「ただいま鳴央。助かったわ」

　音央は元の服に戻ると、そのまま鳴央ちゃんに抱きつく。

　鳴央ちゃんは優しい微笑ほほえみのまま、よしよしとその背中を撫なでていた。

「はじめまして『予兆の魔女・アリシエル』ちゃんっ」

「おう……『魔女喰ぐいの魔女・ニトゥレスト』か。ひええ、おっかないな」

　そして魔女同士は魔女同士で何やら意味深な視線を交わし合っていた。

　そんな二人の様子をチラッと見てから、理り亜あは俺おれに視線を向ける。

「兄さん。お返事をしたいので、少しあちらまでいいですか？」

「……ん、了解」

　思いつめた顔の理亜。俺は言葉と、態度でちゃんと覚悟を示せたのだろう。

　だからそれに対して、理亜がどう返事をするのか、だった。

「えっと、わたしも付いていっていい？」

　スナオちゃんがそんな提案をした瞬間、その首根っこをいつの間にか私服姿に戻っていた一いち之の江えの手が掴つかむ。

「私たち『物語』は『主人公』の決定に従う定めですよ」

「うぐっ、だって気になるじゃん！」

「気になるからこそ、ここで待つものです。それに、貴女あなたにはどちらが上なのかを体の隅々にまで叩たたき込こんでおかないと気が済みません」

「す、すみずみ!?」

　一之江はそのままずるずるとスナオちゃんを校庭の脇わきまで引っ張っていく。あいつなりに、俺たちに気を使ったのだと思いたいが……どうなんだろうな。

「そんじゃ、ちょっと行ってくる」

　俺がみんなに片手を挙げると。

「あ、理亜ちゃん！」

　音央が理亜に声をかけた。理亜はゆっくりと振り向いて、音央の顔をまじまじ見つめる。

「……頑張ってね」

「……はい。頑張ってきます」

　音央が何を励まし、理亜が何に頷うなずいたのか解わからなかったけれど。

　理亜の顔には凄すごい緊張が走っているようなので、俺は問い質ただすことはしなかった。





◆2010-06-19T022:00:00　"Juninomiya Junior High School Gate"





　二人で歩いてきたのは、校庭とは反対側の校門の辺りだった。

　辺りは静かな雰囲気で、今日は星が綺き麗れいに瞬いている。

　理り亜あはそこで足を止めると、静かに俺おれの方を向いて……視線を逸そらした。

「兄さん。最後の確認なのですが、私の物語にはなっていただけないのですよね？」

「ああ。理亜だけを戦わせて、俺だけが戦わないなんて出来ないからな」

「……兄さんと同じ覚悟を私がしたとして。私の物語として兄さんも一緒に戦っていただく、というのはいかがですか？」

「理亜の提案やお願いは極力ＯＫしたいんだが、それだけはダメだ。理亜は――きっと、俺がピンチになってしまったら俺が戦わないようにしてしまいそうだし。それに……俺はお兄さんだからな。やっぱり、妹に使われるなんてカッコ悪いんだよ」

　キッパリと断ると、理亜は目をさらに伏せる。前髪でその目が見えなくなり……その肩を震わせ始めた。

「兄さん……私はやっぱり、兄さんに死んで欲しくありません」

「ああ。俺も絶対に死にたくない。こんなに可愛かわいい健けな気げな妹を残して死ねるはずないし。それに見せたろ？　俺には頼りになる仲間もいっぱいいるんだよ」

　震える肩を、そっと包もうと手を伸ばすと。

　理亜の体は自然に俺の手を避けそうになり……そのまま我慢するように踏みとどまった。

　だから俺はしっかりと両手で、理亜の肩を包んでやることが出来る。

「我慢してくれてありがとうな。おかげで震える理亜の肩を包めたよ」

「……兄さんだから、ですよ？」

　理亜は揺れた声で呟つぶやくと、そのまま俺の胸に抱きついてきた。

「兄さんだから。兄さんだから私は、死んで欲しくないんです。兄さんだから、触られるのも我慢出来るんです。兄さんだから……もっと触って欲しいんです」

「理亜……？」

　ぎゅううう。俺の背中に手を回して、理亜は強く強く俺を抱きしめてきた。

　その気持ちの強さみたいなものが伝わってきて……少しだけ戸惑ってしまう。

「兄さんだから……抱きつきたいし……」

　理亜はそのまま、涙で潤んだ瞳ひとみで見上げてきた。

「兄さんだから……抱き締めて欲しいんです……」

　弱々しい、華きや奢しやな体を。俺おれは壊れないようにそっと包み込む。

「うっ……ひくっ……っ」

　ポロポロとその瞳ひとみから大粒の涙が溢あふれ出して、頬ほおを伝う。

「理り亜あ……」

「もっと、もっと強く、抱き締めてくれませんか兄さん……？」

　切ないほどの気持ちが込められている言葉に、俺の心臓は高鳴りっぱなしだった。

　こんなに感情を見せている理亜に、戸惑ってしまう。

　いつもクールで落ち着いているからこそ、素顔の理亜に俺は困惑している。

　いや、違う。

　本当は解わかっているのだ。

　理亜がどうしてこんなにも感情的になっているのか。

　理亜がどうして『主人公』なんて苦しい道を選んだのか。

　理亜がどうして……俺に『自分の物語になれ』と言ったのか。

　本当は――解っているんだ。

「理亜。ありがとうな」

　その気持ちがとても嬉うれしいから。だから俺はさらに強く理亜を抱き締める。

「んぅ……はふぅ……」

　苦しそうな声を漏らした理亜は、それでもせがむように俺の体を強く抱き締めてきた。

「もっと……苦しくなるくらい……お願いします。……兄さんを全身で感じられるくらい、強く、強く抱き締めて欲しいんです……」

　泣き声交じりに、苦しそうに告げる言葉に応じて、俺はさらに理亜を強く抱き締めた。

　――理亜はこんなにも勇気を出してくれたのだ。こんなにも頑張ってくれているのだ。

「……ん……兄さん…………」

　そして、消え入るように。俺の耳元に呟つぶやく。





「好きです、兄さん」





　心臓が停止するくらいに大きく跳ねて。

　俺は目をぎゅっと閉じて理亜の背中を抱き寄せる。

「『私の物語になりなさい』が、ロアに対するプロポーズだって、私も知っていました。兄さんも、知っていたんですよね？」

「ああ。知ってた。だからな、理亜。動揺もしまくっていたし、困ったり悩んだりもしまくったけど……本当はちょっぴり嬉うれしかったんだ」

「あ……ふふっ。私だって、さっき言って貰もらった『俺おれの物語になって一緒に戦おう』の言葉は、とても、とても……嬉しかったんですから」

　理り亜あの声には穏やかさと……柔らかさが現れていた。

　そう、やっぱり俺にとって理亜は従姉妹いとこであり、大事な大事な妹なのだ。

　俺のことを『好き』でいてくれる。大切な女の子なのだ。

　これだけの勇気を見せて貰った俺は――中途半端なことはもう出来なかった。

「ありがとうな、理亜」

　だから抱き締める手を緩めて、しっかりとその目を見る。

「今の俺は、理亜の『好き』を受け止めていいほどちゃんとしている男じゃないんだ」

「解わかっています。……好きな人、いるんですよね、兄さん？」

　真まっ直すぐに見つめる視線に、ウソなんてつけるはずもなくて。

「ああ。だけど、ずっと曖あい昧まいにしてきたんだ。好きでいることを楽しんでいた、そんな恋に恋していただけかもしれないんだ。だから、理亜」

「……はい」

「俺、ちゃんとしてくる」

　それが、今理亜に答えられる俺が出来る返事だった。

　ちゃんとした上でしっかりと、向き合いたい。

　大切な子だからこそ、いい加減なことはしたくなかったのだ。

「……んもう兄さんったら」

　理亜は呆あきれたように、ホッと息を零こぼすと。

　静かに、優しく微笑ほほえんだ。

「振るわけでもなくて、ちゃんとしてくるから保留、っていうのは。あんまりちゃんとしていないと思いますよ？」

「うぐっ、そ、そうか」

「ですけど。兄さんらしいなと思ったので……仕方ない、好きになった弱みでもあるんだな、とちょっとすっきりしてしまいました」

　理亜は笑顔のまま、再び俺の胸にぎゅう、っと抱きつく。

　その髪から、なんだかいい香りがしてきて俺はドキドキが激しくなった。

「……うん。……こんな兄さんはやっぱり、私がずっと一緒にいないといけないな、と思いましたから……」

　そして、理亜はその言葉を口にする。





「私を、兄さんの物語にして下さい」





　キラキラリーン☆





　直後、空気を読まないＤフォンがいつもと違う派手でキラキラした音を奏でた。

「あ……ふふ。なるほど、兄さんの物語になるってことは。心の奥が兄さんと繋つながるってことだったんですね」

　理り亜あはそう呟つぶやくと自分の胸をぎゅっと俺おれのお腹に押し付けてきたりして。

　ああ、理亜も順調に成長しているんだなぁ、なんて思ってしまう。

「あ。いけません、兄さん。すぐそうやって、エッチな顔をして」

「す、すまん。こう、ドキドキして興奮してしまうので、これくらいにしておこう」

「いーえ。兄さんにはおしおきが必要です」

　さらにぎゅう、と胸を押し付けてくる理亜は、悪戯いたずらっ子っぽい笑みを浮かべていた。

　俺はさらに興奮するわけにもいかず、なんとか頑張って兄の威厳を保とうとする。

　なるほど、女の子にくっつかれてもデレデレしてはいけないなんて。



    

  
    
      



    

  
    
      　なんて嬉うれしい困ったおしおきなのだろう。

「兄さん」

「あ、ああ」

　そして甘く呼びかけられて、もうお兄さんはメロメロだった。

「これからも、ずっと……私と、私の物語たちを宜よろしくお願いしますね」

「……ああ。任せておけ」

　それはきっぱりと。

　自信を持って返事したのだった。



    

  
    
      


◆章後：‥物語の終わりと始まり





◆2010-06-21T015:50:00　"Yasaka High School 2-A Class"





　キーンコーンカーンコーン。





　チャイムが鳴った時、俺おれはやたらと緊張していた。

　ついに月曜の授業が全部終了してしまい、放課後になってしまったのだ。

「ふぃー！　やっと授業が終わったなー、モンジー！」

　親友のアランが早速解放感に包まれた顔でニコやかに近寄って来る。

　が。

「って、お、おい、どうしたモンジ」

「どうした」

「どうしたじゃねえよっ！　なんかすげえ汗だくになってんぞ？」

　そうか、どうもなんか気分が悪いと思ったら、俺おれは汗だくになっていたのか。

　だったら、約束の時間までに部室のシャワーでも借りておかないとな。うん。

「なあ、アランよ。ちょっと聞いてくれるか」

「お、おう、どうした。僕で良ければなんでも聞いてやろう」

　俺のシリアスな空気を悟ったのか、アランはうむうむと乗っかってくれた。

　そして男二人で席を立ち、そそくさと教室を出る。

　――幸か不幸か、今日はキリカも一いち之の江えも休んでいた。

　キリカは『風邪も魔女の代償も治り始めが大事だよねー』と大事をとって休んでいる。

　一之江は『なんか週末に頑張り過ぎたんで家で寝てます』とサボっている。

　アランを伴って、内緒話のメッカである階段の踊り場まで移動した。

「ここに僕を連れ出すとは……どうやら重要な話のようだな」

　アホのアランだが、こういう時は察してくれる。

　良き友達というのはいつまでも大事にしたいものだ。

「実はな、相棒」

「おう」

　俺は神妙に声のトーンを下げて、ぼそぼそとアランに耳打ちした。

「っ!?　ま、マジでか!?」

「あ、ああ。色々あって、なんというか、男としてけじめをつけないと、なんだ」

「そ、そうか……まさかモンジが、ヘタレでスケベなモンジが、そんな一大決心をするなんて……そうか、そうなのか……」

「ヘタレじゃない……いや。俺はこれを機にもうヘタレモンジからは卒業するんだ」

「そ、そうか……なんだか遠くに行ってしまうようにも感じるが、僕はお前のマブダチだ。応援しないはずもない！」

「そうか、そう言ってくれるか、ありがとうな」

　なんだかんだでやっぱりアランはいいヤツだった。

　よし、これで後にも引けなくなった。

「それで、いつ決行するんだ？」

「今日だ。実はもう手紙も渡してある」

「マジでか!?　なんたる決断の速さ！」

「俺はもう、今までのモンジじゃない。決断の男、一いち文もん字じ疾風はやてなのだ」

「決断の男……!!　ぼ、僕にはそこまでの勇気は持てない……！」

　眩まぶしそうに俺を見るアラン。ここまで驚かれると流石さすがに緊張は解ほぐれてくる。

「まあ、モンジ……いや、一いち文もん字じ疾風はやてよ」

「おう」

「どんな結果であれ。僕は……今晩の予定を空けておくぜ？」

「ありがとう……マブダチ」

「ああ。健闘を祈る!!」

　俺おれたちはやたらと強く、ガシッと熱く握手を交わしたのだった。





◆2010-06-21T018:00:00　"Yasaka High School Student council Meeting room"





　そして、それからシャワーも浴びた後の生徒会室。

　俺がノックをすると、明るい声が中から響いた。

「はーいっ。モンジくんかな？」

「は、はい、俺でありますっ」

　ガラッと先輩自らドアを開けて出迎えてくれた。その詩し穂ほ先輩はなんだか嬉うれしそうに俺の顔を見つめると。

「待ってたよんっ。どうぞどうぞっ」

　と、中に招き入れてくれる。生徒会室には……他ほかに誰だれもいなかった。

「あれ、先輩一人だったんですか？」

「うん。だってモンジくんがお手紙くれたからね？」

　先輩は大事そうに両手で俺が渡した手紙を抱き締めてくれていた。

「メールとか、電話とかも好きだけど。なんかいいよね、手書きのお手紙って。モンジくん自身の温かさみたいなのが感じられたもん」

「そ、そうですか」

「だから何かなー、と思って。せっかくだから今日は生徒会のお仕事もぱぱーっと切り上げちゃって、みんなには帰って貰もらったの。モンジくんがせっかくわたしと『二人でお話がしたい』なんて書いてくれたんだもんね？」

　ヤバイ、緊張が再び大変なことになってきた。わざわざ手紙なんかで連絡したせいで余計に後に引けない状態だ。こんなことなら、なるべくいつも通りになるようにしておいて、タイミングを見て……などと思ったが。

　いつも通りの俺だったら、きっといつも通りになってしまっただろう。

　今の俺は、決断の男なのだ。

　そうでなくちゃ――。そうでなくちゃ、あんなに頑張ってくれた妹に申し訳が立たない。

　あんなに苦しんで、悲しんで、勇気を出してくれた理り亜あの為ためにも。

　俺おれはもっと「ちゃんとした男」にならなければいけないのだ。

　だから、もう迷って適当に過ごす俺とはおさらばしなければならない。

「んふふ。それで、モンジくん。二人でお話って何かなー？」

　先輩はあくまでのほほんと。いつも通りで接してくれていた。

　俺の渡した手紙を大事そうに手で弄いじりながら、俺をメロメロにするふんわりスマイルで俺を見つめている。ここで、のんびり平和に先輩独り占めタイムというのもきっと楽しいだろう。先輩も、きっとそんな風ふうに思っているだろうし。

　そうでなければ、この無防備さはどういうことだ、と思えるしな。

「あー、えーとですね」

　どう切り出したものだろうか。まず何から話せばいいんだろう。しまった、こんな時どんな方向で話を持っていけばいいのかがさっぱりまるで全然解わからない。

　キリカはさらりと言ってくれた。

　理亜は感情の昂たかぶりと共に吐露してくれた。

　今の俺に出来る、俺らしい言い方ってのは、ええと。

　――よし、そうだな。

　俺らしいと言えばもう、これしかない。

　意を決して、先輩の顔を真まっ直すぐに見つめると。

　夕日が差した生徒会室の中で、詩し穂ほ先輩はいつになく神秘的に微笑ほほえんでいた。

「うん。モンジくんが真面目まじめなお話をしたがっているのは解るよん。だから……うん。きちんとお話してくれていいからね？」

　いつものように無邪気な笑みではなく。どこか大人おとなびた、静かな笑みでそんな助け舟まで出してくれる先輩。ああ、この人はやっぱりとても素敵だ、なんてしみじみ思って。

　だからこそ、俺は俺の本心をちゃんと伝える為に、大きく息を吸った。

「はい。詩穂先輩、真面目な話なんですけど」

「うん、何かな？」

　拳こぶしをぎゅっと握り締め、緊張で震えそうな体をなんとか押さえこんで。

　俺は先輩の目を見つめて、口を開いた。





「俺は先輩のことが、大好きです。だから、俺の……物語になってくれませんか？」





　この告白から、今までの俺と先輩の仲が少しだけ変わって。





　――そして、俺おれの知らない所で密かに新しい物語が始まった瞬間でもあった。



    

  
    
      
あとがき



「我々もいっそ妹で攻めましょうよ」というあざとい相談があったかどうかは別として、今回は何な故ぜか第一巻の頃ころから人気があった理り亜あさんの回です。みんな妹キャラ好きですね、と思ったので涼りよう香かさんとは「とことんあざとくいきましょう！」という方向で。「表紙の生足バージョンをお願いします（キリッ）」とお願いしたのは僕です。口絵でも「喰くい込みをとにかく喰い込みな感じで（キリッ）」とお願いしました。担当編集である庄しよう司じさんが老ろう師しのように満足気な笑みを浮かべていたのは言うまでもありません。

　そんなわけでお久しぶりです、サイトウケンジです。初めましての方は……そろそろ前の巻辺りから読んで頂けないと内容が解わからないような気がします。それくらい、今回は続きものです。そして今回はビックリするくらい妹ものです。なんという理亜祭り。とはいえ、他ほかの仲間たちだって負けてはいられません。それぞれ、様々な進展を見せています。女の子の夢の中を覗のぞいてみたり、着替えを覗いてみたり、プールを覗いてみたり、挙あげ句くの果てに純愛モノでは行かないような施設に入ったりと、今回もその手のシーン目白押しなせいで、涼香さんがモンジに嫉妬しまくるくらいでした。本当、リア充は爆発物ですね。



　大変嬉うれしいことに、励ましのお便りやメール、Twitterでメッセージなどを頂けるようになり、感動しまくっている昨今です。感想を貰もらえると本当に励みになり、やる気がメラメラと燃え上がり、もっとドキドキワクワクさせたるわ！　と思ったりします。中でも皆さんの感想では一いち之の江えとキリカはやはり根強い人気があり、二大ヒロインとして安心しています。音ね央お、鳴な央おの双子コンビや、今回出まくりの理亜とかもちょこちょこ気に入ってくれたらいいな、と。出番のバランスも考えつつ、そろそろ先輩にも本腰を入れる昨今です。なので、どの女の子を気に入った方もドキワクしながら次をお待ち下さいね！



　さて、絶対に長くなるであろう感謝の言葉を。まずは勿もち論ろん、相方である涼香さん。電話しながら感想を貰うという最高の贅ぜい沢たくを楽しませて貰いました。ほんっといつもありがとうございます。セクシー絵も好きですが、何なに気げに格好いい絵も大好きです。そしてそんな我々をいつもハラハラしながら、胃を痛めながら、それでもニコニコと待ってくれる庄司さん。貴方あなたはきっと神です。庄司さんが担当な僕たちはとても幸せ者です。今後も絶対苦しめると思いますが宜よろしくお願いします！

　今回やたらと「妹萌もえ……妹萌え……ぐおおお……」と苦しんでいた僕を助けてくれた代しろ瀬せさんにはビッグな感謝を。今度、何かビッグにお返しをしたいと思っています。同様にチェックしてくれた人々、ほんっと助かりました。苦しんでいる時は面白いかどうかさっぱり解わからなくなるので大変助かりました。ラブよ。

　ブログで感想を書いてくれた海かい冬とうレイジ大先生も本当にありがとうございます。実物は穏やかなイケメンさんという素敵な人物なのに、いつも面白いブログを書いていてすげえなあ、と思っていました。シャルがちょっとどころじゃなくいやらしい感じになるのを期待しています。お願いします。

　また、色々手伝って下さっているホリマコトさん。この色々、という意味合いがそのままで中々上う手まいこと言ったつもりになりましたが、けもみみ忍者むすめっこ、大変可愛かわいらしくてブックマークしてあります。今後とも色んなトコで宜よろしくお願いします。

　後はもう、いつも一緒に遊んでくれる榎えの本もとさんやら田た中なか君やらもう色んな面々にはほんとに助けられています。仲間って大事ですよね。今後も仲良くして下さい。それと、モンジのモデルだったものの、最近ちょっとずつずれて来たれいさ。まあ、いいよね。君も頑張って下さい。後は感想をくれた一いち葉ようモカ先生や声優様などには心からの感謝をば。誇らし過ぎて「いいのかなあ」と挙動不審になったりしました。



　それと、アンケートで応援してくれる皆さん、色んなトコで話題にしてくれる皆さん、登場キャラたちを見て「あ、この人たちは……！」とビックリさせているに違いないネット世界の皆さん、本当にありがとうございます。サイトウケンジはそんな皆さんのおかげでこうして生きていけるので、その感謝を作品などの形で返せるよう今後も努力して、頑張っていこうと思います！



　ついでに宣伝ではありますが、僕が原作を書いて奈な央お晃あき徳なりさんが絵を担当してくれているマンガ『トリニティ・セブン～七人の魔書使い～』の単行本が富士見書房さんから出ています。シュールでスタイリッシュでセクシーという不思議な感じの魔道学園もののマンガなので良ければこちらも宜しくお願いします。また、美少女ゲームブランド『EX-ONE』というものを立ち上げました。こちらでも面白いこと、変なことをやりたい放題やるつもりなので、18歳を超えた方は宜しくお願いします。18歳未満はダメですよっ！



　最後に、何よりも、この本を手にとってくれた貴方あなたに、最大級のありがとうを伝えて。

　今後もサイトウケンジは皆さんを楽しませられるように尽力しつつ、しかしながら好きなことを好き勝手にやっていくつもりですので、もしそんな僕を見かけたら「あ、ケンジだ。ぷぷぷ」と微笑ほほえましく見て下さると嬉うれしいです。



２０１１年の初夏。沖おき縄なわに思いを馳はせながら。サイトウケンジ
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